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終章








「めいたんていのお通りだ。ひざまずけ」




　時は逢おう魔まが、場所は神楽かぐら坂ざか。

　早々と輝きはじめた月が一軒の屋敷を照らし出す。表札には佐さ伯えき家と刻きざまれている。

　その屋根の上に、ふたつの影。

　ひとつは詰つめ襟えり姿すがたの少年だ。

　きゃしゃな肩にとんびコート、黒髪揺れる頭には学生帽をかぶっている。

　その肌は浄じよう瑠る璃りに使われる人形のように白くなめらかで、夕ゆう闇やみにぼうっと浮かびあがるかのようであった。

　目つきは非常に凶悪で、虎のかぎ爪づめのように鋭い。

　だが、妙に──美しい。

「なんだおまえは？」

　そう問うたのは、少年と相対するもうひとつの影。

　サルとトカゲを足したような外見をしている。肌は赤黒く、三本指の手足を屋根に食い込ませ、姿勢を低くしている。

　そしてその目は人の拳こぶしよりも大きく、どんな物でも見通せてしまいそうだ。

　その者の名はショウケラ。













　妖よう怪かい、と呼ばれる存在である。

「なぜ、己おれが視みえる？」

　ショウケラはうろたえた。普通の人間には姿を消しているショウケラの姿は見えないはずである。

「小僧、おまえ……何者だ？」

　三度目の問いに、ようやく少年が答えた。




「月つき岡おか春はる足たり──妖怪専門の探偵だよ」




　春足の足元には、一匹の小さなキツネが控えている。不思議な取り合わせである。

「分かったら、さっさとひざまずけ」

　ほうっとはく息が白くなる。

　冬の風に彼の黒髪とコートが妖あやしい蝶ちようのようにはためく。

　春足の足元にいたキツネが彼の肩に飛び乗った。しかしキツネといっても子猫程度の大きさしかない。

「春足！　いたずらに相手を刺激しないの！　そんなことする前にはやくなんとかしてあげなきゃ！」

　キツネはごく自然に人の言葉を話した。

「依頼人の家族はもう限界なのよ」

　しかし春はる足たりはキツネの言葉をばっさりと切り捨ててしまう。

「フン、依頼人のことなんて知らないね。ぼくは手て強ごわい妖よう怪かいと戦い、不思議に触れられればほかのことなんてどうでもいい」

　とても探偵の言葉とは思えない。

「なによそれ！　いい加減に探偵としての自覚を持ちなさいよね！」

　春足の発言にキツネはプリプリ怒り、頭をガジガジ噛かんできた。春足はそんなものは意に介さず、ショウケラを指差す。

「庚こう申しん待まちの日でもないのに連日覗のぞきとは仕事熱心だな、ショウケラ」

　一説に、人の体内には三さん尸し虫ちゅうという三匹の虫がいるという。

　三尸虫は六十日に一度めぐってくる庚こう申しんの夜に、眠っている人間の体から抜け出して天に昇り、天てん帝ていにその人間の罪を報告すると言われている。

　そこで人々は罪を告げ口されないように、庚申の日は眠らずに夜を明かすようになった。それを庚申待という。

「元は庚申の夜に起こる害を避けるための呪じゆ文もんの中にあった言葉が、いつしか固有の形を手に入れ、一体の妖怪として認識されるようになった。それがおまえだ、ショウケラ」

　春足は、目の前の相手を指差す。

「だからおまえはそうして屋根の上からこの家の人々を監視している」

　春足はこの家、佐さ伯えき家の主あるじから事件解決を依頼されていた。

　ここ数日、屋根の上から誰かに監視されているような気がする。しかしいくら警備を増やしても、警察に調べさせても怪しい者は見当たらなかった。けれど感じる視線は決して気のせいではない。もしかしたらこれは妖怪の仕業なのではないか──。

　もしそうなら、なんとかしてほしい。

　そう、頼み込まれたのだ。

　佐伯財ざい閥ばつといえばこのあたりに住む者なら知らぬ者のいない名家である。当然敷地は広く、敷地の周囲は土塀で囲まれている。

「探偵だかなんだか知らんが、邪魔をするなら容赦はしない。どれ、まずはおまえの罪から見透かしてやろう」

　ショウケラはその眼めをさらに開く。

「どんなやつだって罪を背負っている。そして誰もが自分の罪から目をそむけたがっているもんだ。おまえは自分の罪をつきつけられてそれでも正気でいられるかな？」

　その目が赤く光り、春足を捉とらえる。

　しかし、春足はうろたえる様子もなく前に歩み出た。

「見たけりゃ見ろよ」

　そのとき、ショウケラはほんのわずかだが垣かい間ま見みた。

　春はる足たりの抱えるこれまでの罪、罪科、その一端を。

「そんなバカな……！」

　黒い。

「……真っ黒だ……。おまえの罪……なにも視みえない！」

「罪か。フン、そんなもの……抱え込みすぎて、今さら目をそむけることもできないよ」

　春足は両手を広げてゆっくりショウケラに近づく。

「そ、そうか！　これは視えないんじゃない……多すぎるんだ……罪が多すぎて塗りつぶされてる……！　お……おまえ……いったいこれまでどれだけの罪を……！」

　両者の距離がさらに詰まる。

「う、うわあああああああ！」

　ショウケラは恐怖を振りきるように瓦かわらを蹴けってがむしゃらに春足に襲いかかった。

　そのとき──。

「春足、危ない……」

　頭上から別の少年の声がした。

　空には満月があった。月光を背に、銀髪の少年が竹刀しないを構えてショウケラに向かって一直線に降りてくる。

　竹刀がショウケラの脳天に打うち降おろされた。

「ぎゃあ！」

　ショウケラはもんどりうって倒れ、その場でのたうちまわった。

　少年は軽かろやかに屋根に降り立つとすぐに構えをといて、春足の隣に立つ。

「弥や人ひとか。フン、余計なことを」

　弥人と呼ばれた銀髪の少年は桔き梗きよう色いろの着物に袴はかまという、昔ながらの書しよ生せい風の格好をしている。

　穏やかな目元とそっと閉じられたままの口元には、これといって感情らしいものは浮かんでいない。しかしその姿形には夜露にぬれた抜き身の刀のような、思わずはっと息をのんでしまうような優美さが宿っている。

「ぼくがちょいと指をひねればショウケラの四肢はバラバラにちぎれ、庭の木々の肥やしとなっていたのに」

「春足は弱いから、オレが守らないと……」

「池の鯉こいの餌えさとなっていたものをっ！」

　春足はフフンと顎あごを上げて悦に入っている。弥人の率直な言葉など届いていないようだ。

「弥人は本当に春足に甘いんだから……」

　キツネもため息をつく。

「……って、ああ！」

　その間にショウケラはその場から逃げ出そうとしていた。

「大変よ！　逃げちゃう！」

「そう！　逃げる！　己おれはまんまと逃げ出すぞー！」

　ショウケラは高らかに宣言して屋根から飛び降りてしまった。

「己の脚力をなめるなよ！　こうなったらもう追いつけないだろう！」

　ショウケラは得意になって佐さ伯えき家の庭を走り抜けていく。庭の池を迂う回かいして塀を飛び越えればそこはもう敷地の外だ。

「そこまでよ！」

　しかしそこでショウケラの前に、第三の影が現れた。

　少女だ。左肩に小さなキツネを載せ、白いセーラー服姿で、長い黒髪を青いリボンでキュッと結んでいる。くるくるとよく動きそうな元気な眼めと子供らしい眉まゆ毛げが特徴的だ。

　美しいその顔には可か憐れんさと勇ましさが絶妙なバランスで同居している。

　まだ成長の余地を残した両腕を左右に広げ、少女はショウケラの前に立ちはだかる。

「ま、まだ仲間がいたのか！」

「春はる足たりや弥や人ひとは見逃しても、この南みな方かたうつひは見逃しません！」













　その声は、春はる足たりのそばについていたあのキツネから聞こえていたものと同じ声だった。

　月つき岡おか春足、鉄かんな輪わ弥や人ひと、そして南みな方かたうつひ。

　彼らが巷ちまたで噂うわさの妖よう怪かい少しよう年ねん探たん偵てい團だんである。

「ショウケラさん、あなたはここ五日間、毎日あの家を監視しているそうね。どうしてそんなことをするの？」

　そう問いかけたが、ショウケラは答えようとしない。

　うつひは重ねて優しくこう言った。

「おかげでこの家の人達たち、毎日ろくに眠れていないのよ。あなたの視線はそれだけ人間に特別な作用を引き起こしてしまうの。視みられているってことを本能的に感じ取ってしまうのよ。眠れば罪を暴かれる、天に昇って報告されてしまうって」

　だから眠りたくても不安で眠れなくなってしまう。

「どうか家の人達をこれ以上苦しめないであげて」

「う……うるさい！　そこをどけ！」

「もう！　分からずや！　みんな、お願い！」

　うつひがそう言うと、彼女の背後から無数の影が飛び出してショウケラに向かっていった。それらはすべて小さなキツネであった。

　コーン！　と鳴いてショウケラに飛びつき、あちこちに噛かみつき、ひっかいた。

「やめろ！　はなせ！　ああっ！　そんなとこ噛むなんてひどいっ！」

　無数のキツネとショウケラとのすさまじい乱闘によってあたりに土煙が巻き起こる。

　しかしショウケラは全身を噛まれながらも執念で足を止めなかった。

「あわわ、どうしよう」

　ショウケラの思わぬ根性にうつひは慌てる。

「うつひ、今行く」

　手を貸そうと弥人も屋根から飛び降りる。しかしそれをまたず、唐突にショウケラがその動きを止めた。

「な……なんだ……？　体が動かん……！」

　渾こん身しんの力を込めて足を動かそうとするが、やはり動かない。

「なにかが己おれの足に絡まって……」

　そのとき土煙の中でなにかが光った。

「これは……糸……？」

　それがショウケラの腕に絡まり、動きを封じていた。

「お……おまえは……」

　同時にショウケラは土煙の向こうに悠然と立つ何者かを見た。

　長い黒髪、紅べに色いろの振ふり袖そで、つややかな唇。

　女だ──。

　少女だ──。

「誰だ……？」

　うつひではない。はじめてみる相手だった。

　いつの間に現れたのだろう。こいつも探偵達たちの仲間なのだろうか。

　ショウケラは謎なぞと美に満ちた目の前の相手に言葉を失った。

　少女はすぐに土煙の向こうに姿を消してしまった。

　やがて煙も消え去り、視界が回復すると、今度はすぐうしろから春はる足たりの声がした。

「観念したか、ショウケラ」

「お、おまえ……なにをしやがった!?　さっきの女は誰だ!?　なにか妙な力を……」

「さてね、なんの話だ？　そんなことよりも、おまえをどうしてくれようか。まずは思いつく限りの拷問にかけて、話はそれからだな」

「それ前置きの段階で死ぬだろ！　た、助けてえ！」

「いいぞ！　その悲鳴！」

「ああもう……春足の悪い癖だわ……」

　うつひは腐ったみかんを見るような目を春足に向ける。

「よせ……笑いながらこっちにくるな！　おまえ探偵じゃないだろ！　ぜったい殺人鬼側の人間だ！　ぎゃー！」

　その後、佐さ伯えき家の庭にショウケラの悲鳴が断続的に響いた。




「はあ!?　一ひと目め惚ぼれ!?」

　話を聞いたとき、うつひは声をあげずにはいられなかった。

「お、己おれは……己はこの屋敷の中を覗のぞいて、そこでひとり娘の冷れい子こさんをひと目見たときから……彼女に恋をしてしまったん……だあああー！　うひょー！」

　恥ずかしー！　と言いながらショウケラは地面をバンバン叩たたいている。

「それで毎晩この家を覗いてたのね」

「人を視みることが己の存在意義だ。そのためにこの世に生まれた。だから己は冷子さんのことをただ眺めているだけで満足だったんだ。それ以上の望みなんてなにもないし、もちろん危害を加えるようなつもりもさらさらなかったんです……」

「そのおかげでこの家の人達はみんな寝不足だよ……」

　弥や人ひとが呆あきれたように言う。なぜか弥人本人も眠そうにしている。

「妖よう怪かいが人に恋……か。ちょっとロマンティックかも」

　はじめはおどろいたうつひだったが、女の子らしくロマンに浸ひたりはじめている。

　結局ショウケラに悪意はなかったということで、春足達は厳重注意をするに留めておいた。

「もうしません！　ショウケラに二言はありません！」

　本人も反省しているようだった。

「ありがとう！　これで安心して眠ることができるぞう！　ああ、眠い！」

　玄関先で、問題が無事に解決したことを伝えると、佐さ伯えき夫婦はふらつきながらもバンザイをして喜んだ。

「こちら約束の謝礼です。よーし眠るぞう！　今夜は十二時間睡眠だ！」

　報酬をうつひに手渡すと、夫妻は張り切って家に引っ込んでしまった。よっぽど眠かったらしい。

「探偵さん……本当にありがとうございました」

　娘の冷れい子こもぺこりとお辞儀をする。

「あ、冷子さん、少しいいですか？」

　そこで春はる足たりは面白いことを思いついたという顔をして冷子を呼びとめた。

「なにか？」

「実は、あなたのことを女性として慕っているモノがいまして。一度会ってやってもらえませんか」

「はあ……」

　いきなり持ち出されて、冷子はわけが分からないという顔をしている。それも当然だろう。

「それは……いったいどこのどなたですか？」

「主に屋根の上に棲すんでいまして、肌は赤黒く指は三本。少々声がしゃがれていますが、目はぱっちりとしていてなかなか愛らしい顔立ちしていますよ。そいつはここのところ毎晩徹夜してあなたに熱い眼まな差ざしを注いでいたのです」

「まあ……わたくしのことを想おもって毎晩……。そういう情熱的な方、素敵だと思います」

「え、素敵……？」

　冷子の好意的な反応にその場の誰もが目を丸くした。

　が、しかし──。

「でも──」




　覗のぞきが趣味の人は少し気持ち悪いのでごめんなさい。




　ショウケラの恋は破やぶれた。

　春足は玄関から離れて道に出ると、佐伯家の屋根の上にむかって声をかけた。

「だそうだ。残念だったな。きっとまたいい出会いがあるさ。ないと思うけどきっとあるさ。ぼくはないと思うけど！」

　必要以上に個人の意見を強調しつつ、いちおうショウケラを励ましてやった。

　星のわずかにまたたく夜空に、恋に破やぶれた妖よう怪かいショウケラのむせび泣きがこだました。






　第一章　妖怪少年探偵團参上







　やけに猫の多い町だ。

　香か奈なは不安げに眉まゆをひそめた。

　道端にも、家々のすきまにも、屋根の上にも、魚屋の棚の上にも、猫がいる。猫だらけだ、そして野良と飼い猫の区別もつかない。

　この町にくるのははじめてだけれど、ここは全国の猫を受け入れる方針でもとっているのだろうか。

「あ、あの」

　香奈は勇気を出して煙草たばこ屋の老婆に声をかけた。椅い子すに腰をかけた老婆はぴくりとも動かない。

「月つき岡おか探偵社って……どこだか知りませんか？」

　香奈は今年で小学校三年生。知らない人に声をかけるのはまだまだ怖い。けれど、ためらっていてはいつまでたっても目的地にたどり着けない。

「このあたりだって聞いてきたんですけど……道が分からなくって……」

　道を尋ねながら、ふと老婆の肩越しに店の奥を見ると、座敷にも猫がいた。

　一瞬商売繁盛の招き猫かと思ったが、それは生きていた。

　小物やら家具やら、やたらと物の多い部屋だなあと香奈は思った。

　しわくちゃの老婆は相変わらず身じろぎひとつしない。

「あ……！」

　香奈は気づいた。座敷にいた猫は一匹だけではなかった。

　座布団の上、畳の上、テレビの上、炬こ燵たつの上、その布団の中、箪たん笥すの上、その引き出しの中──。

　いる。たくさんいる。猫が、無数にいる。

　これだけの数の猫を、どうしてさっきは見落としていたのだろうと不思議に思った。

　すると、それらの猫がいっせいに香奈のほうを向いた。

「ひゃっ」

　おどろいて思わず飛び跳ねる。

　胸がドキドキと鳴って、背中にじんわりと汗をかいた。

　視線を戻すと、いつの間にか老婆は右前方を指差していた。道を教えてくれているらしい。

「む、向こうですね。ありがとうございます！」

　慌ててお辞儀をして駆け出した。

　背後で老婆が、ひっひっひときっちり三回嗤わらうのが聞こえた。




　東京都新宿区に、神楽かぐら坂ざかという坂がある。また、そのあたりの地名も神楽坂という。

　名前の由来には諸説ある。

　近くにあるいずこかの神社から神楽かぐらの音が響き聞こえたという説や、きつい勾こう配ばいのせいで上れなかった神輿みこしが、神楽を奏したところ、すんなりと上がれたという説、また、『かぐら』は神楽ではなく、高くそびえるもの、断だん崖がいを意味するという説など様々である。

　その神楽かぐら坂ざか七丁目に、とある探偵社がある。

　レンガ作りの古い建物だ。一見すると平屋だが、半地下になっていて、事務所は地下のほうにある。

「近頃また寒さがぶり返してきたわね」

　事務所の窓に手を当てて外を眺める少女がひとり。

　この事務所の一員、南みな方かたうつひである。

　今日も髪をリボンで結び、ぱっちりとした瞳ひとみをきょろきょろと動かしている。

　うつひは窓ガラスにほうっと息をはきかけて曇らせると、そこに指先で温泉の印マークを描いた。

「温泉行きたい」

　誰に言うでもなくそうつぶやく。

「やだね」

　だが、返事はすぐに返ってきた。

　うつひのすぐうしろには大きな木製の机があり、そこに詰つめ襟えり姿すがたの少年がいる。黒い革張りの椅い子すに腰をかけ、学生帽を顔にかぶせてだらけている。顔は見えないが、口を開いたのはその少年だった。

「ええー、なんでよう。温泉よ？　温かいのよ？」

　温泉卵なのよ？　とうつひはパタパタ足を踏み鳴らす。

　少年は顔から帽子を取ると、うんざりした表情をうつひに向けた。

　月つき岡おか春はる足たり、彼もまたこの探偵社の一員である。

「遠くの温泉宿まで移動する間は寒いだろう。帰りも寒い。温かいのは向こうで温泉に肩まで浸つかっている間の一瞬だけだ。ぼくはやだね」

「……へりくつばっかり。春足のバカ。三さん白ぱく眼がん」

　悪口を言って窓際を離れると、うつひはキッチンに向かった。ちょうど火にかけておいたヤカンがピーピー鳴りはじめていた。ゆっくり時間をかけて紅茶を淹いれ、部屋に戻ると中央のソファに腰をかけた。

「ねえ」

　そして向かい側に座って本を読んでいる少年に声をかける。

「弥や人ひとも行きたいでしょ？　温泉。肩まで浸かろうよ」

　温泉まんじゅう食べようよ、と訴えかける。どうしても行きたいらしい。

　少年、鉄かんな輪わ弥や人ひとは本から顔も上げずに言った。

「炬こ燵たつに入って本を読んでるほうがいい……」

　にべもない。

　うつひはぷう、と頬ほおを膨らませた。そんな彼女をなぐさめるかのように、そばに小さなキツネがやってきて、トトっとうつひの肩に乗った。

「依頼が少なくていつも赤字だ赤字だと騒いでいるのはうつひじゃないか。なぜ温泉なんてぜいたくを言い出すんだ」

　春はる足たりは机の上に置いてあったチョコレートに手を伸ばしながら言う。

「実はね、昨日の依頼人さん、報酬に少し色をつけてくれてたのよ」

「昨日の依頼、あのショウケラの？」

「そう、佐さ伯えきさん。約束の額より多いですよって電話したら、気持ちですからって。だからこの機会にパーっと慰安旅行でもどうかと思って！」

　うつひは両手を花のように広げて自分の提案の素晴らしさを演出してみせた。

「パーっと！」

　しかし少年ふたりはまったく聞いていない。

「あ、うつひ、ぼくにも紅茶」

「聞いてよ！」

　いつものことながら、なにかにつけて子供らしさの足りないふたりに、うつひは頭を抱えた。

　すると、肩に乗っていたキツネがふいに顔を上げ、ピクリと耳を動かした。

　それと同時に、事務所に来客があった。

「月つき岡おか探偵社というのは、こちらかな？」

　背広を着た四十がらみの男が入口に立っていた。

「はい！　ようこそ！」

　うつひはカップをテーブルに置いて立ち上がった。

「仕事を頼みたいのだが」

　男は事務所内をジロリと眺めてからそう言った。手に黒い鞄かばんを下げ、やけに派手なネクタイを締めている。

「ではそちらにお座りください」

　客にソファを勧め、うつひは来客用の紅茶を淹いれに走った。そしてキッチンからだらけた少年ふたりに声をかける。

「ほら、春足、弥人！　お客様なんだからちゃんと椅い子すを勧めて、お話を聞いておいてね！」

「フン、分かってるよ」

　春足は椅子に座ったまま一度伸びをして、机に両肘ひじを立てる。するどい目つきで男をみすえ、彼はこう言った。

「それで、どんなご依頼だ？　お客様」
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「待ちたまえ」と、男は言った。

　そしてもう一度事務所を見渡し、怪け訝げんな表情を浮かべた。

「社の人間は留守なのかね？　いないのなら出直すが」

「いえ、ご覧の通り、ここにこうしておりますが」

　春はる足たりは男の問いにもうろたえず、落ち着いて返答する。

「しかし、きみらは子供ではないか。探偵はどこにいる？　話の通じる者を出してもらおう」

　子供では話にならん。大人はどこにいるのだ。男は暗にそう言っていた。

　春足は手元のチョコレートをポキリと割った。その音が事務所に響く。

「ですから、探偵ならここにいます」

　そしてその欠片かけらを口に放ほうり込む。

「あなたの目は腐りかけのウズラの卵ですかお客様」

　春足の口の悪さに男は眉み間けんにしわを寄せる。

　弥や人ひとはすべて春足に任せた、という態度で本──小こ泉いずみ八や雲くもを読み続けている。

「きみが？　きみのような……」

　子供が？

　男は一瞬、表のほうを見て、それから腕時計に視線を落とした。来る場所を間違えたなと思ったのだろう。

「月つき岡おか春足。めいたんていです」

「めい……」

　男は春足の言葉を繰くり返しかけて、一度口をつぐんだが、すぐに相好を崩した。

「自分で名探偵とは、なかなか豪胆というか、あきれるというか、いや、実に子供らしいふるまいだな」

　子供のいたずらくらいは笑って許そう、とでもいうような口ぶりだった。

「字が──違いますよ」

「……なんだって？」

「名探偵ではありません。そうではなく、ぼくの言ったのは別の意味です」

　分からないのなら結構と言い、春足は話を先に進めた。

「この事務所を訪ねてきたということはあなた、奇妙な、おかしな、理屈の通らない、不可解な現象に悩まされているということですよね」

　目つきの鋭いその自称めいたんていはそう言った。

「それは……確かにその通りだ」

　男もそれを認める。不服そうにではあったが、認めた。

「この探偵社が、そういったことを専門に引き受けて解決しているという噂うわさを聞いて、わざわざ会社の車に乗って訪ねてこられた。そうですね？」

「そ、そうだ」

「黒塗りの、よく磨き込まれた車で、運転手を表に待たせて」

「どうしてそんなことまで分かる？　……なぜ知っている？」

　春はる足たりは椅い子すの背もたれに背を預ける。

「藤とう中なか順じゆん三さぶ郎ろうさん」

　そして男の質問には答えず、唐突に相手の氏名を呼んだ。

「な、なぜわたしの名を……！」

「『階かい奇き電でん鉄てつ』勤務の藤中さん。かなりお偉い方、重役さんなんですね。そして今日は午後から会議だ。ああ、予算決定の重要な会議ですか」

　藤中は思わずソファから立ち上がっていた。




　当たっている。すべて言い当てられた──。




　熱くもないのに彼は全身にじわりと汗をかくのを感じた。

「さあ、これでもまだ子供では話にならないとおっしゃいますか？」

　背後の窓から日が差して、藤中には少年の表情がよく見えなかったが、どうやら薄気味悪く笑っているらしいことは分かった。

「う、ううむ……」

　藤中はしぶしぶソファに腰を降ろした。




　うつひが出したカップから立ち上る湯気を見つめながら、藤中は単刀直入にこう言った。

「化物列車を、なんとかしてもらいたい」

　春足はわずかに眉まゆを動かしたが、口ははさまなかった。

「近頃、都内のあちこちでダイヤにない、未確認の車両が路線を走っているのが目撃されている。これは決して会社の外には漏らさないように細心の注意を払っている事項だ」

「未確認の……？」

　机の横に立って話を聞いていたうつひは思わず声をもらした。

「そうだ。ありえない時刻に、ありえない場所を、列車が走っているのだ。時刻に多少のばらつきはあるが、たいてい終電近くから、そのあとにかけて目撃されることが多い。最初は終電を逃したサラリーマンが、妙なモノを見たと駅員に言ってきた。当初は酔っ払いの戯ざれ言ごとだろうとこちらも耳を貸さなかったのだが、そのうちにちらほらと目撃証言が増え、駅員や作業員達たちも見かけるようになっていった。なにかがレールを走る確かな震動を感じたとか、遠くで鳴る汽き笛てきの音も聞いたとか、鼻先を車両がかすめて走っていっただとか、その証言は様々だ。そしていつしかそれは化物列車と呼ばれるようになった」

　藤とう中なかはそこでいったん口を休め、少し冷めてしまった紅茶を一口飲んだ。

「理由は分からないが、その謎なぞの列車は我が社の路線の上に現れることが多い。他の会社の路線でも目撃例はあるようだが、その数はうちに比べて圧倒的に少ない。なぜよりにもよってうちの線なのか……。まったくいい迷惑だ」

「なにか被害は出ているんですか？」

「まだ人的な被害は出ていないが、このままでは悪い噂うわさが立つ。そうなれば利用者の我が社に対する印象は悪くなる。とはいえ、だ、それでも我が社としては化物列車などという、そんな荒こう唐とう無む稽けいな存在を鵜う呑のみにするわけにはいかなかった。当然だ、化物？　妖よう怪かい？　そんな非科学的なモノを、会社が公式に認めるわけにはいかんからな」

「それならどうしてうちの事務所を訪ねてきたんですか？」

　春はる足たりがそう問うと藤中は不愉快そうに顔をしかめた。

「先週、とうとう我が社のトップまでもが、それを目撃してしまったのだ」

「トップって……会社の一番偉い人が……？」

　うつひが子供らしく藤中の言葉を変換した。

「そう、社長も見た、と仰おつしやっている。深夜、仕事帰りに偶然にだ。あれはなんだ、どういうことだと大変な剣けん幕まくだった。すぐに原因をつきとめろ、そしてつきとめたなら、即解決せよ。社長は私にそう仰った」

「それまで無視して、そっぽを向いて、放置していたことが、鶴つるの一声でいよいよそうもいかなくなって、今日ここに訪ねて来られたというわけですね」

　春足はキイキイと椅い子すを鳴らす。

「世間に知れ渡らないよう、このことは新聞社にも圧力をかけているが、いずれ抑えきれなくなる。そうなるまえに解決せねばならない。だからきみらを、不可解な怪現象を専門に扱う探偵と見込んで依頼したい」

　藤中は鞄かばんから小切手を取り出すと、それをテーブルに載せて滑らせた。

　そこに書かれている数字を見てうつひは小さく飛びはねた。決して少なくはない金額だ。

　昨日解決した依頼の報酬のざっと十倍近くはある。

「これが報酬額だ。子供には過ぎた金額だと思うが、どうかね？　もちろん経費は別途払おう」

　これだけあれば、不足がちの事務所の備品を残らず買って、温泉に三泊してもお釣りがくる。

「いや、これはたまげた！　ゼロの数を数え間違えたのかと我が目を疑いましたよ！」

　小切手を受け取ると、春はる足たりはそれを日の光に透かして表からも裏からもじっくり眺めた。

「けれどやっぱり数え間違いじゃないみたいだ！　だよね、うつひ」

　話を振られてうつひもうんうんとうなずく。

　藤とう中なかはニヤリと笑い、契約成立だなとばかりにネクタイを正した。

　すると春足は体を前に乗り出し、にっこりと笑顔を見せてこう言った。

「ゼロの数がまったく足りません」

　一瞬、形容しがたい沈黙がその場を満たした。

「……なんだって？」

「ですから、足りないと言ったんです。まったくもって、話にならないほどに」

　顔をひきつらせる藤中に対して、春足はゆっくり丁寧に話した。

「報酬は三億です。びた一文負けません」

　目の前の少年が提示した金額に、藤中はふたたびソファから立ち上がった。

「ふ、ふ、ふざけるな！」

　強くテーブルを叩たたく。子供に小馬鹿にされたと受け取ったのだ。

「三億だと!?　覚えたての数字をでたらめに口にしおって！　子供のばかばかしい金銭感覚につきあっている暇はない！　そ、その小切手の金額でなにが不満だというんだ！　こんな寂れた探偵社にとっては土下座してでも手に入れたい額のはずだろう！」

「確かにあなたの仰おつしやる通り、そして見ての通り、うちは毎月のやりくりにも苦労している小さな探偵社です。従業員もここにいる三人しかいません。ぼく達たちだけで切り盛りしています。だからこそ、仕事は好きに選ばせてもらう。このお話は──」

　お断りします。

　きっぱりそう言うと、春足は両足を勢いよく机の上に載せてふんぞり返った。

　不ふ遜そんを絵に描いたような態度だ。

　藤中は口を閉じるのも忘れてその足の裏を見ていたが、やがて我に返って春足を指差した。

「調子に乗りおって！　人がせっかくいい話を持ちかけてやったのになんだその態度は！　もういい！　貴様のようなチビ助になどもう頼まん！」

「チビ……？」

　藤中の言葉に、春足が動きを止める。

「あっ……その言葉は……！」

　そばにいたうつひが息をのむ。

「今……なんて言った？」

「聞こえなかったのか？　態度ばかりでかいチビ助だと言ったんだ！」

　藤とう中なかは怒りにまかせていっそう大きな声でそう言った。

　するとその直後、突然建物全体がグラグラと揺れはじめた。まるで春はる足たりの感情と連動しているかのように。

　テーブルの上のカップがカタカタと揺れ、紅茶がこぼれる。棚の本が次々と落ちてくる。

「こ、これは……」

　藤中は目をこすった。見間違いだろうか。疲れているのだろうか。

　目の前にいる小さな少年の姿が、ひどく大きく見える。

　大きい。巨大すぎる。

　春足の体は夏の雲のようにみるみるうちに巨大になっていった。それは立ちあがっていた藤中の背を越え、見上げるほどになり、いつしか天井を突き破やぶらんばかりにまでなっていた。

「な、なんだこれはあ!?」

　藤中は腰を抜かした。

　なんなんだ！

　なにが起きている？

　車ほどもありそうな大きな手を藤中に伸ばし、春足が吠ほえる。

「だーれーがーチービーだー！」

「春足落ちついて！　事務所が壊れちゃうー！」

　うつひの叫び声が空むなしく響く。

「うわああああ！」

　藤中はあまりの恐怖に気を失った。
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「春足のばかばかばか！　事務所の中がめちゃくちゃじゃない！」

　うつひは春足の首を絞めながら抗議した。

「あんなことくらいで能力を使わないでよね！」

　積まれていた資料本は床に散乱し、紅茶のカップは割れ、事務所の中は大惨事となっていた。

「相手が依頼人だろうと大統領だろうと、ぼくをチビ呼ばわりするやつには容赦しない。本来なら両腕をきれいに蝶ちよう々ちよう結びにして東京湾に沈めてやるところだ」

「いつまで経たっても子供なんだからっ」

　年中傍若無人な春はる足たりも、仕事相手などに対しては営業の仮面をつける。いちおう敬語らしきものも使う。しかし、昔から相手にチビ呼ばわりされると一転して理性が吹き飛び、ときと場所を選ばず暴れ出すのだった。

　小さいとか小柄、という表現では怒らない。しかしなぜかチビという単語にだけ反応する。よっぽど気にしているらしい。

「この事務所や仲間のことを悪く言うのはいい！　だがぼくのことを悪く言うのは絶対に許さない！」

「それ最低じゃないの！　しかも依頼まで断っちゃって！」

　結局藤とう中なかは帰った。というよりも、送り返した。

　気を失った彼を表で待っていた運転手に運んでもらい、車に押し込んだのだ。今頃は車中で目を覚まし、あれは夢だったのだろうかと自問しているだろう。

　しかし、夢ではない。この事務所の状況が真実を物語っている。今、春足の体は元の大きさに戻っているが、あれは確かに起きたことなのだ。

「フン、あの程度の金額でぼくを動かそうなど笑止」

　うつひの抗議にも動じることなく、春足は食べかけのチョコレートに手を伸ばす。

「だからって三億円ってなによ、三億って！　三百万円百個分じゃない！」

「なんだその妙な計算方式は」

　逃した魚の大きさにうつひは若干混乱しているようである。

「ぼくの野望実現のためには三億でも安いくらいだぞ」

「野望って……春足、アレ、まだあきらめてなかったの？」

「あきらめるもんか！」

　あきれ顔のうつひに春足は拳こぶしを振り上げて主張する。

　春足の主張とは──。

「春足王国！」

　天を指差し、宣言する。

「ぼくはいつかここ神楽かぐら坂ざかに独立国を建国する！　その名も春足王国！　妖よう怪かいも人間もそこでは平等。わけへだてなく国の労働力として迎え入れ、盆も正月も関係なく奴隷として奉仕させる！　この探偵社はその野望実現のための拠点なのだ！　依頼を解決しつつ、全国の妖怪を支配し、仲間に加える。同時に人間からの信頼も集める！　そうしてここに理想の新国家を築くのだ！　クックック……ハーッハッハッハッハ！」

　月つき岡おか探偵社を大きくして資金を貯ため、日本から独立する。それが彼の野望である。実現のためには国家権力との争いも辞さない構えである。

　椅い子すに腰をかけたままふんぞり返って笑う春足にうつひは頭を抱えた。

「いつまでも子供じみた夢見て！」

「春はる足たりならきっと実現できると思う……」

　弥や人ひとは本に視線を落としたままそう言う。応援しているのか適当にあしらっているのか微妙なところだ。

「背は低いくせに目標とプライドばっかり高いんだから！」

「なにを！　こないだ測ったときはうつひより高かったぞ！」

「う……うえーん！」

　大きな仕事を逃し、背丈まで抜かれてやるせない感情を抱えたうつひは、腹いせに春足のチョコレートを奪って食べてやった。

「ああっ！」

　これには春足もショックを受けた様子であった。

「最後のひとかけをよくも！　とびきりの拷問にかけるぞ！」

「なによ！　そんなに拷問が好きなら自分にかければいいでしょ！」

　売り言葉に買い言葉である。

　春足は頬ほおを染めて目をそらした。

「ば……ばか……おまえ、自分にだなんてそんな……はしたないだろ！」

「春足の恥じらうポイントが分かんない！」

　うつひはどっと疲れを感じた。

「そういえば気になってたんだけど……あの藤とう中なかさんて人の素性、どうして分かったの？」

　弥人が久々に口を開いた。しかし視線は相変わらず本に向かっている。

「簡単さ。ぼくが座っているこの椅い子すから窓の外を見ると、はす向かいの銭湯のガラス戸に通りの景色がわずかに反射して映り込むんだ。藤中って人が黒い車の後部座席から降りて来るのが、ぼくには見えていたんだよ」

「じゃあその藤中っていう名前や、階かい奇き電でん鉄てつに勤めてるっていう情報は？」

　うつひも気になって尋ねる。

　階奇電鉄と言えば戦後、都内に階奇線を開通した大手私鉄だ。山やま手のて線せんと同様に環状線となっているが、路線全体の形状は三角形に近く、その右半分が山手線の輪の中に食い込んだ形になっている。

　うつひもこれまで何度か利用したことがある。

「それはこいつに頼んだのさ」

　春足が椅子をうしろに引いて見せると、彼の膝ひざの上には例の小さなキツネが乗っていた。

「その子に？」

「こいつにこっそりあの人の鞄かばんの中を探らせて、そこから財布と、適当に書類を持ってこさせた。財布には免許証があったし、書類には会社の情報や今日の会議のことが書いてあったんで、それを膝の上に広げて読み上げただけ」

　あ、もちろんまたそっと戻しておいたよ、と言って春はる足たりは椅い子すをくるくるとまわした。

　そう、春足はこういうヤツなのだ。重々承知していることではないかと、うつひはため息をついた。

「まったく、フー助にへんなことさせないでよね」

　春足の膝ひざのうえからキツネを抱きあげる。キツネは一緒にくるくるまわったせいで目をまわしている。

　フー助、とうつひが命名しているキツネは、春足の指示通りに器用に鞄かばんを開け、そこから財布と書類を持ち出した。それは普通のキツネにできることではない。いくら頭がよかろうと、普通はできない。

　ではなぜそんな芸当ができたのか。答えは簡単である。

　フー助は普通のキツネではない。

　イズナなのだ。

　飯綱イズナ、または飯縄イズナと書き、管くだ狐ぎつねの一種である。

　管狐とは、人間に憑つき、その者の命に従って動くキツネの妖よう怪かいである。管狐は人に憑く前に家に憑き、憑かれた家は憑きもの筋と呼ばれる。

　うつひはわけあって七十四匹のイズナを使役している。

　フー助は彼女が使役しているうちの一匹なのだ。

　本来は主人であるうつひ以外の人間の言うことはきかないはずなのだが、なぜか春足の言うことには従う。うつひにはそれが不思議であり、少し悔しくもある。

「ハッタリだったけど、効果はあっただろ？」

「効果って意味ではその後の大暴れのほうがあったように思えるけど……」

　弥や人ひとが静かに指摘する。

「うるさい」

　春足はプイっとそっぽを向いて席を立った。

「どこへ行くの？」

　戸口へ向かう彼にうつひが尋ねる。春足はとんびコートをはおると、振り返りもせず言った。

「チョコレートが切れたから買ってくる。今日はもう店じまい」

「あ、ちょっと！」

　声をかける間もなく、彼は出て行った。すると春足を追うように弥人も立ち上がった。

「オレも貸かし本ほん屋やに行ってくる……」

「弥人まで！」

　弥人は小こ泉いずみ八や雲くもを懐に入れる。もう読み終えてしまったらしい。

　白いマフラーを首に巻いて、弥人もまた風のように出て行ってしまった。

　結局事務所にうつひひとりが残された。

「もう、ふたりとも勝手！　むあー！」

　うつひは怒りの声をあげ、ソファに寝転がって両手両足を投げ出した。そのままついでにうーんと伸びもする。

　なにはともあれ、まずは散らかってしまった部屋を片付けなければならない。しかしやる気が出ない。

　振り子時計が午前十時を報しらせる。

　今日はなんの変哲もない水曜日である。三人くらいの年齢ならば、中学校か高等学校へ通っていてもおかしくないのだが、彼らは学校には通っていない。

　たいてい事務所にいて、依頼人が来るのを待っている。

　妖よう怪かいがらみの依頼が舞い込むのを待っている。

　それが彼らの日常である。

　春はる足たりの着ている詰襟は、ある人物のお下がりらしいのだが、詳しくはうつひも知らない。

　仰あお向むけになったうつひの腹の上に、フー助が乗ってくる。四本の足がもぞもぞと腹の上で動くのがくすぐったくて、うつひは思わずあははと笑った。

　そこへ──。

「あのう……探偵さんのお店ってここですか？」

　突然声をかけられた。見ると、年端もいかぬ少女が入口に立っていた。

「わたし、和わ嶋じま香か奈なって言います。その……探偵さんにお願いがあるんです」

　香奈というその少女は、自身のスカートをぎゅっと握ってそう切り出した。

「い、いらっしゃい！」

　うつひは慌てて飛び起きた。





　　　　　　　＊






　事務所を出た弥や人ひとは、神楽かぐら坂ざか商店街にある貸かし本ほん屋や、『不ふ可か思し議ぎ庵あん』を訪れていた。大正時代からある老舗しにせである。八畳足らずの敷地に漫画や文庫本がぎっしりと詰められている。

　カウンターを見ると、ゆったりとしたセーターを着た二十歳はたち前後の女がそこにつっぷしていた。

　三つ編みにした長い髪が、その肩から背中へと垂れている。

「みさごさん、来ました……」

　来訪を告げ、借りていた小こ泉いずみ八や雲くもを返却した。すると女は顔だけをこちらに向けて「おや」と言った。「いらっしゃいませ」も「よく来たね」も言わない。

　彼女はいつもこうだ。弥人はこの店の常連だが、店に来るといつも珍しい柄の猫でも見つけたみたいに「おや」と言う。













「また居眠りしてたね……」

「違うよ。うたた寝だよ」

　どう違うのだろう。

　みさごはいつも眠たそうにしている。聞けば大学生らしいのだが、昼間はいつもこの店で働いている。

　いつ大学に行っているんだろう、と弥や人ひとは不思議に思う。本当に大学生かどうかもさだかではない。

　彼女はようやく体を起こして伸びをした。

　おどろくほど豊かな胸が弥人の目の前で揺れた。

　昼間にこの店を訪れる客のほとんどが、みさごのこの伸びの瞬間を目撃することを目的としている。けれど弥人はそちらには目もくれず、もう棚の本を物色しはじめている。

「弥人くんは本の虫だね」

　今さらだけど、とみさごはつけ足す。

　カウンターの奥にはのれんがかかっており、その奥からラジオの音が聞こえてくる。これもいつものことだ。

　奥は民家になっており、そこには店主の老人がいる。新聞を読んだり、ひとりで詰将棋をしたり、ラジオで演歌を聴いたりして過ごしているのだ。

　──本日夕方から一部地域で天気が崩れる模様。お出かけの際には傘をお忘れなく。

　今、ラジオは天気予報の最中だ。

　店主の年齢は知らない。

　本人が言うには、もう百を越えているらしい。

　とうに百歳を越えているんだからおまえらもっとわしを尊敬しろ、と日課のように商店街の人間に言ってまわっている。

　だがどう見ても百歳には思えないので、弥や人ひとも周囲の者も嘘うそだと思っている。

　普通、歳としは若くサバを読むものだと思うが、変わったじいさんだ、と弥人は思う。

　悩んだ末に、弥人は内うち田だ百ひやつ閒けんの『冥めい途ど』を借りることにした。

「そういえばね」

　勘定を払うと、みさごはふと思い出した、というように話しはじめた。

「近頃、店の近くを妙な人がうろついているのよ」

「目が三つあるとか、首が伸びるとか……」

「そんな人がいるの？」

「ごめん、そんな人はいない」

　妖よう怪かいにならいるかもしれない、と心の内で思う。

「そういう意味の妙じゃないわよ。挙動が不審だってこと」

　みさごは足元のストーブに両手をかざして温まりながら、弥人を見上げてくる。

　一般的に見てみさごは、美人だ。たいていの人がそれに賛同するだろう。弥人にもそれくらいのことは理解できる。

　さっきも言ったように、それゆえにみさご目当てでこの店に通う者も少なくはない。

　その妙な男もそのひとりだろうか、と弥人は考えた。

「気のせいかと思ってたんだけど、電柱の陰とか看板の裏とか、たびたび見かけるものだからさすがに気になってきちゃって」

「どんな人なの……？」

「いつも茶色いコートを着てて、頭には深々とハンチング帽をかぶっているわ。顔はよく見えない。たぶん、男の人だと思う。あ、みかん食べる？」

「食べる……」

「剥むいてあげよー」

　見るとみさごの手の平は見事に黄色く染まっていた。店番をしている間、みかんばかり食べているようだ。

「このまま放ほうっておいていいものか、ちょっと悩んでたの。じいさんは放っておけって言うんだけどね」

　と、みさごは軽く自分の後ろを指差す。

「でもふと弥や人ひとくんのことを思い出して、お願いしてみようと思ったの」

　彼女はストーブの上にみかんの皮を載せてゆく。

「もしよければそのコートの男の正体をつきとめてくれない？　仕事として依頼したいの」

「オレに……？」

「探偵さん、なんでしょ？」

「そうだけど……」

　弥人は迷った。月つき岡おか探偵社で働いている彼は、妖よう怪かいがらみの事件を専門に引き受けている。だがこの依頼はそうではない。

「報酬はこれ」

　悩む弥人の前にみさごは一冊の本を差し出した。芥川龍之介全集、その第一巻だ。

「わたし自前の本よ。わたしも今月は厳しいから報酬は出せないけど、でもその代わり解決してくれたら全集をまるごときみにあげよう」

「おお……」

　思わず声が出る。

　ずっと欲しいと思っていた本だ。しかしお金がなく、これまであきらめていた。探偵社の経営状況は苦しいのだ。

　店の中にみかんの皮の焼ける甘苦い香りが漂う。

「どう？」

「引き受ける……」

　弥人は迷うことなくうなずいた。





　　　　　　　＊






　子供のおやつにと、買い物途中の主婦が来店したので、ガムやら飴あめやらを適当に勧めた。夫人は自分でもひとつ飴を口に入れ、満足そうに店を出ていった。

「まいどー」

　ガラガラとガラス戸の閉まる音が店内に響く。ガラスの一部が割れているが、そこはガムテープで補修されている。もう十年も前から割れたままだが、一向に直される気配がない。

　店内には所せましとお菓子が並べられ、店先には零ぜろ戦せんや戦車の模型が飾られている。

　くじで一等を当てると貰もらえるらしいのだが、いまだかつて当てた者はいない。

　ここは河かわ鍋なべ商店。いわゆる駄菓子屋である。事務所と同じ区内にはあるが、神楽かぐら坂ざかからは外れている。

　少し遠いのだが、春はる足たりはひそかにこの店を気に入っている。

　今日もチョコレートを買いにここにやってきたのだが、しかし、今はなぜか店番をやらされていた。

「どうしてこのぼくがこんなことを」

　不満たっぷりの顔でひとりごつ。

「春足様だぞー！　偉いんだぞー！」

「なにが偉いもんか。ただの探偵だろうに。探偵なら年寄りの今こん生じよう最後の頼みくらい聞いてくれてもいいだろ」

　店の奥の居間で多た恵えがそう言った。この店を経営している老婆である。多恵は布団に横になっている。

「ばあさん、むりしてしゃべるとあの世が近づくよ」

「誰がぎっくり腰で死ぬもんかね！」

「今、今生最後のって言ったじゃないか」

　春足は頬ほお杖づえをつき、ため息をつく。

　店の中で倒れている多恵を発見したのはたまたま訪れた春足だった。

　死んだのか？　と尋ねると、生きておるわ、と叱しかられた。

　ぎっくり腰をやってしまったらしい。

　ひとまず居間に運び、布団の上に寝かせてやった。すると、息子夫婦が戻るまで店番を頼むと言われた。

　息子夫婦とその子供は今朝温泉旅行に出かけていったという。

「ばあさんひとりに店番任せて自分達たちは旅行か。フン、実に人間味あふれるいい家族だなあ」

　春足はたっぷりの皮肉を込めて言う。

「いいんだよ。むりについて行ったって気を遣わせるだけだし、ここで店番してるほうがずっと気が楽だ。だいたい温泉なんて温かいのは入ってるときだけで、行きと帰りはずっと寒いじゃないか。その上移動疲れでクタクタになる。ごめんだね」

「その偏屈っぷり、なるほど家族が気を遣うわけだ」

　春足は自分のことを棚に上げ、その上から多恵をからかう。

「いいかい、やるからにはきっちり店番頼むよ」

　そういった経緯で春足は今、カウンターに座って店先を眺めている。道行く人を観察して時間を潰つぶしている。

　これが探偵のすることだろうか。

　違うだろうな、と春足は思った。

　ふいに視界に柄の悪い男が三人入ってきた。道を歩いてくる。

　男たちはどう見てもまっとうではない雰囲気をかもし出していた。

　店の前を通り過ぎるかと思われたのだが、しかし彼らはガラス戸を乱暴に開けて店内に入ってきた。

「よう、客だぜ。お客様が来てやったぜ」

　先頭の男は開けた戸を閉めもせず、必要以上に大きな声でそう言った。

　黄色いシャツに紫色の背広を着ている。この世にそんな色の組み合わせがありえるのか、と思うようなコーディネートだった。

「いらっしゃい」

　そのシャツの色は別にして、春はる足たりは他の客と差別も区別もせず、同じように接客した。

「ん？　なんだこいつ？　この店にこんなガキいたっけ？」

　男たちは首をかしげている。

「まあいいや。おい、オレは流ながれ田た組ぐみの室むろ田たってもんだけどよ、ババアいるか？」

　堅気の人間ではないらしい。

「ババアはこの商店街にいくらでもいます」

「この店をやってる多た恵えってババアだよ！」

「この店をやってるババアは居間、店にはいません」

　多恵は奥の居間にいる。店にはいない、と春足は正直に話した。

「なんだ、今いねえのかよ」

　しかし室田は『今はいない』と受け取った。それならそれでいいやと思い、春足は訂正もしなかった。

「室田さんは愉快な人ですね」

　ただ、室田に対して感じたことは素直に伝えた。

「愉快だと？　なめた口利くガキだな！　泣かしたろうか！　サソリ固めかけるぞコラ！」

　言いながら室田はなにもないところで妙な姿勢をとっている。架空の相手に対して技をかけているらしい。

「兄貴の大人げないサソリ固めは痛いぞう」

　後ろにいるサングラスをかけた大柄の男がはやしたてる。

「サソリも痛がって逃げ出すほどだぜ！」

　室田は自分の体を大きく後ろに反らせる。

「兄貴の言ってること分かるか？　もともと体が反り返ってるサソリが痛がるってことは、そりゃもう尋常じゃねえくらい反り上げちまうってことなんだ」

　眼め鏡がねをかけたもうひとりの手下は淡々とそう説明した。

　しかし春足は表情を変えない。その様子を見て、気味の悪いガキだぜ、と室田は店の床につばを吐いた。

「兄貴のつば吐きはいつ見ても芸術的だぜ！」

「そうだろうそうだろう！」

　子分に持ち上げられて得意になっている室むろ田たをよそに、ふいに春はる足たりはこんなことを口にしはじめた。

「まずは右手の指先から。鍼はりは一番細い物を使う。最初は時間をかけずひと思いに。次に少しだけ太い鍼でその数センチ手前を。そのときは最初よりわずかに時間を長くかける」

　それはひとり言だった。誰に話しかけているわけでもない。

「お、おい……」

　春足は室田のほうに視線を向けてはいるが、彼を見てはいない。虚空を見ている。

「次は手の甲に、もう少し太い鍼をさらにゆっくりと。そのあとは一時間の間を空けて腕に鍼を」

「おい！　そのなんとなくやばそうなひとり言をやめろ！」

　ひとり言だが、それは明らかに室田達たちに向けられている。

「二の腕、肩、首、頬ほお、そして最後は」

「お願いやめて！」

　サングラスの子分は気味の悪さに叫び声をあげた。

「なんのことです？　ぼくはただ鍼治療の方法を思い出していただけですよ。ババアの健康のために」

　春足は子供らしい笑顔でそう言う。

「うそつけ！　拷問臭がぷんぷんしてたぞ！」

　室田は露骨にやばいガキを相手にしてしまった、という表情をしている。

「き、今日のところはこれで帰ってやる。あんまり意地張るなってババアに言っとけ！　どうせ立たち退のくことになるんだからな」

「兄貴の言ってること分かるか？　意地張ってここに居座ろうとしてもむだだってことだ」

「てめえはいちいち説明してんじゃねえバカヤロウ！」

　店の奥で多た恵えがみじろぎするのが感じられた。居留守を使おうと考えていたが、やはりたまりかねて店に出てこようとしているようだ。

　春足は大きく咳せき払ばらいをして「伝えておきます」と言った。今さら出てこられても話がこじれるだけだ。大人しく横になっていてくれ、という意味を込めて。

「てめえら、行くぞ。次は向こうの豆腐屋だ」

　室田は飴あめ玉だまの入った容器を蹴け飛とばし、店を出ていった。

　開きっぱなしの戸から冷たい風が入り込んでくる。

「今の、どういうことだろうね？」

　春足はまるで独り言のように、奥の多恵に向けてそう言った。

　少しの間のあと、多た恵えが口を開いた。

「あいつらは地上げ屋の手先さ。ここのところしょっちゅうやってきて、立たち退のきを強要してくるんだ」

「次は豆腐屋だ、とか言ってたな」

「ここら一帯に立ち退きの勧告が出てるんだよ。新しく列車の路線を走らせるんだとさ。昭和鉄道とかなんとか言ってたね」

「列車の路線を敷設するのか」

「なんでも京きよう開あくグループってとこが進めてる話らしいよ」

　その企業の名前は春はる足たりも知っている。戦後のどさくさに進駐軍の廃品転売などで財をなし、のし上がった企業だ。

「大きなプロジェクトを進めるために、さっきみたいな連中を使って強引に立ち退きをさせているってことか」

　クリーンなイメージで売っているが、裏ではひどいこともやっているようだ。

「提示された立ち退き料もあってないようなはした金さ。もっとも、いくら積まれたって出ていくつもりはないけどね。ここは──」

　あたしが嫁いで、死んだ夫から引き継いだ大事な店なんだ。

　多恵の声が少し震えたのが分かった。

　店の外を見ている春足には多恵の姿は一切見えないが、それゆえにそのわずかな声こわ色いろの変化がよく分かった。多恵の言葉は強気なものだったが、そこには大きな権力の前になす術すべを持たない、庶民の悲哀が感じられた。

　太陽が雲に隠れたのか、ふいに外がぐっと陰った。

　すると、店の前を小さなけものが横切っていくのが見えた。それも、一匹や二匹ではない。

　猫だろうか。

　いや、違う。イズナだ。

「あれは」

　うつひの使役するイズナ達たちだ。なにか命じられでもしたのだろうか。風のように駆けていった。もう姿は見えない。

「列車って言えば、懐かしいことを思い出したよ」

　ふいに多恵がそう言った。

「あたしは若い頃、一度だけ不思議な体験をしたんだ」

「へえ、不思議な体験ねえ」

「列車に乗ったんだよ。この世の物とも思えないような、不思議な列車に」

　居間にはストーブがあり、その上にかけられたヤカンがシュンシュンと音を鳴らしている。

「……なんだって？」

　春はる足たりは思わず聞き返していた。だがその声は多た恵えには届かなかったようで、彼女の話は先へと進んでいた。

「どこで、どうやって乗ったのか、もう思い出せないけれど、不思議で、怖くて、でも夢のような光景だったよ。あの列車は、走るはずのないところを走っていた。あれはもう四十年くらい前になるかねえ」

　列車。

　今日はやけにその言葉に縁があるな、と思った。

「あれは雪の降る寒い夜だった。あの列車で、あたしは大切な物を落としちまったのさ……」





　　　　　　　＊






　路ろ地じに木枯らしが吹き、電線が綱渡りのロープのように揺れた。

　春足は目をバッテンにして風の冷たさに耐えた。

　近くの中華料理店の厨ちゆう房ぼうからラジオの天気予報が聞こえてくる。

　──このあとも穏やかな天気が続くでしょう。

　室むろ田たとその手下達たちが去ったあとも、春足はしばらく店番をしていた。結局春足がいる間に息子夫婦が帰ってくることはなかった。

　具合がよくなってきたと主張する多恵にカウンターを譲り、表に出てみると、町はもう黄昏たそがれていた。じきに街灯もつくだろう。

　寂れた路地には人通りはなく、ただ春足の足音だけが響いていた。

「あ、チョコレート買うの忘れた……」

　そのことを思い出すと同時に、腹がぐうと鳴った。そういえば昼飯も食べていない。

「ああ、お腹なか空すいたなあ」

　結局今日は収入なし。平穏で、平凡で、退屈な一日だったなあと、帽子のつばをひょいとつまみ、日没直後の西の空を見上げる。

　すると、その視線の先に妙な物が見えた。

「うん？」

　空に、長方形の黒い物体が浮かんでいる。春足の頭上に、真上に、それはあった。

「棺ひつぎ？」

　それを見て春足はそうつぶやいていた。遺体を収めるための重厚な棺だと思ったのだ。

　するとその黒い物体は、突然落下をはじめた。春足に向かって真まっ直すぐに。

　近づくにつれ、その物体本来の大きさと姿が明確になってくる。

　違った。まるで違った。それは棺ひつぎなどではなかった。

「ああ、列車か」

　春はる足たりは他ひ人と事ごとのようにそう言った。

　列車だ。蒸気機関車だ。

　実物大の機関車が、神楽かぐら坂ざかの路ろ地じに落ちてきたのだ。

「列車!?」

　我に返った春足はすぐさま前方に駆け出した。下敷きにされてはかなわない。

「なにが穏やかな天気だ！」

　わずかの時間差で列車が地面に激突する。一秒前まで春足が立っていた場所だ。

　凄すさまじい音がしたかと思うと、そのすぐあとに地面が波打つように揺れた。

　春足の華きや奢しやな体がわずかに宙に浮いた。

　振り返ってみると、列車が芸術的な姿で地面に垂直に突き刺さっていた。運転席のある先頭車両を土台にする形で、七両編成の列車が塔のように直立している。

　列車の車体と路地の幅はほとんど変わらない。あつらえたようにぴたりとはまり込んでいる。

「……傘持ってくればよかったかな」

　天高くそびえたその列車が、ゆっくりと春足のほうに向かって倒れはじめていた。大木が倒れるように、真まっ直すぐに。

　息を整える間もなく、春足は再び走り出した。

　背後で金属のこすれあう怪音が響く。

　走りながら路地の両りよう脇わきを見るが、こんなときに限って避難できるような道が見当たらない。

　左右のどちらにも、逃げ場がない。

　ただ前に走るしかなかった。

　しかし春足は運動があまり好きではない。そして今は腹ペコだ。

「空腹時を狙ねらってくるとは。くくく……この月つき岡おか春足様に恐れをなしたか！　それならこっちにも考えがある！」

　春足はいつもの笑みを浮かべ、そのあとに続く小こ粋いきな言葉を探した。

「えーっと、どうしよう……」

　結局なにも思い浮かばなかった。

「春足、掴つかまって」

　そのとき、聞き覚えのある声がした。見ると前方の民家の塀の上に袴はかま姿すがたの少年が立っている。

　弥や人ひとだった。

　彼はこちらに手を伸ばしている。

　春はる足たりはすぐに相手の意図を理解した。

　地面を蹴けってその手を握る。

　強い力で上に引っぱりあげられた。

　春足の手を握ったまま、弥人はすぐに塀から飛ひ翔しようし、屋根へと上った。

　列車が彼らのすぐ横をかすめて地面に倒れ込む。土煙が一帯に巻きあがり、瓦かわらがカタカタと浮きあがった。

　春足は視界を遮る煙にケホケホと咳せきをしながら、屋根の上に腰を降ろした。

　埃ほこりだらけになった帽子をはたき、改めてかぶり直す。

「助かったよ弥人……じゃなくて！　ゴホン……余計なまねを！　あんな列車くらいぼくの必殺探偵キックで撥はね返してやったのに」

「うつひと事務所で待ってたんだけど、春足の帰りが遅いから探しにきた」

　明らかに強がっている春足をよそに、弥人は淡々と経緯を説明した。

「そしたら列車が降ってくるのが見えたから……」

　急いで駆けつけたのだという。

「ああ、列車ね……降ってきたよね？　列車」













「降ってきた……」

　ふたりはたった今あったことを確認し合うように視線を交わした。

　下からは人々の慌てたような声が聞こえてくる。付近の住民達たちがすさまじい音と振動に、なにごとかと家を飛び出してきたのだ。

　やがて煙は晴れてゆき、路ろ地じの様子があらわになった。

　ふたりは立ち上がり、下の様子を眺めた。

「……これは」

　春はる足たりは眉まゆを寄せた。

「消えた？」

　あれだけの物が落ちてきたのだ。当然路地はひどい有様になっているはずだった。しかし、見降ろしたその先は、いつも通りの風景だった。確かに落ちてきたはずの列車も見当たらない。影も形もない。

　道路も建物も無傷だし、中華料理店の立て看板にいたっては倒れてすらいない。

　なにも起きていない。

　ただ、人々が不思議そうにあたりを見回し、言葉を交わし合っているだけである。

「あれは……幻だったのかな……？」

　弥や人ひとがぽつりと言う。

　春足はそれには答えず、ただじっとその路地を見つめていた。




「こんな時間までどこ行ってたのよ、こっちは真面目まじめに仕事してたのにぃ！」

　ふたりで事務所に戻ると、うつひがぷりぷりと怒っていた。

「こっちも真面目に店番してたんだよ」

「なによそれ！　……ってふたりともどうしたの？　なんだか埃ほこりっぽいというか、薄汚れてるわよ？」

「失礼なっ」

　春足は上着を脱いで埃を払いながら、さっき体験したことをうつひに話して聞かせた。

「列車が空から？」

　話を聞いてうつひは目を丸くして天井を見上げた。

「ああ、落ちてきた」

「模型じゃなくて？」

「それならよかったんだけどな」

「最近の列車は空を飛ぶの？」

「飛ばないよ。おい、弥人も目をキラキラさせるんじゃない。飛ばないったら」

「それで……その列車は」

「地面に落下したあと、いつの間にか消えていた」

「うーん、それって」

　うつひは掃除に使うはたきで春はる足たりの頭の埃ほこりを払いながら言った。

「化かされたのかもしれないわね」

「ぼくもそう思う」

　状況から見てなんらかの妖よう怪かいが自分達たちを化かしたと考えるのが自然だった。

「まさかおまえじゃないよな？」

　春足はうつひの肩に乗るフー助をにらむ。

「確かに化かしはキツネのお家芸だけど、この子達じゃないわよ。そんなことする理由がないし、そもそも今日はお昼からずっと働き通しだったんだから」

「そういえば、真面目まじめに働いてたとかなんとか言ってたな」

　春足は昼間、駄菓子屋の前をキツネ達が通るのを見かけたことを思い出した。

「そう、小さな女の子からの依頼で失うせ物探しをしてたの」

　うつひは得意げに依頼のあらましを語った。

　依頼人は和わ嶋じま香か奈な、小学三年生。現在母親とふたり暮らし。父親は彼女が幼いときに事故で亡くなっている。

　香奈が探してもらいたいと依頼したのは、白地にバラの花刺し繍しゆうの入ったハンカチだった。

「お母さんの誕生日の贈り物にって自分で一生懸命刺繍したハンカチなんだって。だけど、昨日学校の帰り道に落として失なくしちゃったらしいの」

　香奈が提示した報酬は、彼女が小学校に入ったときからコツコツ貯ためていた貯金全額だった。

「報酬のことはまたあとで考えるとして、お母さんの誕生日は三日後らしいのよ。だから急がなきゃ」

「まだ見つかってないのか？」

　うつひの使役するキツネ達の探索能力は、人間の比ではない。その嗅きゆう覚かくは普通のキツネの数倍と言われており、また、小さな体を活いかしてどんな狭いところにも入り込んで物を探せる。

　そんなキツネを使役していることもあって、この事務所においてうつひは情報収集を主に担当している。

　これまでもキツネを町に放はなって様々な情報や失せ物を見つけてきた。

　そのキツネ達を半日走らせてもまだ見つけられていないというのはおどろきだった。

「それがへんなのよ。匂においを手掛かりに探してるんだけど、どうもハンカチは今も常に移動してるみたいなの」

「ハンカチがひとりでに歩きまわる……わけはないから、何者かが持ち歩いてるってことか」

　誰かが偶然拾った、という可能性も十分にある。

「それならそれで、たどっていけば拾った人に追いつけるはずでしょ。でも、ハンカチの匂においは普通では考えられない速度であちこちに移動してるの」

「カラスかなにかが咥くわえて飛びまわってるのかな」

　半分以上冗談でそんなことを言ってみる。

「そういう感じでもないのよね……」

　うつひは人差し指をおでこに当ててうなっている。

　彼女は元来真面目まじめなのだ。どんな依頼だろうと引き受けたからには全力であたる。いつものことだ。

「でも大丈夫。わたしとイズナ達たちに見つけられない物も者もないんだから！」

　きっと見つけてみせる、とうつひは胸を張って見せる。

「ない胸を張るなよ」

「失礼なっ！」

　心ない春はる足たりの言葉にうつひは自分の胸を両手で隠してぷりぷりと怒った。

　実は近頃成長のきざしが見えはじめていて、そんなにないわけでもないのだ。うつひは年頃の娘らしくそれをむずがゆく、気恥ずかしく思っているのだが、春足には絶対に内緒なのだ。

「ま、せいぜいない知恵と胸でがんばるんだね」

　春足は肩をすくめて見せ、奥の部屋に行って冷蔵庫を開けた。とにかく腹ペコでもうたまらなかったのだ。しかし中は空っぽだった。

「……この冷蔵庫、なにも冷蔵してないんだけど」

　そもそもコンセントが刺さっていなかった。

「辞書みたいに分厚いステーキでも入ってると思った？　いつも言ってるけど、うちは今、経済的にピンチなの。瀬戸際なの。波打ち際の土俵際なの」

「じゃあ今日の夕飯は？」

「これです」

　うつひが皿を差し出す。そこには半透明のペラペラの紙が一枚乗っていた。

「なんだこれ」

「オブラート」

　苦い薬を飲むときに使う紙だ。

「せめてなにか包んでよっ」

　これではいくらなんでもわびしすぎる。

「昨日余分に貰もらった報酬はどうしたの？」

「あれは温泉に行くために貯ためておくの」

　まだ諦あきらめていないらしい。

　グウと春はる足たりの腹が鳴った。

「フン……もういい、今日は早めに寝る」

　起きていても腹が空すくだけだ、と春足は階段から二階へ上がった。

　部屋の床は板張りで、壁の一辺には大きな窓がふたつ。反対側には小さな窓がひとつ。

　中央に古びたソファがある。その背もたれの上には紅茶用のカップやら電気スタンドやらが絶妙なバランスで置いてある。

　ソファの足元には『華麗な証拠の消し方』『世界拷問全集』『決定版・口くち喧げん嘩か指南』、果ては『魔界帝王学・応用編』など、何冊かの妙な本が積まれている。

　多くはないが、どれも春足の私物だ。

　春足はいつもここで寝起きをしている。

　ソファの左隣には布団がきれいに畳んで置いてあり、その周囲には本が山積みになっている。そこは弥や人ひとの寝床だ。

　一部、部屋を区切るようにカーテンが引かれている。その向こうはうつひの領域テリトリーとなっている。

　わたしだって女の子なんだからね！

　そう言ってある日、本人がカーテンを取りつけたのだ。

　あの向こうが今どうなっているのか、春足も弥人も知らない。

　春足は上着を近くの椅い子すの背もたれにかけ、ソファに寝転がった。そのままもぞもぞと毛布をかぶる。けれどすぐに思い出したように上着の胸ポケットからなにかを取り出した。

　それは花札だった。いくらか色あせ、ところどころ紙も剥はげている。

　春足はその札を一枚一枚めくっては眺めていく。

　そうしながら、今日あったことを順番に思い出していった。いつもの癖、日課だ。

　なにも考えず、すんなり眠りにつけることは少ない。いやでも、あれこれ考えてしまうのだ。

　だからこうして花札を眺めながら、記憶や感情を整理する。

　どれくらい経たっただろう。やがて自然とまぶたが下がってくる。

　ふいにまぶたの裏に赤い液体のしたたる映像が浮かびあがった。

　春足はそのドロリとしたイメージを遠くへ追いやるように小さく首を振った。




「ああ、喉のどが渇く……」




　遠くに列車の汽き笛てきの音を聞いたような気がした。

　それは夜の町に、春はる足たりの頭の中に、深くしみわたっていった。






　第二章　では、よい旅を







「謎なぞの怪音、地鳴り……」

　花あ鶏とり巡めぐるは愛用の手帳をめくりながら路ろ地じを歩いていた。

　手帳に書かれているのは今朝仕入れたばかりの情報だ。

　彼は雑誌記者である。大学を卒業してすぐだから、もうこの道六年になる。

　無精ひげに丸眼め鏡がね、若干こけた頬ほお。すっかり記者らしい顔になってしまったものだと、我ながら思う。

「住宅街に列車が落下……か」

　昨日の夕方、神楽かぐら坂ざかの路地で不思議な現象が起きた。

　なんでも、空から列車が降ってきたというのだ。

　にわかには信じ難がたい話だが、さっそく花鶏は今朝、はやくから現場に出向き、住民に話を聞いて回った。

　すると、確かにこの耳で凄すさまじい音を聞いた、ひどい揺れがあって卓袱ちやぶ台だいの上の茶ちや碗わんがひっくり返った、など興味深い証言を得ることができた。それだけならただの地震ともいえなくはないが、その時間、その地域に地震があったという発表は一切されていない。

　それに、中には実際に落下してくる列車を目撃したという者もいたのだ。

　これは、普通のできごとではない。花鶏はそう直感していた。

　もちろん現場──と思われる路地──にはそれらしい痕こん跡せきはなにもなかった。

　列車などどこにもなかった。車輪ひとつ、ネジ一本落ちていなかった。だが、そこではなにかが起きたのだ。

　神田駅から徒歩十分、車も入れないような路地に建つ怪しいビルの二階に『幽ゆう界かい社しや』という小さな雑誌社がある。

　漫画雑誌、ファッション誌、旅行誌など、幽界社はいくつかの雑誌を発行している。その中でももっとも力を入れて編集しているのが月刊『百ひやつ鬼き』という怪奇・超常現象専門誌であり、花鶏はその雑誌の編集を担当している。

　花鶏は不思議な噂うわさを聞けばどこにでも飛んでいく。

　原因不明、正体不明という言葉を聞けばすぐに駆けつける。

　そうして取材を重ね、毎月『百鬼』を出版しているのだ。

　ビルの階段を上り、たてつけの悪いドアを開ける。会社は狭く、資料本やダンボール箱でごちゃごちゃとしている。

「おはようございます。今日は遅い出社ですね」

「来る前に取材してきたんだ」

　後輩の編集者、園その木ぎ柚ゆ乃の葉はと言葉を交わし、椅い子すに座る。

「ん？　柚乃葉ちゃん、そんなにお茶菓子用意してどうしたの？　お客さん？」

　柚乃葉はお盆にお菓子と茶を乗せて運ぶ途中だった。

「はい、さっきから待ってますよ」

「誰を？」

「花あ鶏とりさんを」

「オレ？」




　応接室、とは名ばかりの狭い別室に行ってみると、ソファに見た目十四、五歳の少年が座っていた。詰つめ襟えり姿すがたで、膝ひざの上にちょこんと学生帽を乗せている。

「なんだ、春はる足たりじゃないか」

　花鶏は対面のソファに座ると、眼め鏡がねを拭ふいてかけ直した。

　花鶏は今年で二十八になる。目の前の少年とはずいぶん歳としが離れているのだが、話していると不思議とあまり歳の差を感じない。

　この少年、口も目つきもとことん悪いが、あなどれない雰囲気をまとっている。

「なんだってことはないだろう。せっかくいい情報を持ってきてやったのに。ところで花鶏、また痩やせた？　無精ひげにこけた頬ほお、まるで収穫され忘れてしなびたゴボウのようだよ」

「うるさい」

　そこへ柚ゆ乃の葉はが笑顔でお茶を持ってやってきた。

「はい、お茶どうぞ。お菓子もあるわよ」

　すると春足はそれ以上の笑顔を彼女に返し、礼を述べた。

「ありがとうございます。わあ！　美お味いしそうだなあ！」

　それはどこからどう見ても純じゆん真しん無む垢くな少年だった。

「柚乃葉さん、今日もきれいですね」

「ま、春足君どこでお世辞なんて覚えてきたの？　なんでも新しいことを覚えたいときはまずわたしに相談してって言ったでしょ」

　あれもこれも教えるつもりでいるらしい。

「お世辞なんかじゃありません。前からオードリー・ヘプバーンに似てるなって思ってました」

「そんなそんな、褒めすぎよう！」

「膝から下が」

　それはつまりまったく似ていないということではないか。花鶏は喉のど元もとまで出かかった言葉を飲み込んだ。

「もう、春足くんの褒め殺し探偵！」

　都合の悪い言葉は聞こえていないのか、柚乃葉はとても嬉うれしそうだ。

　彼女は春足のことがかなりのお気に入りらしく、彼が訪ねてくるといつもこの調子なのだ。

「お茶、熱かったらフーフーしてあげようか？」

「や、やめてよ柚ゆ乃の葉はさん、ぼくはもう子供じゃないよっ」

「やーん！　がんばって背伸びしようとする少年たまらーん！」

　しかし花あ鶏とりは知っている。春はる足たりが柚乃葉に向けている笑顔や恥じらいは、ただの外そと面づらなのだ。本性を隠すために仮面をかぶっているだけなのだ。

　花鶏は柚乃葉が退室したのを見計らってため息をついた。

「おまえは本当に器用なヤツだな。いつ見てもその外面は見ていて気味が悪いよ」

「外面という言いかたは聞こえが悪いなあ。外も内もないよ。誰だって相手によって言葉遣いを変えるだろう？　それと同じだよ。言葉と一緒に態度を変えているだけのことさ」

「それを外面というんだ。で、いい情報ってなんだ？」

　実はさっきからそればかりが気になっていた。

「花鶏、化物列車の噂うわさ、知ってる？」

「ああ、もちろんだ。都内のあちこち、中でも主に階奇線沿線で目撃されていて近頃噂になってるな。だが上から圧力があって、まだ満足に記事にできていない」

　思い出すと腹が立ってきた。

　階かい奇き電でん鉄てつの理不尽な圧力には花鶏も辟へき易えきしていた。自社の不利益になるような記事は一切書かせないというのは、あの会社の昔からのやり口だ。

「階奇電鉄は戦後、路線を開通する際にも、裏でずいぶんあくどいことをやって土地を買い占めたって話だ。ありゃろくなモンじゃないよ。それで……おまえがその話を持ち出すってことは、やっぱりその化物列車ってのは……怪異なのか？」

「ああ。間違いないだろうね」

　花鶏ははやくも身を乗り出した。

　この少年は探偵だ。それも、怪異専門の探偵だという。

　過去に花鶏も春足の関かかわった怪事件を取材したことがある。はじめは眉まゆ唾つばどころか、信じてなどいなかった。どうせ子供のお遊びだろうと。

　しかし、この少年はホンモノだった。

　そうとしか思えないような力を持っていたのだ。その片へん鱗りんを花鶏も目撃し、体験した。

　以来、花鶏はこの少年に一目置いている。特別視して、動向を追うようにしている。

　化物列車。春足の口からその言葉が出たということは、それはたんなる自然現象や勘違いではないということになる。

「昨日、その化物列車をぼくも見た。というよりも、体験した」

「み、見たのか！　神楽かぐら坂ざかの！　あの場にいたのか！」

　花鶏は自分がさっきまで現場で聞き込みをしていたことを春足に話した。

「さすがに行動がはやいな。そう、昨日、あの路ろ地じで確かに列車が降ってきた。そしてそれは、今鉄道関係者達たちを騒がせている化物列車と無関係じゃないだろうね」

　春はる足たりはお茶うけに出されたカステラをもりもりと食べていく。よほど腹が空すいているようだ。

「あの列車は、まるでこっちを挑発しているみたいだった」

　こちら、というのは誰のことを指しているのだろう。

　町の住人達だろうか。

　それとも、春足自身のことだろうか。

　カステラの食べカスが口元についてるぞと教えてやると失礼、と口元をぬぐった。

「テラはどっちについてる？」

「くだらない冗談はいい。それで、おまえはその列車をどう見る？」

　春足は茶を飲み干し、袖そでで口元をぬぐう。そういうところは子供っぽい。

「おそらくあれは、何者かがこちらを化かしている。それが何者かはまだ分からないが、化物列車は間違いなく怪異だろうね。そして今後もあちこちに姿を現す。それも、よりはっきりした姿で」

「エスカレートしていくってことか」

「同じ刺激では人はそのうちおどろかなくなる。化かそうとしている何者かにしてみれば、それはつまらないはずだ」

　つまるつまらないの問題なのだろうか。

「階かい奇き電でん鉄てつがいくら圧力をかけたって、人の口に戸は立てられない。噂うわさはさらに広まり、このことはいずれ大きな問題になるだろう」

「化物列車を放ほうっておくとやがて大事になる、か」

　通常のダイヤの中に、不確定で正体不明の化物列車が混じり、好き勝手に走る。そんなことになったら列車の運行はめちゃくちゃになるだろう。事故にもつながりかねない。この世の物ではない列車に、間違えて乗車する人が続出でもしようものなら、会社の信用はガタ落ちだ。

「これは今のうちに本気で調べておいたほうがよさそうだな」

　そうすれば、他の雑誌や新聞社を出し抜ける。

　花あ鶏とりは自分の分の茶を一口飲んでいったん気持ちを落ちつけた。

「それで、見返りになんの情報が欲しいんだ？」

　花鶏は腹の探り合いは面倒なので単刀直入にそう尋ねた。すると春足は「くくく……」とおおげさに肩を揺らして笑った。なんだか子供が背伸びをして演劇をしているように見えなくもない。実際子供なのだが。

「人間のわりに話がはやくて助かる」

「おまえも人間だろうが」

「化物列車のこれまでの出現位置と時刻を教えてもらいたい」

　もうそこまでは調べてるんだろう？　と、彼はにっこり笑う。

「お見通しかよ」

　さすがに鋭い。これが探偵というものなのだろうか。

　花あ鶏とりは頭をかき、手帳を取り出す。そこには春はる足たりの今言った情報がこと細かに記録されている。個人的に調べたものの、現状では記事にできない情報だ。

　花鶏は自分で書き込んだ文字を指で追いつつ、話しはじめた。

「最初に目撃されたのは先月の末だ──」





　　　　　　　＊






　あんパンをかじる。

　旨うまい。とても旨い。やっぱりあんパンは粒つぶ餡あんに限る。と、弥や人ひとは思った。

　しかし、ではこし餡あんのなにがいけないのかと問われると言葉が出てこない。

　そういえば最後に食べたあんパンはどっちだっただろう。こし餡だったかもしれない。そしてそのときの自分は、やっぱりあんパンはこし餡に限る、などと思いながら食べていたかもしれない。

　結局、どっちも旨いんだろうな、と思った。

　引き受けたみさごからの依頼を果たすために、弥人は『不ふ可か思し議ぎ庵あん』のはす向かいの八百屋の屋根の上に座って、通りを見張っていた。

　店の周りを怪しい人物がうろついているという。その正体を暴き、不審な行為をやめさせることが弥人の仕事だ。

「張り込みといえばコレでしょ」

　屋根に上る前にみさごから渡されたのが、今弥人が味わっているあんパンと牛乳だった。そういうものなのか、と弥人も素直に受け取ったのだった。

　弥人のいる場所からは『不可思議庵』で店番をするみさごの姿が見える。もうじき昼になるが、彼女はカウンターについてから今まで、終始眠っていた。

　それなりにつきあいも長いので弥人は知っている。彼女は眠りを愛する、眠りの人なのだ。

　パンを食べ終えてしまい、さてどうしようか、と思った。

　どうしようもなにもない。このままただ張り込みを続行するだけなのだが、張り込みとなると店の周辺から目を離すわけにはいかない。そうなると、どんなに退屈でも本を読んで過ごすことはできない。弥人にはそれが思いのほか辛つらかった。

　しかしすでに引き受けてしまった手前、投げ出すわけにもいかない。というよりも、はやく報酬の芥川龍之介全集が読みたい。

　がんばろう。

　そう心に決め、弥や人ひとは忠犬のようにじっとその場に居座る。

　怪しい人物が現れるまでここを動かない覚悟だ。

　でもお腹なかが減ったら下に降りよう、とも考えている。

　それにしても、と弥人は自分の手の平を見る。昼間だというのにさっきからなんとなくあたりが薄暗い。陰っているのだ。

　知らぬ間に太陽が雲に隠れたのだろうか。そう思って空を見上げた。

「あ……」

　空は雲ひとつない快晴だった。しかし太陽は確かに隠れていた。

　車輪がくるくるまわり、煙突からは勢いよく煙が出ている。

　黒色の巨大な物体が太陽の光をさえぎっていた。

「列車だ……」

　空から蒸気機関車が落ちてくる──いや、走ってくる光景を弥人は見た。




　同時刻、うつひは事務所の前で掃き掃除をしていた。きゅっとエプロンを結び、やる気十分である。

「お客様を呼び込むためにも、清潔感を保たなきゃ」

　と、枯葉を集めて山盛りにしている。

　今日も香か奈なから頼まれたハンカチ探しのためにイズナ達たちを町に放はなってある。その帰りを待つ間、事務所の掃除でもしていよう、と思いついたのだ。

　春はる足たりも弥人も掃除などするような性た質ちではない。それは重々承知している。うつひが何度言ってもやろうとしないのだ。

　むりやり箒ほうきを持たせると、集めた落ち葉で焼き芋をはじめる。

　雑ぞう巾きんを渡せば、それも火にくべてしまう。

　あげく、少し目を離した隙すきに逃亡する。そんな調子なのだ。

　そしてうつひはいつもこう思う。

「わたしがしっかりしなきゃ！」

　思うというよりも、口に出している。

　そこにビョオと冷たい風が吹いて、うつひの前髪やスカート、そして胸元の青いタイを揺らした。うつひはヒーと体を丸めてそれに耐える。

　そう、彼女はこれまで多くのことに耐えてきた。耐えて、忍んできた。

「……はっ！　いけないいけない！」

　うつひは両手でパチンと自分の頬ほおを叩たたき、染み出て来ようとする古い記憶を振り払った。

　少し寒いくらいなんだ、と背筋を伸ばす。

　思考を切り替えようと、うつひはポケットから東京の地図を取り出した。

「あの子達たち、今どのあたりかしら」

　次に目を閉じ、イズナ達の現在の居所を探った。ラジオの電波を受信するみたいに、イズナ達の微弱な妖よう気きに自身の波長を合わせたのだ。

　使役しているイズナとより精度を上げて同期させれば、己の手足の延長のように操ることもできるし、視覚や聴覚といった五感も共有させることができる。ただ、そこまでやろうと思うと甚大なエネルギーと集中力が必要になってくるのでめったにはやらない。

　今はイズナ達の自由にさせて、彼ら彼女ら──雄もいれば雌もいるのだ──の見聞きした情報を時折拾い上げるという方法をとっている。

「だめ……また空振りに終わってる……。何時間か前までは確かにそこにハンカチがあったはずなのに……」

　香か奈なが用意したハンカチには香奈の匂においが確かについている。

　イズナ達はその匂いをもとに探していた。しかし、匂いを察知してそれをたどっても、いつまでたっても匂いのもとにたどり着かない。

　イズナ達は今池袋駅近くに到着していた。しかし、そこにもハンカチはなかった。

　匂いの残りかたからして一定の時間、ハンカチがその場所に留とどまっていたらしいことは間違いないのだが、どうもすぐにまた別の場所へ移動してしまっているようなのだ。

　うつひは赤いマジックで地図上、池袋駅に印をつけた。そしてひとつ前にかけつけて空振りに終わった場所と池袋とを矢印で結んだ。

　地図には、そんな具合に昨日からつけ続けた印が無数に書き込まれている。いわば、移動するハンカチとイズナ達との追いかけっこの記録である。

「うーん……」

　うつひは箒ほうきの柄を太ももの間に挟み、地図とにらめっこをする。

「むーん……」

　ハンカチのこれまでの移動経路、そこになにか規則性はないものかと頭をひねる。自然と体全体も斜めになっていることに本人は気づいていない。

「なにをやってるんだ。新手の降霊術かなにかか？」

　そんなことをしていると、春はる足たりが戻ってきた。春足は呆あきれ顔がおでうつひと距離をとろうとしている。

「依頼のために知恵を絞ろうとしてたところなのっ」

「それでどうして箒にまたがって体をバナナみたいに折り曲げる必要があるんだ」

「こ、これは別に！」

　指摘されてようやく気づいた。

「って……春はる足たりこそ猫なんて抱いてなにしてるの？」

　見ると春足はでっぷりと太った妙な動物を両手で抱えている。猫だろうか。

「よーしよしよし。にゃー」

　うつひは手を伸ばして猫の喉のどを撫なでてやった。しかし──。

「あれ……？　よく見たらこれ猫じゃない！　なんか微妙に違う！　コレなんなの!?」

「妖よう怪かいすねこすりだよ。そこの道端で見かけたから捕まえたんだ」

　すねこすりとは、歩く者の足元にまとわりついて邪魔をする妖怪である。太った猫のようにも犬のようにも見え、歩行の邪魔をする以外にはこれといって害はない。

「捕まえたって……なんのために？」

「昼飯にどうかなと思って」

「すねこすりちゃん逃げてっ！」

　うつひは素晴らしい反応速度で春足の手にチョップを食らわせ、すねこすりを逃がしてやった。

「なにをするんだ。せっかくの食料を。我が探偵社の食糧問題は深刻なんだぞっ」

「いくらお腹なかが空すいてるからって、妖怪を食べようって発想が出る春足の思考回路のほうが問題よ！　……それで朝からどこでなにしてたのよ」

「ちょっとした情報収集さ。うつひのイズナはハンカチ探しで忙しそうだったし……お、来た来た」

　春足は途中から視線をうつひの背後に向け、満足そうに笑った。

　つられて振り向くと、そこには黒塗りの車が止まっており、ちょうどそこから背広姿の男が降りてくるところだった。

　昨日事務所を訪ねてきた階かい奇き電でん鉄てつの重役、藤とう中なかだ。

「そろそろ来る頃じゃないかと思ってましたよ」

　春足がそう声をかけると、藤中は苦虫をかみつぶしたような顔をした。

　気に食わないガキだ、という彼の心の内がありありとそこに表れている。

　春足には昨日失神させられてしまったばかりなのだ、好意を抱けというほうが無理だろう。

「藤中さん、昨日この近くで起きた騒ぎのせいで、いよいよ問題を放置できなくなってきましたか？」

「昨日って……あ、空から列車が降ってきたっていう……」

　うつひは春足の隣に歩み寄り、箒ほうきをギュッと握った。

「住民のみなさんは昨日からしきりに噂うわさし合っていますよ。あの列車はなんだろう。見間違いだろうか、それとも化物の仕業だろうかって。ぼくも確かにこの目で見ました。あれは決して見間違いなんかじゃない。階奇線の駅や線路のあちこちで化物列車が目撃されているこの時期に、あんなモノが派手に空から落ちてきたとなれば、誰でもまっさきにそれぞれを同一の怪異だと考えるでしょう」

　そして、今後なんらかの事故が起き、被害が出るのではないかと心配するだろう。

「噂うわさはさらに広まっていくでしょうね。そうなると階かい奇き電でん鉄てつさんとしても非常に困るのではないですか？　例えば、誰もあなたのところの路線を利用しなくなってしまったり、そのせいで会社の経営が傾いてしまったり、あげく、路頭に迷って枯葉の布団で眠ることになってしまったり、うつひの背が縮んだり、胸がしぼんだり」

　と、言って春はる足たりは枯葉を一枚うつひの頭に乗せた。さっきうつひが箒ほうきで集めた葉っぱの中の一枚だ。

「最後のは関係ないでしょ！」

　うつひは頭を振って葉っぱを落とす。

「ふざけた態度をとるな！　ガキどもめ！」

　ふたりのやり取りを前に、とうとう藤とう中なかは怒声をあげた。

「ふざけているのはあなたですよ、藤中さん」

　しかし春足は動じる様子もなく、落ち着いた口調で彼に話して聞かせた。

「今、町では確実になんらかの怪異が起きています。にもかかわらずあなたは妖よう怪かいや化物なんているはずがないと決めてかかっている。いや、そう思い込もうとしている。あなたは、あなたの人生観の中に、異物の侵入を許したくないと思っている。今さらそんなモノを認めてなるものかと」

　そう、妖怪だの化物だのといった、これまで『ない』と思っていたものを今さら受け入れてしまったら、世界の認識ががらりと変わってしまう。

　これまでの人生の中で、ふと経験してきた不可解な体験、勘違いだと思っていた小さな事柄、それらすべてが、実は怪奇現象、心霊体験だったのではないかと思えてきてしまう。

　それはとても困る。

　藤中の脚は知らずと震えていた。そして、幼い頃のことを思い出す。

　子供の頃、ひとりで風呂に入っていて、窓の外から誰かに視みられているような気がした。

　でもあれはただの思い過ごしだったのだ。

　そう思って今日まで生きてきたのに、今、化物の存在を認めてしまったら、あのときのことも、思い過ごしではなかったかもしれない、と考えるようになってしまう。

　他にもある。祖母の部屋の障子に、細長い人影を見たこともあった。

　庭の樹きの影が映り込んだだけだろうと思っていた。

　けれど、あれも本当はオバケ──妖怪だったんじゃないのか？




　まだある。そういえば、他にもまだまだあるぞ。




「もちろん信じる信じないは個人の自由です。信じたくないという人にぼくからむり強じいはできません。でもね藤とう中なかさん、他の人と違ってあなたは今、怪異と向き合わなければならないところに差しかかっているんですよ。目をそらしていれば、それでなかったことになっていたこれまでとは違うんです。なにか対策を講じて解決を計る、それがあなたの仕事でしょう」

　吹く風はこんなにも冷たいのに、藤中の背中は汗でぐっしょり濡ぬれていた。

「ねえ藤中さん、あなたにとっては不本意かもしれないけれど、ぼくの、そしてあなたのいるこの世界には──」




　不思議なモノも、怪しいコトも、確かに在あるんですよ。




　そう言った春はる足たりの顔はずいぶんと穏やかなものだった。脅おどそうとも、怖がらせようとも考えていない。ただそっと相手を諭さとそうとしている。

　やがて藤中は言った。

「昨日、社に戻って改めてきみらのこれまでの仕事と経歴を調べさせてもらったよ……。どうせ詐欺師、ペテン師、ただの自称霊能力者──そういった類たぐいだろうと思ってな」

「それで、結果はどうでしたか？」

「……こうして私がここにもう一度訪ねてきた時点で分かるだろう」

　いまいましい、と藤中はつぶやいた。

　もう一度訪ねてやって来た──。それはつまり、じっくりと調べた結果、月つき岡おか探偵社のことを認めざるを得なかった、ということだ。

「きみらに……改めて事件の解決を依頼する」

「報酬額は」

「……三億円、用意しよう」

　藤中はこめかみに青筋を立て、絞り出すようにその金額を口にした。

「お引き受けしましょう」

　巷ちまたで噂うわさの冥めい探たん偵てい、月岡春足は幼い悪魔の笑みを浮かべてそう言った。

「ちっ……めいたんてい……か」

　情報を聞いた霊能、オカルト関係、いわゆるその筋の人間いわく、月岡探偵社は実力によって近頃徐々にその名前をとどろかせつつあるらしい。

　中でも月岡春足はやっかいな力を持っていると言われており、殊こと更さらに要注意人物としてその名が広まっている。

「悪童め……」

　藤とう中なかは車の中で待たせていた部下に書類を持ってこさせ、その場で契約を行った。春はる足たりもそこにサインをする。

　うつひは冷や汗をかいた。

　まさか本当に成功報酬三億の仕事が転がり込むとは思っていなかった。

「だがな、解決されない場合は必要経費含めてビタ一文払わないからそのつもりでいろ！」

　藤中は春足を指差し、怒鳴るように言う。

「それで結構。どうせ解決しますから」

　春足は胸を張ってそれに応こたえる。

　藤中は舌打ちをし、突進するような勢いで車に向かった。

「ぐわっ！」

　だがその途中、派手につまずいて転んだ。

「あ、さっきのすねこすりちゃん」

　その足元にうつひがさっき逃がしたすねこすりがいた。

　藤中には見えていないようだ。彼は急いで立ち上がると、いっそう不機嫌な顔で車に乗り込んだ。

「藤中さん、足元をすくわれないように気をつけてねー！」

　春足は似合いもしない子供らしい仕草で走り出す車に愛想よく手を振った。




　車が見えなくなると春足は寒い寒い、と事務所へ入っていった。

「あんな大口叩たたいて大丈夫なの？」

　声をかけながらうつひも後に続く。

「解決する、なんて豪語しちゃって……」

　原因を解明するだけではだめなのだ。謎なぞをつきとめ解決するところまでが今回の仕事だ。

「だけど報酬は喉のどから手や足が出るほど欲しいだろう？」

「足は出ないわよ」

　その様子は想像すると気持ちが悪い。

　しかし、確かに報酬三億というのは魅力的だ。

「それだけあれば溜たまってる光熱費を払えるし、雨漏りとドアのたてつけも直せる！」

　うつひは両手を頬ほおに当ててうっとりした。捕らぬタヌキの皮算用である。しかしそれでも美お味いしい物を食べようとか、かわいい洋服が欲しいとか、そういった贅ぜい沢たくをしようという発想は出てこないようだった。

　そもそもうつひ自身は、それほどお金に執着心はない。しかし春足は金銭感覚が狂っているし、弥や人ひとはずば抜けてとことんお金に無む頓とん着ちやくだ。だからしかたなく彼女がその部分を請け負って、日々やりくりしているだけなのだ。

「列車についてはいい情報も手に入ったし、この依頼はぼくに任せろ」

「ひとりで大丈夫なの？」

「当たり前だ。こんなの赤子だよ」

「……うん？」

　赤子の手を捻ひねるようなもの、と言いたいらしい。

「はしょりすぎて伝わりづらいわよ」

「うつひのほうこそハンカチ探しははかどってるのか？」

「大丈夫よ。少しずつ匂においの輪郭がはっきりしてきてる。ハンカチを持って逃げまわってる相手に追いつくのも時間の問題よ！」

　うつひは得意げにそう言い、「任せておいて！」とボクサーのように拳こぶしをつき出す。その動作を見て春はる足たりが言う。

「こんな時期に盆踊り？　下へ手ただなあ」

「違う！」





　　　　　　　＊






「おい、さっきのはいったいなんだったんだ……」

　商店街の人々がお互いに声をかけあっている。

　──アレは、こっちを追い掛けてきていた。

　弥や人ひとは『不ふ可か思し議ぎ庵あん』の前で、さきほどのことを思い返していた。

　ふたたび空から降ってきた列車のことを。

　屋根の上で張り込みをしている途中、突然空に列車が現れた。

　それは昨日の春足のときとほぼ同じ状況だった。

　列車は太陽を背にまっすぐ地上に向かって落下していた。

　弥人は思わず立ち上がり、隣の屋根に飛び移った。

　下の通りではたくさんの人が行き交っていた。中には空を見上げて指を指している人もいたが、たいていは列車に気づかず、買い物や立ち話を続けていた。

　妖よう怪かい、怪異を察知する能力には個人差がある。視みえる人と、そうでない人とがいるのだ。

　たまたま勘がよく、視えてしまった人達たちは悲鳴をあげてうろたえていた。

　むりもない話だった。平和な商店街の頭上にいきなり列車が現れたら、大の大人でも青ざめるだろう。

　もう一度空を見上げて弥人は気づいた。

　列車の落下軌道がさきほどと少し変わっている。

「こっちに……？」

　列車はその鼻先を弥や人ひとに向けていた。

　試しに弥人は屋根から屋根へと移動して位置を変えてみた。やはり列車はつねに弥人のほうを向いて落下してくる。

　こちらを追尾しているのだ。

　そのことを確信すると弥人は足を速めて、なるべく人の少ない場所へ列車を誘導した。

　春はる足たりのときのことを考えると、地面に落下しても列車は幻となって消失し、物理的な被害は出ないはずだったが、それでも列車の姿を目にしてしまっている人が複数人いるからには、みすみすそこへ落下させるわけにはいかない。

　熱湯だと信じ込まされた人が、水をかけられても思わず熱いと感じるように、たとえ幻でもそれを現実だと感じる人の心には大きな作用がある。列車に押しつぶされるなどという体験は、心臓の弱い人には十分危険だ。

　弥人はなんとか列車を商店街の外れの空き地まで誘導し、そこに落とすことに成功した。

　落下の衝撃と砂煙が弥人を襲い、彼は木この葉はのように宙を舞った。

　そしてたった今、ひどいめにあった、と埃ほこりを払いながら『不ふ可か思し議ぎ庵あん』に戻ってきたところだった。

　──昨日は春足、今日はオレ。

　明らかにあの列車は自分達たちを、月つき岡おか探偵社を標的にしている。

　しかし、狙ねらわれるような心当たりは──。

「ある……」

　いろいろあった。

　思えばこれまで大小様々な事件を解決し、妖よう怪かい達と相対してきた。事件が解決されたあとはたいていの妖怪と和解してきたのだが、それでも中には今でも自分達を嫌い、恨んでいる妖怪もいるだろう。

　今回のことはそんな妖怪のしていることなのかもしれない。

「弥人くん平気だった？　わあ、泥だらけ。拭ふいてあげよー」

　店からみさごが出てきて、弥人のおでこを布ふ巾きんで拭いてくれた。

「さっきのなんだったの？　近頃はこんなところまで列車が通るようになったの？　便利ね」

　みさごにも列車が視みえていたらしい。

　それにしてはいつもとなにも変わらず、のんきな様子だ。あまり深刻にはとらえていないようだ。

　通りはざわついている。人々は確かに列車だっただの、気のせいだろうだの言い合っている。

「なんだか張り込みっていう雰囲気でもなくなっちゃったね」

　みさごは肩をすくめてみせた。確かにこの騒ぎでは弥や人ひとが探していた相手も逃げ出してしまったかもしれない。

　少なくとも見張っている最中にはそれらしい人物は見当たらなかった。そう伝えるとみさごは胸の前で腕を組んで「へんねー」と首をひねった。

「昨日までは毎日必ずと言っていいほど来てたのに」

　そうしていると彼女の豊満で奔放でわがままな胸がよりいっそう強調される。

　おっぱいとは一種の地形である。ただ優しくそこにあり続け、また、単純な大小でその価値を決めることもできない。そしてそこに山があれば男子ならば誰でも挑みたくなるものだ。

　しかし、弥人はそもそもそこに山があることに気づいてはいない。みさご自身も気づいていない可能性がある。

　ふいにみさごは口元に手を当てて、そういえばと言った。

「その人、夕べは家うちの近くにもいたかもしれない」

「家って、みさごさんの家ですか……？」

「そう、中野のアパート。夜に窓の外を見たらそれらしい人影が」

「それを先に言ってください……」

　それはつまり、その怪しい人物はとうとうみさごの家までつきとめ、ついて行ってしまったということに他ならない。

　いよいよ危険な香りがしてきた。相手の行動がさらにエスカレートしたらみさごの身も危うい。

　もしかしたら、と弥人は考える。

　あの列車を降らせたのもその人物なのではないか。可能性は十分考えられる。

　黙って考え込む弥人を怒ったのだと勘違いしたのか、みさごは彼の袖そでを引っぱってごめーんと謝った。

「みかんいる？」

「いる……」

　話し合った結果、弥人は今夜、みさごの住むアパートを警護することになった。





　　　　　　　＊






　その日の晩、午前零時過ぎ。

　仮眠していたソファから身を起こすと、春はる足たりはケープコートをはおり、手袋をはめた。

　階下に降りる。明かりはついておらず、事務所には誰もいなかった。

　弥や人ひとは昼間から結局戻ってきていないが、なにか別件だろう、と春はる足たりは特に心配もしていない。

　カーテンの向こうでうつひが眠っている気配はなかったから、彼女もハンカチ探しに出かけているのだろう。確か、依頼人の少女の母親の誕生日は二日後、日づけ的にはもう明日だ。うつひはなんとしても今夜中に見つけたいと考えているだろう。

　今はそれぞれが、自分の引き受けた依頼のために行動している。これまでにもよくあったことだ。

　ぼくはぼくの仕事をこなすだけだ。

　春足は帽子を頭に乗せ、事務所を出た。

　空にはうそのように明るい満月が貼はりついている。連日夜の風は冷たかったが、今夜に限ってはなぜか不気味にぬるく、湿りけを帯びていた。

　人っ子ひとり通らない道を歩きながら、春足は地図を広げ、小さな懐中電灯で照らした。

　地図には化物列車のこれまでの目撃位置と出現時刻を記してある。幽ゆう界かい社しやで花あ鶏とりから得た情報だ。

　さらに春足はそれらをもとにして割り出した移動経路も書き込んでいた。

　改めて出現順に指で追っていく。

　──間違いない。

　春足は確信した。




　化物列車は、けもの道を通っている。




　それは動物達たちの通る、通常のけもの道ではない。

　物ものの怪け達の通り道だ。

　彼岸の存在である物怪が好んで通る、人の目には通常は視みえない、特殊な通り道だ。

　幽霊にも同じようなものがあり、そちらは霊れい道どうという。

　大海原の海流や、地下水脈のようなもので、妖よう気きや霊気にも流れがある。それは町の、国のあちこちに通っている。はるか昔から彼岸の存在、魑ち魅み魍もう魎りようはそこを通り続けてきた。そうするうちにある種の道が形成されていったのだ。

　春足にはその視えざるけもの道を察知することができる。

　出現情報から推察した結果、化物列車がおおむねその道に沿って走っていることが分かってきた。

　そして、階奇線もまた、その道に重なるようにして通っていた。

　人は本能的に踏みいってはならない場所を感じとる。そういう場所はたいてい曰いわくつきだったり、気の巡りがいちじるしく悪かったりする。

　いわゆる禁きん足そく地ちである。

　化物列車が走っているけもの道もそういった区域だったのかもしれない。

　しかし階かい奇き電でん鉄てつはそれを無視し、むりやり土地を買い上げ、開発し、線路を通してしまった。結果、階奇線の列車にまじって化物列車も走るようになってしまった。

　そんな中で、妖よう気きを感じやすい人間が列車を目撃してしまい、騒ぎになったのだろう。春はる足たりはそう結論づけた。

　顔を上げる。

　目的の場所『草そう戯ぎ駅えき』が見えてきた。

　赤坂御用地にほど近い場所にある階奇線の駅だ。

　見立てでは今夜、丑うし三みつ時どきに化物列車がこの場所を通るはずだ。

　胸ポケットから懐中時計を取り出す。針は午前一時四十五分を指していた。

　すでに終電は終わっている。

　駅の入り口には鎖が張られていたが、春足はためらいなくそこを踏み越え、改札の前に立った。

　誰もいない。物音ひとつしない。

　駅の明かりは消え、あたりには墨を溶かしたような闇やみが広がっていたが、春足の目はすっかり闇に慣れていた。

　改札の向こうから濃厚な月光が差し込んでくる。月の香りすら漂ってきそうだ。

「さて、あとはここで待つだけ……」

　と、ひと息ついた瞬間、背後に気配を感じた。それもひとつやふたつではない。

「誰だっ！」

　身をひるがえして距離をとる。

「とうとう追いつめたわよ！　ハンカチ泥どろ棒ぼう！」

　すると思いがけず聞き覚えのある声が返ってきた。

「みんな！　お願い！」

　相手の掛け声とともに、小さな生き物が次々と春足に飛びかかってくる。

「おっとっと！」

　春足はステップを踏むようにそれらをかわしながら、相手に声をかけた。

「待て！　おい、落ちつけ！」

　しかし相手は聞く耳を持たない。

「観念しなさい！　どうせハンカチだけじゃなくて肌着とか下着とかいろいろ盗んでるんでしょ！」

　さらに身に覚えのない罪がかぶせられようとしている。

「だれが下着泥棒だ！　ぼくだよ！　春足だ！」

「へ？」

　春はる足たりが名を名乗ると、相手はおどろきの声をあげてぴたりと動きを止めた。

　春足は自分の頭にかぶりついているキツネを引きはがすと、相手に顔がよく見えるように一歩前に出て自分の顔を懐中電灯で照らした。

「あれ!?　春足!?」

　春足の前に立っていたのはうつひだった。

「いきなりイズナに襲わせるなんてひどいやつだ。こんなところでなにをしてるんだよ」

「ハ、ハンカチ泥どろ棒ぼうの移動経路を調べてここに先回りしにきたのよ。そしたらこんな時刻に怪しい人影がいたから……」

　どうも暗がりで相手を見誤ってしまったらしい。しかしこれで誤解も解ける、と思いきや、うつひは肩をまだ震わせている。

「は……春足が犯人だったなんて……そんな……なんて悲劇的な結末！」




　妖よう怪かい少しよう年ねん探たん偵てい團だん・完！




「完！　じゃない！　だから違うって！」

「春足、せめてひと思いに葬ってあげるからね！　みんな！　喉のど元もとに噛かみつくのよ！　食いちぎるのよ！」

　妙に恐ろしい指示を出すうつひであった。

「……そうかそうか……どうあってもこのぼくと一戦交えようというのか。くくく……いいだろう、探偵チョップで一匹残らず叩たたき落おとして……いてて……やめろ！　噛むな！」




　そのあと誤解を解くのに思いのほか苦労した。春足は自分の信用のなさをちょっぴり嘆いた。

　うつひは厚手のコートと手袋でがっちりと防寒している。ハンカチの匂においを頼りに、ずっと外を走りまわっていたらしい。

「それで、そのハンカチ泥棒とやらがもうすぐここにやってくると？」

「うん、間違いないわ」

　うつひはポケットから地図を取り出して広げた。春足は隣からそれを覗のぞき込こんだ。うつひの地図にはハンカチのこれまでの移動経路が書き込まれている。

「ん？　……ちょっと待て。うつひ、その地図……」

「どうしたの？」

　春足は自分の持っている地図をその隣に広げて見せた。そちらには化物列車の移動経路が書き込まれている。

　春はる足たりはそれぞれの地図を照らし合わせてみせる。

「あ！　これは！」

　うつひが思わず声をあげる。

　春足とうつひ、ふたりがそれぞれ独自に書き込んだ移動経路はほぼ重なりあっていた。

「どうやらぼく達たちは同じモノを追いかけていたみたいだな」

「つまりハンカチは……その化物列車の中にあるってこと……？」

「そういうことさ……ん？」

　つま先に触れるものがある。見るとイズナの中の一匹が足元でなにかを訴えかけていた。イズナはなにかを咥くわえていた。

「これは……」

　しゃがんで受け取り、調べてみる。それは不思議な模様の浮きあがった切符だった。三枚ある。




『草そう戯ぎ駅えき発　─　伊い予よの国くに着』




　切符にはそう記されてあった。それだけではない、あからさまに不吉な字体で『片道切符』とも書かれてある。

　イズナが小さな前足で指し示すには、切符はそこの改札前に落ちていたらしい。

　うつひもしゃがみ込み、切符に触れる。

「かすかに妖よう気きが感じられるわね」

　春足は昨日、自分めがけて落ちてきた、あの列車のことを思い出していた。

「なるほど……ずっと誘われていたのか」

「この切符は……化物列車からの招待状というわけね」

　うつひはやる気十分という様子で立ち上がる。

「うつひも乗る気なの？　化物列車だぞ？」

「当然よ。香か奈なちゃんのハンカチはその列車の中にあるみたいだしね。コケシにへらちょんぺゴミを出す！」

「……もしかして……虎こ穴けつに入らずんば虎子を得ず、と言いたかったのか？」

「ま、間違えたの！　ほっといて！」

　指摘してやると顔を真っ赤にしてそっぽを向いてしまった。

　しかし思いは春足も同じだった。走り続けるこの怪異を止めるには自ら乗り込んで調べるしかない。虎口に飛び込むしかないのだ。

「みんな、今は休んでて」

　うつひが一声かけるとイズナ達はいっせいに彼女の影の中に飛び込んでいった。泉に飛び込むカエルのような具合に。

　表に出ていないとき、イズナ達たちはいつもうつひの影の中に潜んでいる。棲すんでいると言ってもいい。

「さて」

　春はる足たりは懐中時計を取り出す。

「時間だ」

　午前二時。丑うし三みつ時どきだ。

　ふたりは改札をくぐり、月の照らす歩廊ホームに出た。

　あたりは深海のように静かだが、東京の町はまだ完全には眠っておらず、遠くにちらほらと明かりが見える。

　うつひはフー助を首に巻いてマフラー代わりにしているが、それでも冷えるのか、無意識に二の腕をさすっている。

　やがて、真まっ直すぐ伸びたレールのはるか向こうにぽつりと明かりが見えた。

　巨大な深海魚の目のように光る、ふたつのライトだ。

　列車が走る音とわずかな振動が春足達にも届いてくる。

「定刻通りだな」

　煙突から煙をあげ、古びた蒸気機関車が歩廊に滑り込んでくる。

　列車は緩やかに停車し、各車両の扉をいっせいに開いた。同時に車内の黄色い明かりが漏れ出て地面を照らす。春足達の目の前でも扉は開き、照らされたふたりの影は幽霊のようにグンと後方に伸びた。

「ぼちぼち行きますか」

　強がりからだろうか、うつひはそうして男の子のような台詞せりふをはいた。春足もニヤリとしてそれにならう。

「墓ぼ地ち墓ぼ地ち逝いきますか」

「縁起でもない！」

　怒られた。

「場を和ませようと」

「もー！　ばかっ」

　ふたりはおしくらまんじゅうのような状態で列車に乗り込む。車内は外から見たときよりもずっと広く感じられた。

「ん？」

　そのとき、春足は改札の向こうに人影を見た。誰かがこちらに向かって走ってくる。

　コートに身を包んではいるが、その人間とは思えない大きな眼めに覚えがあった。




「あいつは……」

　その者は改札を飛び越えて歩廊ホームに出ると、そこに列車が到着しているのを見て、即座にこちらに突っ込んできた。春はる足たり達たちが慌てて身を引くと、その者は転げるようにして乗車した。

　──駆け込み乗車はおやめください。

　アナウンスが響く。

「あれ？」

　春足は地面に突っ伏している相手を見て声をあげた。

「おまえ、ショウケラじゃないか」

　大きな目玉がギョロリとこちらを見る。乗り込んできたのは先日こらしめたばかりの妖よう怪かい、ショウケラだった。

　ショウケラは息を切らして額の汗をぬぐっている。

　春足とうつひは座り込んだままのショウケラの前に立った。

「あ、あんたらは……！」

　ふたりに気づくとショウケラは壁に背中をつけて大きな目をさらに見開いた。

「探偵さん……なんでこんなところに……！」

「こっちが聞きたいよ。おまえ、どうしてここに？」

「己おれは……お、追いかけられて……逃げまわってるうちにここまで来ちまったんだ……。そしたら列車が停とまってるのが見えたんで……」

　無我夢中で乗り込んだという。

「追いかけられた？　いったい誰に……」

　そこで、歩廊に笛の音が響いた。そしてアナウンスが聞こえてくる。




　──ドア閉まりまーす。




　またもやいっせいに扉が閉まる。

　いよいよ出発だ。

「あ、あのう……急いでて気づかなかったけど、よく見たらこの列車……なにか変じゃないっすか？」

　ショウケラがうろたえはじめる。

「知らないで乗ったの？　これ、この世の列車じゃないわよ」

「ええっ!?」

　どうやらなにも知らないで乗ったようだ。それにしても妖怪のくせにずいぶん小心者である。

「ま、待ってくれ！　降りる！　降ろして！」

　しかしショウケラの心情などおかまいなしで列車はゆっくりと走り出す。

「あ！　春はる足たり、見て！」

　そこで窓の外を眺めていたうつひが声をあげた。

「弥や人ひとだわ！」

　彼女の指すほうを見ると、ちょうど改札を飛び越える弥人の姿が見えた。

「ひぃ！　追いつかれた！　や、やっぱり降りない！」

　ショウケラは頭を抱えてその場にうずくまった。

「おまえを追いかけていたのは弥人だったのか」

　列車は徐々に加速していく。弥人は列車と並走しながら乗り込めそうな場所を探していた。

　春足はそれを察して、すぐに連結部から隣の車両へと移った。木張りの床の上に緑を基調とした椅い子すがずらりと並んでいる。

　春足は一番近くの窓に手をかける。すんなりと窓は上がり、冷たい外気が吹き込んできた。

「弥人、こっちだ！」

　身を乗り出して走る弥人に声をかける。

「春足……？」

　どうしてここに？　という顔をしている。

「あとで説明する」

　そう言って手を差さし伸のべると、弥人は迷うことなくその手を掴つかんできた。

　精一杯の力で弥人を中に引き入れると同時に、駅の歩廊ホームも途切れた。

　春足と弥人はもつれるように車両の床に倒れ込む。

「フン、まったく世話の焼けるやつだ」

　いつも世話を焼かれている分、春足はここぞとばかりに弥人に恩を売っている。

　そこで見計らっていたように汽き笛てきが鳴り、列車が本格的に加速した。

　またアナウンスが聞こえてきた。




　──危険ですので飛び込み乗車はおやめください。





　　　　　　　＊






「すんませんすんませんすんません……！」

　フカフカの椅子の上で、さきほどからショウケラが平謝りをしている。対面に座っているのは弥や人ひとだ。その隣には春はる足たりが腰を落ち着けている。

　春足は興味津々で双方に問うた。

「それで、いったいどういう事情なんだ？」

「うん、それが……」

「ちょっとふたりとも……」

「あ、うつひ、車内販売の人が来たら駅弁買っておいてくれ」

「はーい、幕の内にする？　……じゃなくて！　ちょっと、なにくつろいでるのよ！　ここは普通の列車じゃないのよ！　化物列車なのよ！　怖いの！　危ないの！」

　呑のん気きなふたりに対し、うつひはジタバタと体を動かして危険性を訴えかけたが、効果はなかった。

　弥人は言う。

「みさごさんから依頼されて……」

「ああ、貸かし本ほん屋やのみさごさんか。三つ編みおっぱいの」

　春足もみさごとは知らぬ仲ではない。それにしても雑な覚えかたである。

「おっぱい……」

　うつひは自分の胸をすとーんと見降ろしてつぶやく。言いようのない敗北感を覚えたらしい。

　そんなうつひをよそに弥人は淡々と経緯を語った。




　怪しい人物が店だけでなく、とうとう中野にあるみさごのアパートのそばにまで現れはじめたと聞いて、弥人は日没後からそのアパートを見張ることになった。

「夜遅くまでごめんねー。はい、これ」

　みさごはにっこり笑顔でまたもやどっさりとみかんをくれた。

　いったいどこにこんなにたくさんのみかんを隠し持っていたのかというほどの量である。もしかしたら彼女だけが特殊な隠しかたのコツを知っているのかもしれない。

「それでどこから見張るの？　また屋根の上？　夜は冷えるよ」

「大丈夫です。ちゃんと考えてきました……」

　みさごがアパートの二階にある自室に入っていくのを遠くからそっと見届けると、弥人はそのアパートから数十メートル離れたところに建つ民家を訪ねた。

「はあい、どちらさま？」

　エプロンで手を拭ふきながら奥から出てきたのは三み十そ路じ前の主婦だった。

「こんばんは。探偵です……」

「は、はあ」

「事件解決のためにお宅の二階の部屋を貸してもらえないでしょうか」

　その家の二階が、みさごのアパートを見張るのに最適の場所だと弥や人ひとは睨にらんだのだ。

「あのう……家うちはそういう勧誘はお断りしてますので……」

　主婦は弥人を妙な宗教の勧誘だと思ったらしい。

「協力していただけると助かります。あ、みかんおひとつどうぞ」

「あ、どうも……」

　それでも有無を言わせぬ押しの強さで、弥人はその家の二階を確保することに成功した。そこからは部屋の明かりもつけず、じっと夜中までみさごのアパートを見張っていた。

「お夜食どうですかー？」

　途中、主婦がおむすびを三つ差し入れてくれた。とてもいい人だった。

「たんてーたんてー！」

　その家の三つになる子供に妙に懐かれてしまい、思わぬ苦労もした。

　そしていよいよ草木も眠りはじめた頃、ついに弥人はみさごのアパートの屋根に人影を見た。

　弥人は二階の窓から直接外に飛び出し、常人とは思えない速度で道を走り、ものの数秒でアパートの下にたどり着いた。

　弥人は庭にわ樹きの枝に足をかけてするすると登り、そこからアパートの屋根に上がると目の前の相手に声をかけた。

「そこむぁ……」

　口の中に詰め込んでいたみかんを飲み込んでから再度声をかける。

「そこまでだ」

　その怪しい人物はビクリと肩を震わせてこちらに振り向いた。




「それがショウケラだった……と」

　弥人の話を聞き終えて、春はる足たりとうつひはそろって椅い子すに座るショウケラを見た。

「声をかけたら逃げ出したから追いかけた。そのまま追いかけっこしてたらここまで来ちゃった。疲れたよ……」

　そう言うわりに弥人はちっとも疲れているようには見えない。

「まずいところを見つかったと思って、己おれも必死で……」

「まさかおまえ……また人間に恋をしたのか？」

　春足は呆あきれたように体を椅子の背もたれに預けた。

「冷れい子こさんへの恋に破やぶれて途方にくれていたとき、あの貸かし本ほん屋やで店番をするみさごさんを見かけたんです。そしたらビビッと来てしまいまして」

　一ひと目め惚ぼれだったらしい。

「失恋したばかりなのにもう次の恋か。気の多いヤツだなあ」

「みさごさんは素敵な女性っす！　あの人、己おれがいくら遠くから見つめてもまったくお構いなしで昼寝してるんですよ！　普通は眠れなくなるはずなのに。すごい人です！」

　ショウケラは眠っている人間の罪を天てん帝ていに報告する妖よう怪かいだと言われている。そのショウケラにじっと凝視されると普通の人間はどことなく落ちつかない、不安な気持ちにさいなまれて眠れなくなるのだ。

「いくら好きな人でも、その罪を知ってしまったら己は上に報告せざるをえない……。己はそういう盟約に縛られることで存在できているんです。罪深い男っす。罪作りな男っす」

「物は言いようね……」

　うつひは呆あきれた。

「しかしみさごさん、ショウケラに睨にらまれても平気で眠れるなんてなかなかのものだな。よほど神経が太いのか、自分の罪を報告されるのなんて平気だと思っているのか、あるいは報告されるような悪いことはなにひとつしていないという自信があるのか……」

　春はる足たりの考察に弥や人ひとは考える。そしてこう結論づけた。

「あの人はたんに居眠りが好きなだけだと思う……」

「そうなんです！　だから俺の視線を受けとめられるのはみさごさんを置いて他には考えられない！　己はこれからもずっと彼女のことを見つめ続けていたい！」

　ショウケラは目を輝かせている。純粋な眼まな差ざしである。

「アナタはそれで満足かもしれないけど、向こうが困るでしょう。いや、お構いなしで寝てるかもしれないけど……」

　うつひは言う。

「物陰から一生妖怪に見つめられ続けるっていうのは人間にとってはなかなか辛つらいことなのよ。人と神、人と幽霊、古来よりそういう恋れん愛あい譚たんはないわけじゃないし、人と妖怪の事例だってあるだろうけど、でも人とアナタ達たちとでは愛情表現も価値観も違うのよ。決定的にね。それを乗り越えるにはきっと双方の強い気持ちが不可欠よ」

　その言葉を春足が引き継ぐ。

「だがおまえは自分の気持ちを押しつけているだけだ。正体も明かさず、遠くから視線だけを投げて自分が満足しているだけ。それじゃ存在の壁は越えられないだろう」

「なによ、春足もたまにはまともなこと言うのね」

「フン、ぼくはいつだってまともなことしか話していない。まともじゃないのは世の中のほうだ」

「まあ春足の戯ざれ言ごとは置いといて……」

「置くな！」

「本当に彼女のことを想おもうのなら、正体を明かしたうえで正面から気持ちを伝えるのがいいとわたしは思うわ」

　春はる足たりの抗議を無視し、うつひはショウケラに対してゆっくりと言って聞かせた。

「あ、姐あねさん……」

「誰が姐さんよ」

　ショウケラはうつひの言葉に胸を熱くしている様子だ。そんなショウケラの肩に春足が手を添えて言う。

「そしてはやいとこ玉砕するんだな。今ならまだ傷は浅くすむ」

「ひどい！」

「妖よう怪かいだからって問答無用で恋の邪魔をしたりはしない。告白したけりゃすればいい。だが助けもしない。恋が実るか実らないかは本人次第。それは人も妖怪も平等だ」

　ショウケラはしばしうなだれていたが、やがて春足の言葉に納得してうなずいた。

「己おれ……勇気を出してみます！」

「がんばってね」

　うつひは優しくエールを送ってやった。

「ち、ちなみに今回のことに対してのお咎とがめは……？」

　無罪放免かな？　とショウケラはほのかな期待を込めて春足を見た。

「くくく……ばかめ。それとこれとは別だ。まったくもって別！」

「ひい！」

「おまえは佐さ伯えき家に続いてこれで二度目だ、毎日のように人間に一ひと目め惚ぼれして、そのたびに追いかけっこさせられちゃこっちもかなわない。だから……」

　くくくを通りこしてけけけと笑いはじめた春足にショウケラは恐れおののく。

「もしかして……ま、また拷問ですか!?」

「それも悪くないが、今日は今後のためにもお前の不思議を少しもらうことにする」

　春足は胸ポケットから小さな札を一枚取り出した。

　いつも持ち歩いている古びた花札だ。その札には松が描かれているきりで、『あかよろし』の赤い短冊もなければ、鶴つるも描かれていない。殺風景な札だ。

　ショウケラは肩透かしを食って目を丸くした。

「己の不思議を……？　そりゃいったいどういう意味で……」

　春足がそれには答えず、口角を上げてニタリと笑った。

　つややかなくちびるの間からけもののような牙きばが覗のぞく。

「じっとしていろ」

「えっ!?」

　じたばたとうろたえるショウケラの言葉をさえぎり、春足はその札をショウケラの前に突き出した。

　そして唱える。

　詠うたう。




「花札から草を刈れ。さすれば忽たちまち化ばけ札ふだなり」




　詠い終えてから、春はる足たりはなめらかな動きでショウケラの首筋に噛かみついた。

　食われる！

　一瞬、ショウケラはそう感じた。恐怖で全身がふるえあがる。

　しかし春足はなにもショウケラを食おうとしているわけではなかった。

「お、己おれの……血を！」

　飲んでいる。

　春足は首筋に牙きばを突きたて、生き血を飲んでいる。

　吸血している。

「あんたはいったい……」

　目の前の少年の正体が分からなくなり、別の不安がふくらむ。

　牙を突きたてられても不思議とそれほど痛みは感じない。しかし──。

「な、なんだこりゃ……！」

　いつの間にかあたりの風景が一変していた。確かに列車の中にいたはずなのに、今ショウケラが立っているのは美しい松林だった。

「ここはどこだ……？」

　大きな目を見開いて周囲を探る。しかしそこには真っ白な空と松の木がどこまでも広がっているばかりだった。

「もういいぞ」

　真っ白な空の彼方かなたから春足の声が聞こえた。

「え!?」

　声のしたほうを振り向くと、そこに春足がいた。いや、彼はずっとそこにいたのだ。

「あれ……？」

　気がつけばショウケラはまた元通り列車の中にいた。

　思わず自分の体を探る。しかしなにも変化はない。

　さっきと変わらず椅い子すに腰をかけている。

　弥や人ひともうつひもさっきと同じ場所で同じように座っている。

「いったい今のは……？　己は確かにへんてこな松林の中に……あれは幻？」

　わけが分からず、ショウケラはただ首をかしげることしかできない。

「おまえの不思議、確かにいただいたぞ」

　春足はショウケラにさっきの札を見せた。

「あっ！　己おれがいる！」

　ショウケラは座席から飛び上がっておどろいた。さっきまで松の木しか描かれていなかった殺風景な札の中に、今はショウケラの絵が描かれていた。

　どこか愛あい嬌きようのある大きな目、三本指に赤黒い肌。紛まぎれもなくそれはショウケラの姿だ。

　ただし、その絵は血の色をしている。

「おまえの血を介して不思議の一部をこの化ばけ札ふだに取り込ませてもらった」

　生き血が絵の形をなしたのだ。

「つまり……お、己は封印されちまったってことですか……？」

　なんてこった！　とショウケラは涙を浮かべて頭を抱える。

「落ちつけ。封印なんてしていない。現におまえは今もここにこうしているじゃないか」

「あ、確かに」

「ただお前の力の一部をここに登録しただけだよ。封印もしてないし縛りつけたりもしない。化札は妖よう怪かいをむりやり従わせるためのものじゃないんだ」

「化札……」

「人間は悪いことをしたらおまわりさんに指紋を採られるし、住所を押さえられる。それと似たようなものさ」

「住所も分かっちゃうんですか？」













「ああ、この札とおまえの存在は血で繋つながっているから、探ろうと思えばおまえがどこにいるのかも分かる」

「うひぇー！　職歴も？　おねしょ歴も？」

「みーんな分かる！　だから隠れてまたこっそり悪さしようとしてもだめだぞ。もしまたなにかしでかしたら、今後おまえを見かけるたびに無言でその目にシャンプー液を入れてやるからな」

　陰湿すぎる！　と、ショウケラは悲鳴をあげる。

　妖よう怪かいの存在の一部を化ばけ札ふだと呼ばれる不思議な札に登録し、それを管理する。それこそが、春はる足たりが冥めい探たん偵ていと呼ばれる所以ゆえんのひとつである。




「よし、登録もしたし、ショウケラのことはこれでとりあえず解決だな。次は……」

　春足はふいに立ち上がり、車両の進行方向を見据えた。

「この列車をなんとかしようか」

　その先に、いつの間にか男がひとり立っていた。

　パリッとした制服に身を包み、白い手袋をしている。男はこちらに向けてうやうやしく一礼し、こう言った。

「本日はご乗車ありがとうございます。お客様、こちらへどうぞ」

　男の背後の扉がほとんど音もなく開いた。

「乗務員つきとは気が利いてるな」

　春足は軽口を叩たたいてそちらに向かった。

「あ、待ってよ」

　うつひ達たちもあとを追う。

「ねえ春足、この化物列車に乗ってるっていうことは、あの乗務員さんも……」

「人ではないだろうな」

　一行はそのまま隣の車両に移った。そこは一転して豪華な作りになっており、うつひは思わず「ふわー」と感嘆の声を漏らした。

　通路は車内の左側に通っており、赤い絨じゆう毯たんが敷かれている。右手には豪ごう奢しやなドアがいくつも並んでいた。

「こちらは客室となっております。探偵御一行様はこちらでゆっくりとおくつろぎくださいませ」

　乗務員はドアのうちのひとつを開け、春足達を中に通した。深くかぶった帽子によって乗務員の顔はよく見えない。

「わあ！　すごい！」

　うつひはまたもや感動した。

　部屋に入るとまず大きな窓が目についた。

　外の景色がその向こうに広がっている。

　深夜のはずなのにそこには世界中の宝石をちりばめたように無数の、色とりどりの明かりが灯ともっており、一行を不思議な気持ちにさせた。

　さらに部屋には二段ベッドが二組と、洗面所、窓辺には簡易的ながらしっかりとしたテーブルが備えつけられている。

　天井は緩やかなアーチ状になっており、乗客に息苦しさを感じさせない作りとなっていた。

「申し分のない高級寝台列車だ」

　春はる足たりも感心しているようだ。

「ありがとうございます」

　乗務員は深々とお辞儀をした。

「ただし、化物列車であることを除けば」

「……では次に洗面所とライトの使いかたを説明します」

　続けて言った春足の言葉には反応せず、乗務員はてきぱきと部屋の設備の説明を進めていった。最後に客室乗務員の呼び出しかたを教えると、むだのない動きで廊下に出た。

「ウェルカムドリンクをお持ちしましょうか？」

「どんなものがあるのかな？」

「お客様は未成年でいらっしゃるようですので、新鮮な果物を絞ったジュースなどいかがでしょう。それとも──」

　なんらかの生き血を絞ったフレッシュジュースのほうがよろしいですか？

　気が利くでしょう？　とでも言いたげに、乗務員はそう言った。

「いい趣味だ」

　春足は喜んでいる。

「でも生き血ならさっき飲んだばかりだから今はいい」

「かしこまりました。のちほど、お食事の用意ができましたらお呼びにうかがいます」

「しょ、食事まで出るの？」

　あとで料金を請求されたりしないかしら、とうつひは心配になった。

「では、よい旅を」

　そう言って乗務員は芸術的な所作でドアを閉めた。




「見て見て、読書用の小さなライトが枕元についてる」

　ベッドの上で弥や人ひとが珍しく弾んだ声を出している。

　一行はひとまず通された部屋に落ちつき、作戦を練ることにした。

「弥や人ひと、こんなときにも本を持ち歩いてるの……？」

「うん。うつひも読む？」

「遠慮しとく……。あれ？　そういえばショウケラくんは？」

　ふと思い出して部屋を見渡してみる。いない。いつの間にかいなくなっている。

「逃げたわね……」

「まあいいじゃないか。あいつの不思議はもういただいたし」

　そう言う春はる足たりはのんきに窓から景色を楽しんでいる。

「それもそうね……。それでこれからどうする？　まずは列車の中を調べてみようか？」

　うつひの言葉に、それまで彼女のマフラーとして首に巻きついていたフー助が「呼びました？」とばかりに顔を上げる。

「いや、ここはいわば敵の口の中、いや腹の中だ。いきなりイズナ達たちだけを放はなつのは危険だ。三人で固まってひとつずつ車両を確認していこう」

「だけど……」

　と、弥人が言う。

「この列車というか、この化物列車事件、なにをどうしたら解決になるのかな？」

　思ってもみない疑問にうつひは言葉を詰まらせる。

「どうしたらって……それはー……列車を止めればいいんじゃないの？」

　どうにか考えをまとめてそう返すも、なんとなく自信がなくなって「ち、違う？」と不安そうに春足を見る。

　春足は腕を組んで思案している。

「まだ情報が足りないからなんとも言えないが、それは根本的な解決にはならないと思う。なにごとにも原因はある。なぜここ最近になってこの列車が都内を走るようになったのか、それをつきとめれば解決法も見えてくるかもな」

　そしてなぜ自分達を挑発するように空から列車を降らせたりしたのか、誘うように切符をよこしてきたのか、その理由も解明しなければならない。

「そうだね……」

　弥人は静かにうなずいた。それは春足の言外の考えも察している表情だった。

「それじゃそろそろ探索に行くとしようか」

「そうね」

　そう声をかけ合ったとき、再び部屋のドアが開いた。そこにはさっきの乗務員が立っていた。

「お食事の用意ができました」

「なんだ、仕事がはやいなあ」

　出鼻をくじかれてしまい、春足は苦笑いを浮かべた。うつひはうしろで「優秀だわ」と感心している。




「こ、これって……！」

　うつひは乗務員によって案内された車両を見渡しておどろきの声を上げた。

　その車両の両りよう脇わきには四人掛けのテーブルが備えつけられている。

　レースの縁取りが施された真白なテーブルクロスの上には清潔な布ふ巾きん、ナイフとフォーク、スプーンがすでに用意されていた。その脇には小ぶりだがかわいらしいデザインの明かりも置かれている。

　だがうつひがおどろいたのはそんなことではなかった。

「人がいる……」

　その車両には他の乗客の姿があった。それもひとりやふたりではない。

「こ、こんなに乗っていたの……？」

　多くの乗客がすでに席につき、順に運ばれてくる料理を楽しんでいた。各々が談笑する声が車内を満たし、うつひは一瞬ここが化物列車であることを忘れかけた。

「こちらでお食事を召しあがっていただきます。どうぞ席についてお待ちください」

「あの、乗務員さん……この人達たちって……」

「他のお客様方からもシェフの料理はご好評をいただいております。皆様にもきっとご満足いただけるものと思っております」

　では、と言って乗務員は行ってしまった。

「楽しみだなあ！　ぼく、ここ数日ろくな物を食べてないんだ」

　春はる足たりはすでにテーブルについている。

「また春足はそんな不用意に！」

「だって本当に腹ペコなんだ。これじゃ頭も働かないよ。昨日あたりからグーグーと腹の虫が鳴なり止やまないんだ」

「そ、それは……」

　夕食にオブラート一枚しか渡さなかったのはうつひである。そのこともあって強く出ることができない。

「腹の虫もグーと鳴くのにあきてハラヘッターと鳴きはじめているよ」

「それはもう鳴き声じゃなくて具体的な訴えじゃない。しゃべっちゃってるじゃない」

　結局、うつひも弥や人ひとも席についた。

「ねえ春足、やっぱり周りの人達も妖よう怪かいなのかな？」

　うつひは声をひそめ、それとなくあたりを見回した。

「どうかな、正気を失っているだけで、間違えて乗り込んだ人間だという可能性もある」

　妖怪専門の探偵をしているとはいえ、春足達でも人に化けた妖怪をひと目で見抜くことは難しい。

　もし妖よう怪かいだったらと、ついよくない想像をしてしまう。

「わたし達たちだけ人間だってことがばれたら、いっせいに襲いかかってくるなんてこと……ないよね？」

「ああ、そういうのありそうだ！　仲間外れがいるぞー！　食べちゃうぞーって」

「しっ！　声が大きい！」

「まあ、たとえそうなったとしてもなんとかなるさ」

「なんとかって……」

　そうこうしているとほどよいタイミングでテーブルに料理が運ばれてきた。

「こちら、人魚のカルパッチョになりますう。こちらは妖怪・天てん井じよう嘗なめの舌のシチューでございますう」

　長いぼさぼさの黒髪を垂らした、顔色の悪いメイドがか細い声で説明してくれる。どのメニューも名前からして普通ではなかった。

「そしてこちらがなんらかの生き血を絞ったジュースでございますう」

「あ、そのジュースここでも出てくるんだ……」

「面倒だけどいちいち丹精込めて絞ってますう」

「微妙に口悪い！」

　説明を終えるとメイドは音もなく去っていった。

「ねえ、あのメイドさん、足が宙に浮いてたように見えたんだけど……」

　見間違いではないかとふたりに確認してみる。

「浮いてたな」

「というか足、なかった」

　細かいことを気にしているのはうつひだけのようだった。

「しかし美お味いしそうだね」

「確かに……」

　春はる足たりの言う通り、運ばれてきた料理は、その名前はともかく、見た目はどれも美味しそうに見えた。漂ってくる香りも素晴らしい。しかし春足はフォークを手に取ろうとしない。

「でもこれはだめだ、食べられない。あーあ、残念でならないよ」

「えっ？　食べられないの？」

「これ、みんな偽物だ。実際は泥団子か馬の糞ふんってとこだろうね」

「春足、またおあずけだね……」

　弥や人ひとも最初から手をつける気などなかったようで、早々に皿を脇わきによけていた。

「しかたないさ。でもこの依頼が片付けば報酬も入る。そしたらみんなで美味しい物食べにいこうじゃないか」

「そ、そうね」

　すでにナイフとフォークをしっかりと両手に握り、食べる気になっていたうつひは、そっとそれをテーブルに戻した。改めて近くで見てもとても偽物とは思えなかった。

　食べられないとなると、とたんにうつひもお腹なかが空すいてきた。しかし残念ながら今は飴あめ玉だまひとつ持っていない。事件とはまるで関係のない部分で心がくじけそうになる。

「ううん！　こんなことじゃいけないわ！　わたしはなんとしても香か奈なちゃんのハンカチを見つけて帰らないと……」




「キャー！」




　そのとき、皿やグラスが床に落ちて割れる音とともに車内に悲鳴が響いた。

　なにごとかと席を立つと、車両の真ん中付近で人が倒れているのが見えた。

　三人は急いで倒れている人物に駆け寄る。

「あなた……あなたしっかりして！」

　倒れているのは大人の男性で、その脇わきで女性が悲痛な声をあげている。

　男はうつぶせの状態で、腹部から大量の血を流していた。

　その周囲にはテーブルから落ちて割れた皿とグラスの破片が散らばっている。

「いったいなにがあったんですか!?」

　うつひは半狂乱になった女性の肩に手をかけて必死になだめつつ、事情を聞いた。

「一緒に料理を食べている途中でわたし、少しお手洗いに立ったんです……。それで戻ってきてみたら主人が倒れていて……血が……血が……！」

「まさか……殺人事件？　化物列車の中で……？」

　まわりに席を立った他の人々も集まってきて、あっという間に人だかりができた。

　うつひは顔を上げて、春はる足たりと弥や人ひととすばやく視線を交わしあった。

「しかけてきたな」

　春足は一言そう言って、男の脈を取った。

　男はすでに絶命していた。














　第三章　お客様の中に探偵様はいらっしゃいませんか？







「お客様の中にお医者様はいらっしゃいませんか!?」

　ざわめく車内で例の乗務員が声を上げる。

　医者を探してまわっている。しかし、通路に倒れている男性はすでに息絶えている。医者にできることがあるのだろうか。

　男の腹部から流れ出た鮮血は依然として床に広がり続けている。

「ああ大変！　主人の血が！」

　男性の妻だという女性は真っ青な顔をして夫の体を仰あお向むけにした。その腹部にはナイフが突き立っている。夫人の隣に顔色の悪いメイドがやってきてグラスを差し出した。

「お客様、このトマトジュースをお飲みくださいぃ」

　ピクリとも動かない男性の肩を揺らし、力のない声でトマトジュースを勧めている。

「新鮮ですぅ」

「あれ、もしかして輸血のつもりなのかしら……」

　それならそれで、今こそ『なんらかの生き血を絞ったジュース』の出番なのではないか。うつひはそう思ったが、言わないでおいた。

「お医者様はいらっしゃいませんか!?」

　乗務員はまだ医者を探している。乗客の間をぬうように歩き、ひとりひとりに声をかけている。やがて乗務員は春はる足たり達たちの前にやってきた。

　そして言う。

「お医者様かもしくは……」




　──探偵様はいらっしゃいませんか？




「た、探偵って」

　うつひは思わず身構えた。こんな状況で医者の次に探すのが探偵というのはどう考えても妙だった。しかし妙と言えばそもそもこの列車を含めてなにもかもが妙なのだ。

「はい。探偵です」

　しかしその言葉に対して春足が返事をしてしまった。手を挙げ、一歩前に踏み出し、ぼく達は探偵です、と名乗ってしまった。

「おお！　探偵様でいらっしゃいますか！　それは助かります！　ぜひこの事件の解決を！」

　乗務員は大げさな身ぶりで喜びを表現する。

「まあ、探偵さんがいらっしゃるのね。それは心強いわ！」

「はやく犯人を見つけてくれ！」

「お願いします！」

　乗客も口々に期待の言葉をかけてくる。

「ちょっと春はる足たり！　なに素直に名乗ってるのよ！」

「だって事実じゃないか。ぼく達たちは探偵だ」

「そうだけどっ！」

　春足はうつひの抗議もろくに聞かず、トコトコと死体のそばに歩み寄ると、乗客全員に聞こえるように大きな声でこう言った。

「みなさん、この事件、我々月つき岡おか探偵社が総力をあげて解決してみせましょう！」

　おお！　と歓声があがる。拍手が響く。指笛を鳴らす者すらいる。

「大口叩たたいちゃって……本当に解決できるの？」

　うつひが肩を寄せてそう尋ねると、春足は不敵な笑みを浮かべた。

「平気だよ。これはごっこ遊びなんだから」

「ごっこ……？」

　うつひにはどういうことかよく分からなかった。

「ではみなさん、ぼくに証言を聞かせてください」

　春足が促すと、まず夫人がこう言った。

「夫はワインを飲み干したすぐあとに苦しみだしたのよ。きっと誰かが毒をもったんだわ！」

「ふむふむ」

　春足は神妙にうなずく。けれどうつひは大いに困惑した。

「えっ？　そんなはずは……だってあの人はお腹なかにナイフを刺されてそれで……」

　夫人の証言が最初と変わっている。うつひは思わず死体を振り返って確かめた。男は確かに腹から大量の出血をしていたはずである。

「あれ!?」

　しかし死んだ男の腹にはナイフなど刺さってはいなかった。腹からの出血も見られない。代わりに男は口から大量の血を吐き出していた。

「そんな！　さっきは確かに……」

　別の乗客が言う。

「いいや違うぞ、その人は向こうの車両から突然入ってきた大柄な男に首を絞められて殺されたんだ。オレは確かにこの目で見た！」

「ちょ……ちょっと待ってください、そんなこと……」

　うつひはその発言にほんの一瞬死体から目をそらした。そして再び死体に視線を戻すと、今度は男の首に荒縄がきつく巻きついていた。その顔色は青黒く変色しているが、口から血など吐いていない。

　さらに別の乗客が発言する。

「違う違う！　その人は急に自分の左胸を押さえて苦しみだしたんだ。きっと持病の発作かなにかで死んだんだよ」

「待て待て、そうじゃない！」

「いや俺の話を聞いてくれ！」

「わたしも見たわ……」

　いつしか乗客は他人の発言などおかまいなしで次々に証言を口にしはじめた。うつひがなにを言っても聞こうとしない。

「は……春はる足たり、なんだかへんよ……どれも証言が食い違ってる。こんなのおかしいわ……！」

「なんだか芥川龍之介の『藪やぶの中』みたいだ……」

「だから言っただろ。これはごっこ遊びなんだよ。推理ごっこ。いや、推理すら必要ない、ただの探偵ごっこだ」

　静粛に！　と春足は手を二度、三度と叩たたき、皆の視線を集めた。

　乗客はすっかり黙り込み、春足の次の言葉を待っていた。

　その期待に応こたえるように、春足は言った。

「ぼくはみなさんからの証言と現場から得た情報を、妖よう怪かい探偵の五原則に照らし合わせ、じっくりと推理をいたしました」

　いつじっくり推理などしたのだろう。明らかにそんな時間はなかった。うつひには分かっていた。春足はデタラメを言っている。

　ハッタリだ。





　妖怪探偵の五原則







　（一）　犯人は人間であってはならない。

　（二）　犯人は犯行方法に超自然能力を用いること。

　（三）　提示された証言や証拠は必ずしも真実でなくともよい。

　（四）　犯人が変へん化げして探偵を騙だます場合は、とことん荒こう唐とう無む稽けいでなければならない。

　（五）　犯人は妖怪軍団や群れなど、どのような巨大な組織であってもよい。






「その結果、犯人が分かりました」

　その場がいっせいにざわつきはじめる。

　春足はかまわずポケットから化ばけ札ふだを何枚か取り出した。それぞれの札に違う絵が描かれている。

　火か車しや。

　絡じよ新ろう婦ぐも。

　鎌かま鼬いたち。

　見越し入道。

　精しよう螻け蛄ら。

　その中に登録されている妖よう怪かいの不思議の力も様々だった。

　いずれも過去に春はる足たりがその生き血を吸って得た物ばかりだ。

　ちなみに先日探偵社で藤とう中なか相手に披露したのは見越し入道の力だ。見上げれば見上げるほどに体が大きくなり、しまいには尻しり餅もちをついてしまうという怪異である。

　春足はその中からさきほど登録したばかりのショウケラの札を選ぶ。

「さっそくおまえの力を借りようかな」

　化ばけ札ふだを自らの額に当て、瞳ひとみを閉じ、唱える。




　──妖怪の、毒を喰くらわば、不思議まで。




「祟たたれ、精螻蛄」

　その瞬間、札があざやかに光り輝いた。十五夜の月のように。六月の若い蛍のように。

　すると、札の中に描かれたショウケラがぬらりと動いた。

　ショウケラは札から春足の手の肌をすべるように移動して、袖そでの中へ入っていった。

　そのまま服の下で背中まで移動すると、ショウケラの絵は刻印のように春足の肌に刻きざまれた。

　焼きごてを押し当てられたような痛みが春足を襲う。

　春足は顔をわずかにゆがめてその痛みに耐え、ショウケラの血が体に馴な染じむのを待った。

　額につけた札の中にはもうショウケラの姿はない。それはもう、春足の中に入り込んでしまったのだ。

　春足自身に、とり憑ついたのだ。

　春足はその瞳を開き、乗客達たちを見据えた。その瞳はさきほどまでの彼の物ではなくなっていた。

　それは妖怪ショウケラの眼めだ。

「犯人は──」

　異形の目をぱっちりと開けてこう言う。

「あなた達全員です」

　その一言を聞いた瞬間、乗客全員の動きがピタリと止まった。すべてが一瞬で凍りついたように、不自然なほど動かなくなった。

「春足、視みたのね」

　うつひも、そして弥や人ひとも知っている。春はる足たりはショウケラの能力をその目に宿し、相手の罪を見透かしたのだ。

　化ばけ札ふだに登録した妖よう怪かいを自分自身に祟たたらせ、一時的にその力の一部を借りる。それが化札のもうひとつの使用法なのである。

　春足は他にも事件を通して出会った妖怪の不思議の力を、いくつか化札に登録している。春足はそれらを状況に応じて使い分ける。

　そして今、ショウケラの力によって相手を見透かし、春足はその場の全員に罪があるのを視みた。

　春足は乗客達たちを指差す。

「そろそろ正体を現したらどうだ」

　すると不気味な古代遺跡のように完全に静止していた乗客達が、ぽつりぽつりと言葉を口にしはじめる。

「犯人？」

「オレ達が犯人？」

「わたし達が犯人？」

「アハハ、犯人犯人！」

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ」

　化物列車に無数の笑い声がこだまする。

「な、なによう！　開き直る気!?」

　その不気味な笑い声の合唱に内心怯おびえつつも、うつひは強がって拳こぶしを前に突き出した。春足に盆踊りだと評された、得意の動きである。

　すると乗客全員が声を揃そろえて言った。

「いよっ！　お見事！」

　と同時に、ドロンと音がして彼らの体がいっせいに煙に包まれた。チャンバラ映画で忍者が退散するときに使う煙玉さながらに、車内は煙で覆われ、春足達はしばし視界をさえぎられてしまった。

「ケホケホッ……なによこの煙！　目にしみるー！」

　うつひは目に涙を溜ためて周囲に手を伸ばした。

「春足、弥人、どこー？」

　するとその手に触れるものがあった。

「あ、いたいた」

　きっと春足か弥人のどちらかに違いない。うつひは安心してそれをたぐり寄せる。

「気をつけて、なにが起こるか分からないわよ！」

　勇ましく声をかけて周囲をうかがう。すると春足の声がする。

「気をつけたほうがいいのはうつひのほうだ」

「うつひ、こっち……」

　弥や人ひとの声もする。しかしそれはうつひのいる場所からずいぶん離れたところから聞こえた。徐々に煙が薄れてゆき、そこにふたりの姿が見えた。

「あれ……？　それじゃ今わたしが掴つかんでるのは……」

　恐る恐る己の手の先を見る。うつひが掴んでいたのは肌色の長い棒状の物だった。過去に見覚えのない代物だ。

「えーっと、これは……」

　しかしよく見るとそれは棒などではなかった。柔らかく、弾力性があり、蛇のようにぐにゃりと曲がっている。

　その先には女の顔がくっついていた。女はうつひを振り返るとにっこり笑って「こんばんは」と言った。

「あ、どうもこんばんは」

　うつひも律儀に挨あい拶さつを返す。

　それは轆ろく轤ろ首くびだった。うつひはにゅうっと伸びたその首を掴んでいたのだ。

　うつひはそうっと首から手を離すと、取りつくろうようにほほほと笑った。

　すると轆轤首はお邪魔しますねーと言って首を伸ばし、うつひの股またの下を潜くぐり、背中から首元に巻きついてきた。

「いやー！　お股に！　にゅるって！　いやー！」

　うつひは盛大に悲鳴を上げてその場から逃げ出した。

　そのまま春はる足たりと弥人の間を走り抜けていく。

「おお、すごいスピードだ」

「うつひ、普通にべそかいてたね……」

　春足と弥人はしょうがないなあという顔でうつひを追いかけた。三人のうしろを轆轤首の首が追いかけてくる。

「相変わらずうつひは怖がりだな。妖よう怪かい探偵のくせに」

「こ、怖くなんかないもの！　ひゃあ、前からもいっぱいきたあ！」

　轆轤首、からかさ小僧、一つ目小僧、小豆洗い、提ちよう灯ちんお化け、三しや味み長ちよう老ろう、どうもこうも、五ご徳とく猫ねこ──。

　煙が完全に晴れたとき、車内にはあらゆる化物が姿を現していた。

　騒ぎながらも三人は列車の進行方向に向かって走った。




「なによなによもう！　首だったわよ！　勘違いで触っちゃったわよ！　けっこうお肌すべすべだったわよ！　うあーん！」

「うつひ泣くな……」

　走りながら器用に泣くうつひを弥や人ひとが慰める。

「どうするのよ春はる足たりー！　なんとかなるって言ったじゃなーい！」

　逃げながらうつひは少し前の春足の発言を捕まえて抗議をする。

「ぼくはそんなこと言った覚えがない」

　しかし春足はすっとぼけてみせるばかりである。

「うそ！　言ったわよー！　絶対言った！」

「ム！　いつ言った？　何時何分何秒、おまえが何回血ヘドはいたとき？」

「一度もはいてない！」

「ふたりとも前見て走ろうよ……」

　お決まりのやりとりを繰くり広げつつも、三人は襲いくる妖よう怪かいを器用にかわしながら走る。

「化物列車の本領発揮ってところか。よし、この車両を抜けて、先頭車両を目指そう！」

　袖そで引ひき小こ僧ぞうが文字通り春足の袖を引いて逃がすまいとしてくる。春足はそれを振り払い、ドアを開けて食堂車から出た。

「ふたりとも、こっちだ」

　そしてすぐに振り返り、うしろからやってくる弥人とうつひを招き入れようと手を差さし伸のべた。

　その瞬間、春足の目の前の空間がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　気のせいではない。書き損じた手紙を両手で丸めるみたいに、空間がひしゃげたのだ。

「これは──！」

　そこにアナウンスが響く。




　──当列車ではお食事の途中でのご退席はご遠慮頂いております。それでもなお車両から出ようとされる困ったお客様には、怪しく楽しいお仕置きをさせていただきまーす。




「春足！」

　弥人の声が聞こえる。

　しかし目の前にいるはずの弥人の声が、春足にはずいぶん遠くに聞こえた。

　うつひもなにか必死で叫んでいるが、彼女の声にいたってはほとんど耳に届かなかった。

　ぐんと列車が加速したように感じられ、それとともに弥人とうつひの姿が、双眼鏡を反対側から覗のぞいたときのように、あっという間にはるか彼方かなたへと遠ざかっていった。

　空間が歪み、ふたりと春足との間の距離が無限に引き延ばされたのだ。

　ドアは音を立てて閉まった。





　　　　　　　＊







　【13号車】






　気がつくとそこは見知らぬ場所だった。

　目を開けたとき、目の前にはフー助がいて、かいがいしくうつひの頬ほおを舐なめていた。気を失った主人の目を覚まそうとしていたらしい。

「わたし、春はる足たり達たちと通路をかけぬけてそれからドアの向こうに飛び込んで……それで……」

　気を失う直前のことを思い出しつつ、あたりをうかがう。

「ここ……どこ……？」

　そこは見知らぬ広い座敷だった。足元には畳が敷き詰められており、いったい何畳あるのか見当もつかない。ずらりと並んだ襖ふすまの上には菱ひし形がたに美しく組まれた欄らん間まがどこまでも伸びている。

「春足……弥や人ひと……？」

　ふたりの姿は見当たらない。離れ離れになってしまったようだ。

「わたし、列車の中にいたはずなのに……どうしてこんなところに……あっ！」

　思わず声をあげた。

　うつひの目の前に男が倒れていた。うつぶせになった男は腹から血を流している。

「こ、これは……？」

　身なりからして侍のようである。

　侍の横には元服前の少年がいる。浅あさ葱ぎ色いろの着物に白い足袋。こちらも古めかしい格好をしている。

　少年は侍を揺り動かし、必死に声をかけている。

「父上……父上！　ああ、なんということを……！」

　どうやら少年は侍の息子のようである。しかし息子がいくら声をかけても侍はまったく反応を見せない。

「あ、あの……大丈夫ですか……？　怪け我がを……」

　思わず声をかけた。しかし、男はすでに死んでいた。

「おのれ……おのれよくも父上を！」

　息子はうつひをにらみ、恨み言をぶつけてくる。

「わ、わたしはなにも……」

　と、弁解しようとして気づく。うつひの右手に血ぬられた短刀が握られていた。

　ピタピタとしたたる血はその刃の先から落ちている。畳の上に落ちて、そこにしみ込んでいく。

「え……!?」

　うつひは全身に鳥肌が立つのを感じた。

「わたし……わたしが──」




　殺したの？




　いつ？　なぜ？

　必死になってこのような状況に陥るまでの経緯を思い出そうとする。

「でも……わたしは気がついたらここにいて……なにも覚えが……」

　そう考えて、疑問がわく。果たしてそうだっただろうか？

「違う……違うわ。確か……わたしはススキ野を歩いてた……」

　長い長い旅の途中だった──ような気がする。

「そのうちにあたりに霧が出てきて……、前もうしろも分からなくなったんだわ。そしたら目の前にこのお屋敷が見えたから……」

　門を叩たたいたのだ。

　そして、主あるじの息子に中へ通された。ふらふらと、薄ぼんやりとした心持ちであとをついていったような覚えはある。

　──長旅でお疲れでしょう。

　──今夜は泊まってゆかれるといい。

　それから親切な屋敷の主、左さ膳ぜんの好意で部屋をあてがわれ、夕食まで用意してもらった。

　確か、そうだったような気がする。

　それから──。

　そこからの記憶がない。

　気がついたら、左膳は腹から血を流して死んでいた。そして息子の証言では、どうやらうつひが短刀で刺したようである。

「無む垢くな女のふりをして宿を借り、家人を殺して強盗を繰くり返す。近頃、そんな女盗賊が出るという話を聞いていたが……おまえがそうなのだな！　我が小こ宮み山やま家に狙ねらいをつけてきたというわけか！　心優しき父上の好意を踏みにじり、このような凶きよう行こうに出るとは血も涙もないやつめ……！」

　息子は涙を流している。

「と、盗賊……？　わたしが……？」

　うつひはめまいを覚えた。自分が盗賊などではないことは重々承知している。

　わたしは探偵……盗賊なんて、誤解だ。

　しかし、確かに自分は血のついた短刀を握っている。なにかの間違いで左膳を刺してしまったのかもしれない。絶対にやっていないとは、言いきれない。

「でもわたしは探偵で……今は化物列車を……」

　本当にそうだろうか？　そもそも自分は本当に探偵なのだろうか。

　世を捨て、法にそむき、蛮ばん行こうを繰くり返す盗賊なのではなかったか。

　今日も手はず通りに屋敷に上がり込み、左さ膳ぜんを殺して金品を……。




「……………………違う」




　うつひはそうつぶやき、短刀を手て放ばなした。落ちた短刀がサクリと畳に突き刺さる。

「わたしは、やってない」

　うつひは自らに言い聞かせるようにそう言った。

「いまさら言い逃れか！」

「違うもん！　やってないったらやってなーい！」

　うつひは子供のように唇をとがらせてそっぽを向いた。

「むむう！　なんとふてぶてしい娘か！」

　怒気をはらんだ息子の言葉にも、もう惑わされない。

「騙だまされないわよ！　あなたが言った小こ宮み山やまっていう苗みよう字じ、それに主人の左膳っていう名前、どっちもなんとなく引っかかっていたけど、思い出したわ。小宮山左膳といえば江戸本ほん所じよ三み笠かさ町ちようの旗本、ここは本所七不思議にも数えられているお屋敷、通称・足あし洗あらい邸やしきね！」

　本所七不思議のひとつ、足洗邸。

　江戸時代、小宮山左膳という侍がいた。左膳の屋敷にはひとり息子と下げ女じよがいた。この下女は屋敷を乗っ取ろうと企たくらみ、息子が留守の間に自分の恋人の男に左膳を殺させた。

「あなた達たちは左膳親子に化け、わたしに左膳さんを殺す女の役を押しつけたのよ」

　昔話ではその後息子は無事父親の仇あだを討つのだが、それ以降その屋敷では不思議なことが起きるようになる。

　それは──。

「ただでは帰さんぞ！　金こん輪りん際ざい、悪あく行ぎよう三ざん昧まいの盗賊稼業からは──」

　息子は両手を天井に掲げ、こう叫んだ。




「足を洗え！」




　すると大木と見まがうほどに巨大な足が、バリバリと天井を突き破やぶってうつひの頭上に降ってきた。

　うつひは畳の上を転がるようにしてそれを避け、すぐに立ち上がった。

「その後、小こ宮み山やまのお屋敷では血まみれの大きな足が天井から下りてくると噂うわさされるようになった。七不思議の話の通りね」

　うつひの言った通り、その足は血にまみれて汚れていた。

「あなた達たちは実際の七不思議を模倣してわたしを脅おどかしていただけだったのよ！　でもタネが分かれば話の筋も見える。もうこわくなんかないわ！　ほらほら、どうしたの？　二の足を踏んじゃって、怖おじ気けづいたのかしら？」

　うつひは両手を頭の上に持ってきてひらひらとさせ、巨大な足と息子を挑発してみせた。謎なぞを暴いたことですっかり調子に乗っている。

　息子のほうは完全に頭に血が上っている。

「むぐぐ！　腹が立つー！　やってしまえー！　ぺしゃんこだ！」

　足は息子の命を受けてすぐに動き出した。いったん屋根の上に消えたかと思うと、またすぐにうつひめがけて落ちてくる。

「わっ！」

　その速度が思っていたよりもずっとはやくて、うつひは焦った。

　足は何度も何度も踏みつけてくる。避けるので精いっぱいだった。

「ちょっと待って！　ごめん！　待って！　うそうそ！　さっきのうそ！　堪忍して！　仲良くしよ！　あ、ポケットにオブラートがあった！　食べる？」

　さっきまで調子に乗っていたのがうそのように、情けない言葉を並べ立てている。

「アハハハハハ！　ウシガエルのように潰つぶれるがいい！」

「乙おと女めをつかまえてウシガエルとは失礼なっ！　せめてかわいいアマガエルにして！」

　追いつめられすぎて見当違いな指摘をするうつひだった。

　いまや座敷の天井も床も穴だらけ。それでもなお巨大な足の動きは止まらない。

「いいぞ、もっとやれ！　わしの仇かたきを取るのだ！」

　見ると、いつの間にか死んでいたはずの左さ膳ぜんも起きあがって息子を応援している。相変わらず腹部からも口からも血を流しており、顔色も悪いが、元気そうだった。もううつひを騙だますための心配りは必要ないと考えたのだろう。

「あ、足がつるー！　こんなことなら毎朝のジョギングなまけるんじゃなかったー！」

　もはやうつひの体力も限界を迎えようとしていた。

「それ、もうひと息だ！」

　ついに座敷のすみへおいやられ、逃げ場を失う。

　そこへ容赦なく足が襲いかかる。

　しかしうつひは逃げようとせず、反対にその場で両足にグッと力を込めて相手を見すえた。

　そして指をキツネの形に組み、唱える。




　──化けるが勝ちか、逃げるが勝ちか。オキツネサマの云いうとおり。こんこん、わいわい、イズナよ来たれ。




　すると彼女の影から勢いよくイズナ達たちが飛び出してきた。

「イズナ変へん化げ隊！　壱いち号から拾じゆう玖きゆう号まで展開！」

　そしてうつひの前で組体操のピラミッドのような具合に立体的な陣形を組んだ。イズナ達による防壁である。

「変化！」

　うつひが一声かけるとイズナ達はコーンと鳴いていっせいに変化していった。

　そこへほとんど同時に巨大な足が勢いよく降ろされた。

　足はイズナ達もろともうつひを踏みつぶしたかに見えた。

　しかしなぜか悲鳴を上げたのは左さ膳ぜんだった。

「ギャー！」

　左膳はひっくり返って自分の足を押さえている。

「い、いったいなにが……!?」

　息子はわけも分からずオロオロとしている。













「これを見なさい！」

　潰つぶされてしまったかに思われたうつひが大足の後ろから無傷で姿を現した。

「あ！　足の裏に！」

　息子は思わずおどろきの声をあげる。大足が踏みつけていたのは無数の棘とげだった。

「剣山よ！　うちの子達たちの中でも変化の得意な子に化けてもらったわ」

　踏みつぶされる直前、イズナの一匹一匹がうつひを守るための壁となり、さらに生け花に使われる剣山に化けていたのだった。その鋭利な針が大足の裏に突き刺さっている。

　うつひは左さ膳ぜんを指差す。

「この大足はあなたが術を使って出現させていたのね。だから大足が剣山を踏んで受けたダメージがそのまま術者であるあなたに返ってきた」

「うぐぐ……！」

　左膳の苦しそうな表情が答えだった。

「いい塩あん梅ばいに足ツボが刺激されたかしら？」

「く……くそう！　ここはいったん逃げ……ギャ！」

　不利を察してすばやく退却を試みた息子だったが、しかし、突然悲鳴を上げてその動きを止めた。まるで背中に氷でも入れられたように。

「ど、どうした？　おまえもトゲトゲ踏んだか……？　ギャッ！」

　続けて左膳も同じように悲鳴を上げ、直立して動かなくなった。

「ふっふっふ」

　部屋のすみで、うつひが勝ち誇った笑い声を上げた。

「ついに尻尾しつぽを出したわね！」

「おまえ……な、なにをしたあ……！」

「人のことより足元の豆を拾えってことわざ、知らない？　うちの子達に頼んで、こっそりあなた達のうしろにまわり込んでもらったのよ。わたしが逃げまわっておとりになっている間にね」

　うつひの言葉に親子は自分の背後を見た。そこにはうつひの放はなったイズナがおり、親子の尻しりに噛かみついていた。いや、正確には尻から生えているけものの尾に、噛みついていた。

「あ……ああ！　父上……どうしよう！　文字通り尻尾を掴つかまれちゃった！」

「どうしようってお前……尻尾を掴まれたらわしらはろくに動けないから……ど、どうしよう……？」

　親子はなす術すべなしといった様子でうろたえている。

　危なかった……とこっそり胸をなでおろしたあとで、うつひは立ちあがってその胸を張った。

「すべて計算通りよ！」

　命令がなければどこを踏んでいいのか分からないらしく、巨大な足は床に突き刺さったまま静止している。

「今のうちにこのおっきな足をなんとかしなきゃ。フー助！」

　うつひが一声かけるとフー助は空中で一回転してデッキブラシに姿を変えた。化けるのはキツネのお家芸だ。

　うつひはデッキブラシを手にすると、えいやと足に向かっていった。そしてためらいなくゴシゴシと血まみれの足をこすりはじめた。

「七不思議では、天井から下りてきた足は、きれいに洗ってやれば姿を消すという話よ。みんなも手伝って！」

　他のイズナもうつひの影から出てきて足掃除を手伝う。足はみるみるうちにきれいになっていった。

「ああ、やめろ！」

「そんなにきれいにしたら消えてしまうー！」

　親子の悲鳴も空むなしく、とうとう足は血の一滴もついていない清潔な状態になった。どことなく足も満足しているように見える。

「お掃除完了！」

　うつひが宣言すると、足はドロンと音を立て、煙とともに消きえ失うせた。

「あーすっきり！」

　うつひは額の汗をさわやかにぬぐって、今度は直立する親子の前に立った。

「さて、次はあなた達たちの番よ」

「ひぃ！」

　親子はたがいに抱き合って震えていた。その構図は、うつひが本当に女盗賊かなにかで、善良な親子を脅おどしているように見えなくもない。

「足を洗うもなにも、わたしは盗賊なんかじゃない。探偵なの！　分かった？」

　子供に言い聞かせるようにそう言うと、親子はコクコクと何度もうなずいた。

　分かればいいのよ、とうつひは肩の力を抜く。

　デッキブラシに化けていたフー助も元の姿に戻り、彼女の肩に乗った。

　フー助の姿を見て左さ膳ぜんが憎々しげに言う。

「くそう、よりにもよってキツネなんかにしてやられるとは……」

「よりにもよってって……そういえばその尻尾しつぽ……あなた達、もしかしてムジ……」

「覚えてろよ！」

　親子は捨すて台詞ぜりふとともにその場に煙をまき散らした。相手の気になる言葉に身を乗り出したところで、ドロンと煙を浴び、うつひは盛大にむせた。

「うわっ！　また煙！　ケホケホ！　ケホホ！」

　目を開けると、そこにはもう親子の姿はなかった。

「に、逃げられたあ！」

　しかし同時に小こ宮み山やまの屋敷もすっかり消きえ失うせ、うつひは元の列車の中に立っていた。

　穴だらけになった座敷も、深い霧も、怪しいススキ野原も、もうどこにもない。

「せっかく追いつめたのに！　……でも無事抜けられたから、いっか」

　悔しがるのもそこそこに、気持ちを切り替えて前を向く。

　今は一刻もはやく先頭車両を目指さなければならない。

　春はる足たりと弥や人ひとのことも心配だ。しかし気持ちとは裏腹に、うつひの足はすぐには動いてくれなかった。

「……逃げまわったせいで足が棒になっちゃった」

　もっと体力をつけよう。そう心に決めてうつひはヘロヘロと車内を駆け出した。





　【６６６号車】






　そこは川だった。

　上流から下流へ、緩やかに流れている。まごうことなき清流だ。

　真夜中だったはずなのに、窓の外には青空が広がっていた。そしてそこには太陽らしき物がいくつも昇っており、眩まばゆい日差しが水みな面もを宝石のようにきらめかせていた。

　弥人はその流れの中に立っていた。腰から下は水の中である。

　気がついたとき弥人は川の中を漂っていた。おかげで危うく溺おぼれかけた。『不ふ可か思し議ぎ庵あん』で借りた本はすっかりびしょ濡ぬれだ。

「今度みさごさんに謝らないと……」

　三人とも別々の場所に飛ばされてしまったことを弥人はすぐに察していた。けれど、春足もうつひも無事だと信じている。

　──あのふたりはそんなにやわじゃない。

　弥人の足元を美しいうろこの魚が数匹泳いでいる。顔をつけて水中を覗のぞいてみると、他にも小さな蟹かにや亀かめ、金魚や錦にしき鯉ごいもいた。川底で揺れる水草は弥人の脚をなでる。

「列車の中に川か……」

　顔を上げて背後を振り返ってみる。下流へと流れていく水がどこへ消えていくのか興味があったのだ。しかし車両はその果てが見えないほど長く、水の行方は分からなかった。

「春足達たちを探そう……」

　弥人はひとまず川の上流を目指すことにした。先頭車両を目指そうと春足は言った。それなら川の流れに逆らって進めばいずれ合流できるはずだ。

　少し進んだところで弥人は足を止めた。そして上を仰ぎ見る。

　そこに、朱色の立派な反り橋が架かかっていた。なんのために、どうやって架けたのか見当もつかない。そもそも、この車両の天井はあんなにも高かっただろうか。

　水みな面もの揺らめきが照り返しによって橋の裏や両側の壁に映り、幻想的な模様を描いている。なんとも不思議な眺めだった。

　とうていこの世の物とは思えぬ光景に、弥や人ひとは息をのんだ。

　格子窓から差し込む日差しは熱く、胸元を汗が伝う。

　川を上るうちに、弥人はずいぶん開けた場所に出た。

　泉のようである。底は水が溜たまって淀よどんでいる。

　周囲にはさっきまでのような格子窓や橋はない。ただどこまでも木張りの壁がそびえているだけだ。

　壁には椿つばきの木がびっしりと描かれている。

　それは確かに絵にすぎないはずなのだが、泉には赤い椿の花びらが無数に浮かんでいた。朽ちてもおらず、色あせてもおらず、不自然なほどに色鮮やかな花びらだ。

　濃厚な花の香りがあたりに立ち込めている。

　泉の中心部には荒れ果てた寺が建っていた。

　寺は泉の上に浮かぶように建てられているが、不思議なことに寺に通じる橋はどこにも見当たらず、完全に孤立していた。

　弥人は寺に泳ぎつくと着物の袖そでを絞り、階きざはしを上った。屋根の下に入ったとたん、あたりがグッと陰り、その場に雨が降りはじめた。

　シャラシャラと音を立てて雨粒が水面にはじける。

　泉の中で赤や金色の魚が泳ぐのが見える。ここにも鯉こいがたくさんいるようだ。

　寺の回廊を一周してあたりを探ってみたが、どこにも先に進めそうな道が見当たらなかった。

　弥人の裾すそからしたたり落ちるしずくが、回廊の朽ちかけた床にしみ込んでいく。

　水に濡ぬれて冷えてしまったのだろうか。ふいに寒気がして、弥人は自分の二の腕を抱いた。

「お困りのようですな」

　出し抜けに背後から声をかけられて振り返ると、そこには年老いた僧そう侶りよが立っていた。きれいに剃そりあげた頭に真白なヒゲ、体は折れてしまいそうなほど痩やせ細っている。

「拙せつ僧そうはセンカイ。この寺を任されておる」

　ヨレヨレの袈け裟さの袖が湿った風になびいている。

「よければ中に入って温まりなされ」

　そう言ってセンカイは弥人を寺の中へ案内した。

　寺の中はずいぶんと荒れ果てていた。まるで廃寺のようだったが、坊ぼう主ずがいるのだからそうではないのだろう。

　弥や人ひとは客間に通され、薄い座布団の上に落ちついた。向かい合うようにしてセンカイも座る。

「いや、お恥ずかしい。みすぼらしい寺だとお思いでしょうな。しかしここはご覧の通り湿気がひどくてな、直した端はなからまた朽ちてゆく。手がいくらあっても足りん」

　確かに、壁にはカビが生え、天井の板は湿気で反り返り、雨漏りもひどい。

　センカイ和尚は茶を出してくれた。

「して、そなたは旅の途中かな？」

「オレは──」

　違う、と言い掛けて思いとどまった。そういえば自分達たちは列車に乗っているはずなのだ。だったら列車の旅と言えなくもない。しかしそのことは黙っておいた。

「仲間を探しています」

「ほう、仲間。しかしここはどん詰まり、川の水源じゃ。これより先へ進む道はなかったように思うが」

　さきほど軽く見てまわった限りでは、確かに道らしき物は見当たらなかった。

　弥人は腕を組んで考えた。周囲の風景も当然妖よう怪かいの仕掛けてきた幻術だろうが、かならずどこかに進むべき道はあるはずだ。

「おしょうさま、そのこ、だあれ？」

　気がつくと開いた障子の向こうに藤ふじ色の着物姿の女が立っていた。肩までかかる黒髪が頬ほおや細い首筋に貼はりつき、その先からしずくがしたたっている。

「おお、キョウか。こんな雨の日まですまぬな。こちらは旅の青年で……」

「弥人です……」

　あらためて名乗り、頭を下げる。

「弥人殿、この娘こはキョウと言って、下流に住む漁師の娘じゃ。毎日ここへ通っては食事の支度やら掃除やらと、かいがいしく世話を焼いてくれている」

「キョウ、よろしく」

　そう言って頭を下げると、キョウはひゃーと声をあげて廊下を駆けて行った。

「すみませんな。あの子は今年で十七になるが、頭の中はいつまで経たっても子供のままでして」

　その後、弥人はセンカイの勧めもあって濡ぬれた着物を干すことにした。その間、代わりにと用意された白しろ襦じゆ袢ばんに袖そでを通した。

　ひと心地つくと弥人は改めて寺の回廊へ出てみた。雨はまだ降り続いている。泉の水かさが増えたら寺はどうなるのだろう、と心配したが、センカイは落ちついていたので、きっとそういった心配はないのだろう。

　廊下を歩きながらあたりに目を凝らす。しかし、先に進む道を見つけようにも周囲の景色は雨のせいでぼやけており、これという手掛かりは見つからなかった。

「やひと、あめがやむまでここにいろって。ここでねたらいいよ」

　階きざはしに腰をかけてぼんやりしていると、どこからかキョウがやってきてそう言った。要するに今日はここに泊まっていけとセンカイ和尚が言っているよ、ということらしい。

「ありがとう……」

　あとで和尚にも礼を言おう、と思っていると、キョウが弥や人ひとの隣に腰を降ろしてきた。

「やひとはどこからきたの？」

　子供のように無邪気な顔をしている。しかし歳としは弥人よりも上だ。

　質問には下流から、と答えておいた。

「やひとはどこへいくの？」

「分からない。でも仲間を探さなきゃならないんだ……」

　これには素直に答えたが、しかしキョウは首を振った。

「そうじゃなくて、やひとのたましいはどこへいくの？」

　子供と思わせておいて意外と哲学的な質問だった。

「それはなんとも言えない。列車と違ってレールがないから……」

　そうかそうか、と笑ってキョウは弥人の背中に覆いかぶさってきた。歳相応、以上に発育した乳房をあますところなく背中に押し当ててくる。その肌はしっとりと湿っていて、吸いついてくるようだ。

　なぜか気に入られてしまったらしい。弥人は困った。

「やひと、なぞなぞしよう」

「うん、いいよ」

「せいかいしたらなんでもしていいよ」

「女の子がそういうことを簡単に言っちゃいけないよ……」

「なにをしてもじゆうだよ。やひとはえかきになってもいいし、がくしゃになったっていいんだよ。きみのみらいはむげんにひろがっているよ」

「そういう意味か……」

　自己啓発本に出てきそうな話だった。

「じゃあもんだいね」





　　ある男が、両目をいっぺんに開いて使うのはもったいないと考え、左目を閉じて生活をはじめた。十年後、男は右目を患って失明した。そこで男は今こそ節約しておいた左目を使うときだと、閉じていた左目を開けた。






「さて、どうなった？」

「うーん……」

　弥や人ひとは少し考えるふりをした。そう、ふりである。

　この話は聞いたことがあった。確か上方落語の演目の中の一節だ。すんなり答えては悪いような気がしたので、たっぷり熟考してみせてから分かった、と言って答えた。

「左目を開けると、周囲には見覚えのある人が誰もいなくなっていた」

　右目は十年間世間を見ていて、周囲の人も、時代の移り変わりも見て知っているが、左目はその間ずっと閉じられていてなにも見ていなかった。だから周りの人間のことを誰も知らず、時代に取り残された。

　これは記憶や記録が脳ではなく、それを見る目の中に残るという考えから生まれた噺はなしだろうと、弥人は考えている。

「ざんねん。ちがうよ」

　しかしキョウは不正解だと言った。

「正解はなに……？」

「十年ぶりに開けた目があくびをした」

「なるほど……」

　今度は単純な話だった。

　そうして遊ぶうち、いつしか雨は止やんだ。

「やひと、およごう」

　空が晴れたことを知ると、キョウは階きざはしを滑るようにして泉の中に入っていった。興味の対象がコロコロと変わる。本当に子供のようだ。

「さかなみたいにおよごう」

　その言葉通り、キョウの藤ふじ色の着物が高級な金魚のヒレのように水に漂っている。

「まだ体が冷えてるからオレはいいよ……」

「じゃあヒラメみたいにみずのそこにもぐろう」

「ヒラメも遠慮しとく……」

「それならカレイみたいに」

　代案として挙げるほど、そこに違いがあるとは思えなかった。

　水みな面もに浮かぶ椿つばきの花をかき分けてキョウが泳ぎまわるのを、弥人はしばらく眺めていた。

「あの娘こはいつも元気じゃのう」

　いつの間にかセンカイ和尚も廊下に出てきている。ほっほっほと笑って白いヒゲを撫なで、泉の鯉こいにエサをやっている。

　穏やかなひとときだった。

　──オレはなにをしているんだろう。

　弥や人ひとは夢と現うつつの狭間はざまにいるような心持ちだった。

　こんなことをしている場合ではないと分かっているのに、不思議と腰を上げる気になれなかった。

　急いでこの空間を抜け、春はる足たりとうつひを見つけなければならないのに──。

「やひと、なぞなぞのつづきしよう」

　滑らかに背泳ぎをしながら、キョウがふたたびそう提案してきた。

　いいよ、と返すとキョウは大きな声でこう言った。

「什そ麼も生さん」

　それを耳にして弥人はとっさに背筋を伸ばした。作麼生とは、禅問答に用いられる言葉で、さあ、答えてみろ、というような意味が込められている。それはとうていあの娘むすめが使うような言葉とは思えなかった。

　どことなく不自然に感じられる。

「……説せつ破ぱ」

　それでも弥人は正しくそう返した。

　返した瞬間、弥人は泉から寺に上がる階きざはしのすみに一艘そうの小舟が繋つながれているのを見た。弥人がここにきたときにはなかったものだ。舟の上には濡ぬれた番ばん傘がさが畳んで置いてある。

　弥人はゾっとした。

　いや、舟も傘も、キョウがここに来るのに使った物だろう。そこにはなんの不思議もない。

　だが、問題はそこではない。

　最初にキョウが客間に現れたとき、彼女はどんな状態だった？




　──肩までかかる黒髪が頬ほおや細い首筋に貼はりつき、その先からしずくがしたたって……。




　全身がぐっしょりと濡れていたはずだ。

　泉を泳がず、小舟を使って渡り、雨に濡れないようわざわざ傘まで用意したのに？

　いつの間にかキョウは弥人の目の前にいた。水から上半身を出して弥人の腕を掴つかみ、「もんだいね」と言った。

「両足八足大足二足横行自在両眼大差天に指すは如い何かに」

　彼女の口から紡つむがれたのは、不思議な言葉の羅列だった。

　その問題を耳にした瞬間、弥人はすべてを理解したが、そのときすでにキョウに引っぱられて泉の中へ頭から落ちていた。

　さっき泳いだときとはまるで違う、生ぬるい水が体にまとわりついてくる。

　必死でもがき、なんとか水みな面もに顔を出すと、廊下からセンカイ和尚がじっとこちらを見ていた。

「すっかり仲良くなったようじゃの。けっこうけっこう。弥や人ひと殿、どうかな？　そのまま沈んで、泉の底でキョウとともに静かに暮らしてみては」

　その口調はさっきまでとなにも変わらない。しかし、言っていることは明らかに理不尽で、残酷だった。

「やひと、たましいはどこへいくの？　こんやはなにがたべたい？　ヒラメ？」

　弥人の腕にはまだキョウが絡みついている。というよりも、なにかに強く挟まれているようだった。

「わたしはやひとがたべたい」

　腕を挟む力がいっそう強くなり、弥人は苦く悶もんの表情を浮かべた。水もいくらか飲んでしまい、息が詰まる。

「もっとてこずるかと思ったが、しょせんは子供だったか」

　和尚は溺おぼれかけの弥人を眺めて満足げにつぶやくと、踵きびすを返してその場を立ち去ろうとした。

　だがその背中に弥人が声をかけた。

「まだだ。まだなぞなぞに答えてない」

「なにっ？」

　センカイ和尚がおどろいた様子で振り返る。

　弥人は近くを泳いでいた鯉こいを捕まえると、それをキョウの口に押し込んで黙らせた。

「あもあもっ」

　これはこれで美お味いしい、とでもいうようにキョウは鯉を咀そ嚼しやくしている。

　弥人は和尚を睨にらみ返かえす。

「問題を聞いて、すぐにピンときた」





　　両足が八足、大足が二足、横歩きを自在にこなし、その両りよう眼めは大きく離れ、天に向かって伸びている。






「答えは、蟹かにだ」

　弥人の答えを聞いて和尚は背を丸めて苦しげにうめいた。

「ぐぐぐ……まさか……まさかこうもやすやすと答えを言い当てられるとは！」

「妖よう怪かい探偵をなめるな。これくらい知ってる」

　するとふいにあたりが細かく揺れ始めた。それは徐々に大きくなり、水みな面もは海原のように波打った。寺の瓦かわらもずり落ち、あちこちでしぶきが上がる。

　かと思うと、弥人の体がみるみる水中から浮き上がっていった。

　その間、廊下に立っていた和尚の体にも変化が起きていた。和尚の足元の床がバリバリと引き裂かれ、そこから真っ赤な柱のような物が生えてきたのだ。

　柱は木の根のように和尚の体と繋つながっており、和尚の体を宙に持ち上げた。

　それはキョウも同じで、彼女の体は水中から浮かび上がっていく。それによって腕を掴つかまれていた弥や人ひとも宙へと引っぱられたのだった。

　しかし弥人は慌てず、呼吸を整えてから相手の正体を叫んだ。

「姿を現せ、蟹かに坊ぼう主ず！」

　するとより強い揺れとともに、泉の底から大きな蟹がゆっくりと浮き上がってきた。いや、大きなどころではない、朱色のその背に寺がまるまる乗っている。

　弥人が休んでいた寺を水中で支えていたのは、この蟹だったのだ。柱かと思われたのは二本の大足、蟹のハサミだった。

　鋭利な左のハサミの先に泉せん蟹かい和尚の顔が、そして右のハサミの先には鋏キヨウの顔が浮かび上がる。

「和尚も、キョウも、ハサミの化身だったんだ。そうしてオレを寺に留とどまらせて罠わなにはめるつもりだったんだろう」

　弥人は挟まれた腕に力を込めながら、和尚にそう言い放はなった。

「すごいねーあたってるよー！」

「感心しとる場合か！」

　さっきまでと変わらない無邪気さで感心するキョウを和尚が叱しかりつける。

「わけも分からぬうちに水中に引き込んでやろうと思っていたが、こうなっては仕方がない。直接刻きざんでやろう！」

　左のハサミが弥人めがけて振り下ろされる。弥人はそのときを待っていた。少しずつ腕に力を込めて右のハサミから逃れる機会をうかがっていたのである。ハサミに貫かれる直前で身をかわし、宙を舞う。

「あいたっ！」

　お互いを避けきれなかった左右のハサミがぶつかり合う音がした。

「おしょうのいしあたまー！」

「お前がよけないから……！」

　なにやらケンカをはじめている。

　弥人は蟹の背にある寺の屋根に降り立ち、体勢を整えた。

「あきらめろ。蟹であることを見抜かれた時点でおまえ達たちの負けだよ」

　妖よう怪かい『蟹坊主』は山梨県や岩手県など、全国のいくつかの土地で伝えられている伝承である。無住の寺に泊まった旅の僧の前に怪しい坊主が現れ、さきほどのような問答をしかける。しかし答えは蟹だと見抜かれて、退治される。大まかにはそういう筋書きになっている。

「あ、寺の屋根に逃げるとは卑ひ怯きような！　そこにわしらの手が届かないのを知っていての狼ろう藉ぜきか！」

「そっか、ここは安全なんだな」

「しまった！」

「おしょうのばかー！　でもせなかがかゆくてもかけなくてこまってるのはほんとうだよー」

　和尚とキョウのかけ合いをよそに、弥や人ひとは両足を踏ん張り、気持ちを静め、集め、高めた。

　そして胸の前で両手を柔らかく広げる。

　そこにこの世の物ではない書物が、柔らかな光とともに現れた。

　それ自体も淡く光を帯びた、古めかしい和装本だ。




　──開け、鉄かんな輪わ武ぶ具ぐ録ろく。




　そう唱えると風もないのにその本はパラパラとひとりでにめくれはじめた。やがてとある頁ページが開かれる。

「八十五ページより抜粋」

　弥人は開いた頁ぺーじ数すうを口にし、厳げん粛しゆくな気持ちでその中に右手を入れる。水の底の忘れ物を拾うように。

　次にその手を引き抜くと、本の頁からするすると一ひと振ふりの竹刀しないが現れた。香り立つような、美しい竹刀だった。

「抜粋抜刀──妖よう刀とう『かぎろひ』」

　それは弥人の手に吸いつくように握られ、振るいたい方向へ自ら動くかのように感じられる。

　妖刀『かぎろひ』。

　それこそが月つき岡おか探偵社の荒あら事ごと担当、鉄輪弥人の調ちよう伏ぶくの力のひとつである。

「それじゃ乗りかかった寺……いや、舟だし、やることはやっておこうかな」

「ぬかせ！　正体を見み破やぶられたからと言ってそう簡単にやられるわしらではないわ！」

　蟹かに坊ぼう主ずは弥人を屋根から振り落とそうとその胴体を大きく揺らす。ガラガラと瓦かわらが滑り落ちて水の底に沈んでいった。

　弥人も同じように屋根から滑り落ちたが、なんとか泉の上の小舟に着地して逃れる。

　そこへ左のハサミが待ちかまえていた。

　両の刃を高速で閉じてくる。













　そのハサミに挟まれれば人間の体など紙切れのように断ち切られてしまうだろう。しかし弥や人ひとはかぎろひを構えたまま姿勢を低くしてぎりぎりで刃を避ける。

　切られた弥人の髪が数本、遅れて宙を舞った。

　間髪をいれず、右のハサミも襲ってくる。

　今度は後ろへ飛んでそれをかわす。

　泉を囲む壁に足をつき、敵を見すえる。

　また右、左と巨大なハサミが追撃してくる。

　垂直の壁を真横に走り、ジャキジャキと刃を鳴らしながら交互に襲ってくるハサミからすんでのところで身をかわす。

　その光景はまるで狂った食虫植物が小さな蝶ちようを食らおうとしているかのようだった。

「ええい！　すばしこいやつだ！」

　なかなか捕えられず、和尚はじれはじめていた。

　力任せにハサミを振るい、そのたびに水みな面もの椿つばきの花が水しぶきとともに舞う。

　ハサミは何度か弥人の袖そでをかすめ、着物の切れ端も同じようにひらひらと舞った。

「これでどうだ！」

　その中の一撃がついに弥人を捕えた。

　弥人はとっさにかぎろひでハサミの刃を防ぎ、体を真っ二つにされることだけは防いだが、その勢いは殺しきれず、そのまま壁に叩たたきつけられた。

「くっ……」

　強い力で胴を挟まれ、身動きが取れない。

「フハハハ！　ようやく捕まえたぞ！」

「やひとつかまえたー！　はさんだー！」

　左右のハサミは喜んでいる。

「これでもうおまえに攻撃の術すべはあるまい！　このままちくわのようにたやすくちょん切ってやろう！」

「わーい！　ちょんぎったらやひとのじょうはんしんちょーだい」

「よーしよーし、それなら丁寧にちょん切ろう」

　物騒なことを相談しはじめている。

　しかし、そうして彼らが皮算用をはじめていたとき、弥や人ひとはすでに逆転の一手を打っていた。

　そう、まだ弥人の両手は自由に動く。

　その手にはさきほどのあの不思議な光を帯びた和装本が呼びだされていた。




「百九十一ページより抜粋」




　そう言うと、さきほどと同じようにその中に手を入れる。

「む！　きさま……！　なにをしている！」

　蟹かに坊ぼう主ずが気づいたときには、弥人はすでに開いたページからそれを取り出していた。

「抜粋矢や番つがえ」

　構えたのは、弓矢だった。

「妖よう弓きゆう『梓あずさ弓ゆみ』」

「ほ、他にも武器があるのか！」

「竹刀しないだけとは言ってない」

　空を切る鋭利な音とともに矢は放はなたれ、それは蟹坊主の飛び出た目玉に見事に突き刺さった。

「ンギャヒー！」

　あまりの激痛に蟹坊主は奇抜な悲鳴をあげて水の中でのたうち回った。

　弥人を捕まえていたハサミも緩む。

　その隙すきを逃さず、弥人はハサミから逃れて蟹坊主の腕の上を走った。そのまま胴体に近づくと真上に大きくジャンプした。

「本物ならいざしらず、蟹坊主に化けてなりすましただけのヤツには負けない」

　その手にはすでに弓はなく、再びかぎろひが握られている。

「そ、そこまでバレておったのか……！」

　落下の力を利用してかぎろひを屋根に向けて突き刺した。

　弥や人ひとは体ごと寺の屋根も床も突き破やぶり、その下にある蟹かに坊ぼう主ずの胴体をも突き破った。

　あたりに落雷でも起きたような閃せん光こうが走り、裂けるような音がとどろいた。

　弥人はすぐに寺から脱出し、階きざはしにつながれていた小舟の上に降り立った。そこからは巨大な蟹が泡を吹きながら泉に沈んでゆくのが見えた。

　やがて蟹も、寺も、跡形もなく消えた。ただ静かな水みな面もが広がっているだけである。

　腕をひと振りすると弥人の手からかぎろひがゆらりと消えた。

「正体に気づくのが遅れてたら、危なかったかも……」

　小舟の上に腰を降ろし、つぶやく。

　水面に乾かしていた弥人の着物が浮かんでいる。舟をこいでそちらに近づき、着物を拾った。

「結局またびしょぬれだ……」

　冷たい冷たいと言いながら元の服装に着替えていると、近くにまた別の物が浮かび上がってきた。それも、ふたつ。

「尻尾しつぽだ……」

　それは柔らかそうなけものの尻尾のように見えた。

「ああ、さっきの二匹か……」

　水中からあぶくが上がってきている。死んではいないらしい。弥人はまた舟をこいでそっちに近づく。

　ひどいめにあわされはしたが、和尚もキョウもなんだか憎めない。そういう思いから、弥人はふたつの尻尾に手を伸ばした。

　そのとき、突然舟が大きく流された。

　よく見ると、水面に浮かんでいる椿つばきの花もいっせいに流されている。そしてそれはある規則性を持っていた。

「吸い込まれる……」

　うずを巻いているのだ。

　鳴なる門と海かい峡きようのうず潮のように、泉の中心に向かって水がぐるぐるとまわっている。

　急いで舟をこいだが、その流れの前には無意味だった。

「これは……」

　弥人は考えた。このままではうずに飲まれてしまう。なにか打開策はないかと。

　これまでに読んできた本、経験してきた戦いの数々、それらに思いをめぐらせて、熟考した。

　そして──。

「あきらめよう」

　あきらめた。

「これは仕方ない」

　いさぎよかった。

　そして弥や人ひとは小舟ごと、うずの中に飲み込まれていった。








　【４３０９２号車】






「どうしてよりにもよってこんな場所なんだよ」

　一方その頃春はる足たりはなんの変哲もない車両の通路でひとり文句をたれていた。

「ここから先頭車両まで行かなきゃならないのか……」

　飛ばされた先はなんと最後尾車両だった。気がついたときにはこの車両の座席に腰をかけていたのだ。

　さしあたってあたりに危険がないことを悟ると、春足はあらためて列車の進行方向に向けて歩き出した。

「このぼくをこんな目に合わせるとは、いい度胸だ。正体を掴つかんだらカラッカラになるまで捻ねじって絞って干してやる」

　邪悪な笑みを浮かべているわりに、その歩みはのんびりとしていた。そもそも仲間と散り散りになってしまったというのに、春足からは焦りのようなものがまるで感じられない。

「とはいえ、ぼくが急いで行かなくても弥人とうつひがきっとなんとかしてくれるか。決着がついたころに到着してとどめはぼくがさそう」

　無責任なことを言っている。立派な探偵ぶりである。

「車内販売の人がいたら、途中でチョコレートかアイスでも買いたいな」

　などとのんきな発言をしつつ、ドアを開け、次の車両に入る。緊張感というものがない。

　しかし他力本願の罰でもあたったのか、その車両では次なる妖よう怪かいが待ち受けていた。

「……えー」

　春足は世の不条理に抗議するような声を上げて立ち止まった。

　普通なら前方には次なる車両に続くドアがあるはずなのだが、そこには巨大な顔が待ち受けていた。

　憤ふん怒ぬの表情を浮かべた鬼の顔だ。それが通路をしっかりとふさぎ、大口をあけてこちらをにらんでいる。

　一切の容赦を知らない鋭い牙きばと、うごめく舌、濁った眼め。

「赤あか舌した……いや、鬼おに一ひと口くちかな？」

　春はる足たりは思い当たる妖よう怪かいの名を口にしていく。

　妖怪探偵らしく、目の前に現れた妖怪に果敢に挑むつもりであろうか。

「なんにしても相手なんてしてられないや」

　違った。

「このまま真っ正直に車内を進むのもばからしい」

　春足は妖怪を無視しておもむろに窓を開けた。外から粉雪まじりの冷たい風が入ってきて春足の髪を揺らした。

「いつの間にか雪が降ってたのか。寒いのもいやだけど、しかたない」

「あの、ちょっと……」

　窓枠に足をかけて車外へ出ようとする春足を、待ちかまえていた妖怪が呼び止める。

「外に出ちゃうの……？」

　せっかく待っていたのに、と見るからに残念そうな顔をしている。

「ああそうだよ。悪いけど急いでるんだ」

　春足はキリリとした表情でそう言ってのける。さっきまでの他力本願などなかったかのように。

「飛び降りたら危ないよ！　それに外は寒いよ！」

　妖怪は春足を引きとめようと必死である。

「飛び降りたりなんてしないよ。上の道を行くだけだ」

　春足は妖怪に構わず外に身を乗り出し、窓枠からジャンプして列車の屋根に上った。

　するどい風と雪が全身に当たる。

　風と列車の揺れに慣れるまで姿勢を低くして耐え、その間に自分の目指す先を確認した。

　連なったいくつもの車両が緩やかな曲線を描いて続いている。その先に小さく煙突が見える。煙突からは黒い煙がもうもうと上がっていた。

「あそこが運転室のある先頭車両だな」

　遠くに雪化粧の山々が並び、それらはぼんやりと白く光って見えた。

　雪曇りの空にはまだ日の出の気配は感じられない。

「遊ぼう」

　背後から子供の声がした。

　屋根の上に一つ目小僧が立ち、こちらを手招いている。その他にも怪しげな首や鬼火が宙を舞い、春足に向かってくる。

「遊ぼう。遊ぼうよ」

　逃がしてなるものかと春足を追いかけてきたのだ。

「探偵さん、あーそーぼ」

「また今度ー」

　妖よう怪かい達たちの誘い文句にそう返事をして、春はる足たりは化ばけ札ふだを取り出して額につけた。

「祟たたれ、精しよう螻け蛄ら」

　化札が光り輝き、再び札の中のショウケラが動く。

「屋根の上を走りまわるおまえの特技、借りるよ」

　春足は雪で濡ぬれて滑りやすくなった屋根の上を軽々と走り抜けていく。ショウケラを自分に祟らせてその力を得たのだ。

「後ろの正面だーあーれー」

　妖怪達が声をそろえて歌う。

　走りながらも春足は、妖怪達が追いかけてくる気配を背中にひしひしと感じた。






　第四章　清く爛れて鬱奇しく







　舞い散る雪がすさまじい速度で後方へ流れていく。

　雪は前方をおおい隠し、先頭車両に近づくにつれ煙突から立ち上る黒煙の量も多くなる。

　春はる足たりはもはや足元もおぼつかない状況にあった。

　しかし背後には無数の妖よう怪かいが迫っている。視界が悪いからといって恐怖心にかられ、走る速度を落としたら後ろの妖怪に追いつかれる。

　立ち止まるわけにはいかなかった。

　春足は先頭の運転室まであと三両というところまでたどり着いていた。

「おおい。こっちを向いてよう」

　すぐうしろから妖怪が声をかけてくる。

「ねえ、ちょっとでいいから振り向いてごらんよ」

「遠慮しとく」

　春足はにべもなく断る。

「見なきゃ損だよ。かわいい娘こがすごい格好してるよ。ちょっと寄ってってよう」

「どこの客引きだよ！」

　まるで『逆だるまさんがころんだ』状態だ。

「難易度の高い知恵の輪みたいな体勢してるよう」

「え!?　それどんな体勢!?」

　それはさすがに気になる。

「っと、その手に乗るか！」

　あの手この手で振り向かせようとしてくる妖怪達たちに、走りながら突っ込みを入れるのは思ったよりも辛つらかった。

　息が上がってくる。もしかしてそれが狙ねらいなのだろうか。

　一際濃い煙のかたまりが春足を飲み込み、一瞬前も後ろも分からなくなった。

　これはまずい、と思ったそのとき、後ろから聞きなれた声がした。

「春足。無事だったか……」

　弥や人ひとの声だ。

　春足は走りながらもチラリとそっちを向いた。

　向いてしまった。

「引っかかった引っかかった！」

　後ろには弥人などいなかった。

　声まねをして騙だましたのだ。

　妖怪の群れが体を寄せ合い、見上げるような壁を作り上げていた。

「みんなで押しつぶせー！」

　妖怪の壁が「たーおれーるぞー！」と樵きこりのように声を合わせて春足に向かって倒れてくる。

　左右に逃げ場はない。

　それでも、逃げなければつぶされる。

　そのとき春はる足たりはその場で足を滑らせてしまった。

　宙に浮いた体は風に押されて木この葉はのようにたやすく飛ばされた。

　飛ばされた先は、列車の屋根から外れた、虚空だった。

　結果的に妖よう怪かいの壁からは逃れられたが、あとはもう地面にたたきつけられるのを待つしかない。

「やーいやーい！　童わつぱが落ちたー！」

　妖怪達たちが楽しそうに笑う。

　しかし春足は列車の屋根から落下しながら、そんな妖怪達を見て笑い返した。

「うん、降りたよ。屋根の上を走るのはもうやめたんだ」

「へ？」

　妖怪達の笑い声が止やむ。

「運転室まであと二両、ここまでくれば、この距離までくれば、もうむりして屋根の上を走る必要はないんだ」

　すでに春足は額に化ばけ札ふだを当てていた。その札にはこちらに背を向けた女が描かれている。

　春足は唱える。




　──妖怪の、毒を喰くらわば、不思議まで。アヤカシ化かし、誑たぶらかし。




「祟たたれ、絡じよ新ろう婦ぐも」

　札が光り、夜汽車を照らす。

　光はまるで仏の手の平のように春足の全身を包む。

「眩まぶしいっ！　ずっと暗いところにいたから余計にっ！」

　妖怪達は目をつぶって苦しんでいる。その間にも春足の変化は続いていた。

　春足の体にジョロウグモの血がしみ渡る。

　焼けるようなその痛みに耐える。

　光はいつしか布となり、そこに色彩と柄がつき、やがて春足の身を包む衣ころもとなった。

　ようやく光が治まり、妖怪達は目を開けた。

「え……!?　宙に浮いてる！」

　一体の妖怪がおどろきの声を上げる。

　その言葉通り、春足の体は宙に浮かんでいた。

　車体側面、窓の横のあたりでピタリと静止している。

　くわえて、彼の格好、容姿はさっきまでとはずいぶん違っていた。

　その髪は腰の下まで伸び、その肌はいっそう白く、袖そでを通した紅べに色いろの着物は艶あでやかである。

　女だろうか、男だろうか。どちらでもあり、どちらでもないように見える。

　髪は鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろ、風に吹かれて生き物のように揺らめいている。

「人間って空飛べたっけ？」

「どうだったっけ……？」

　妖よう怪かい達たちは困惑し、悩んでいる。

　春はる足たりは言った。

「車体にジョロウグモの糸を張った。これでもう地面に落ちることはない」

　よく見ると春足の体の周囲には非常に細い糸が張り巡らされていた。

　車内から漏れ出る明かりにそれらがキラリと光る。

　それは、いつか佐さ伯えき家の庭でショウケラの動きを封じた糸である。あのときショウケラが見た娘はジョロウグモを自らに祟たたらせた春足の姿だったのだ。

　歳とし経へた巨大なクモは美しい女の姿に化けることがあるという。ジョロウグモもまたそういった類たぐいの妖怪である。

　春足はあやとりをするように細い糸を繰くり、操り、空中に新たな道を作ると、妖怪達を置き去りにして糸の上を走って先頭車両に向かった。













「待てー！」

「ずるいぞう！」

　妖よう怪かい達たちはそのあとを追いかけようと、次々に車体横の糸の道に飛び移っていく。しかし彼らは、ことごとく動きを封じられていった。

「ああっ！　動けない！　ネバネバがっ！」

　糸は妖怪達にひっつき、絡まり、まとわりついて離れない。

「そりゃそうだよ。自分からクモの巣に飛び込めば当然そうなる」

　そこで大人しくしてな、と春はる足たりは笑う。

「しまったあ！」

　妖怪達の悔しがる声を背に、春足は窓から先頭車両に飛び込んだ。

　中に入ると、冷たく激しい雪と風、そして車輪の音が止やみ、いっきにあたりが静まりかえったように感じられた。

　ここが化物列車の中枢である可能性が高い。となれば、周囲の様子を調べることが大事なのだが、春足はそんなことよりもまず──。

「寒い寒い寒い！」

　はほぁー、と両手に息を吐きかけ温めた。温めた手を今度は真っ赤になった耳に当てる。

　春足からはまだジョロウグモの力が消えておらず、娘のような格好をしているので、その様子は冬の早朝に店先の掃除を言いつけられた女郎屋の下働きの娘のようだ。

「ジョロウグモの力は便利だけど、使うとこんな姿になっちゃうのが難点なんだよな」

　副作用のようなものだとある程度割りきっているが、受け入れたわけではない。

　女の格好になるのは男の子の春足にとってはやはり恥ずかしい。男子の矜きよう持じがちょっぴり傷つくのだ。それにこの格好を見るといつもうつひがからかってくる。春足にはそれも面白くなかった。だから佐さ伯えき家でも土煙に隠れるようにしてこっそり能力を使ったのだ。

「とにかく、ようやくここまできたぞ」

　体温を取り戻すことに成功すると、春足はあらためて周囲の様子をうかがった。

　室内は外から見た車体の大きさを無視するようにだだっ広く、辺りには甘い香りが漂っている。

　そこはどう見ても蒸気機関車の運転室には見えなかった。

　操作ハンドルもブレーキも、速度計さえも見当たらない。

　その代わりに、中央にハンドルのついた妙な機械が備えつけられている。春足が見上げるほどの大きさだ。

　機械のすぐ隣には木製の足場が組まれている。

　そのハンドルを機関士らしき男がこちらに背を向けて一心不乱にグルグルとまわしている。

「あれって……」

　春はる足たりはその機械に見覚えがあった。

「よーし、気圧十分だ！　網あみ籠かご用意！」

　機関士が奥に向かって声をかける。すると帽子を目深にかぶった背の高い男と小柄な男が、大きな籠を運んできた。バス一台くらいは軽々と入りそうだ。

　ふたりの男はそれを機械の先に取りつけた。

「ハンマー用意！」

　取りつけ作業を見届けると、機関士は手際良く次なる指示を出す。

　機関助士だろうか、木の足場の上にいた別の男が、春足の体ほどもありそうなハンマーを持ってきて、それを振り上げた。

　その光景を見て、春足はようやくその機械がなんなのかを思い出した。

「ポン菓子だ！」

　ポン菓子とは、米や小麦などの穀物から作られる菓子であり、春足もこれまで何度も食べたことがある。

　ポン菓子はその製造方法が独特だ。まず穀類膨張機なる機械にもととなる米などの食材を入れ、密閉された圧あつ力りよく釜がまを回転させながら加熱していく。十分加熱されたら、最後に釜のバルブ部分をハンマーで叩たたいて圧力を下げる。

　すると釜から激しい爆発音とともに入っていた米が飛び出す。その爆発音からポン菓子と呼ばれるようになったのだ。

「ということは……」

　足場の上の男はすでにハンマーを振りおろしていた。




「────っ！」




　やめろ！　と叫んだのだが、その声はすさまじい爆発音にかき消された。音は運転室中の空気を震わせ、見えない波となって春足の体を後方へ吹き飛ばした。

　ポン菓子製造のために通常使用される機械は大人が抱えられる程度の大きさしかない。それでもハンマーを振りおろした際の音は決して小さくない。

　しかし目の前にある物はその十倍、いや二十倍はあろうかという大きさだ。爆発音も当然それだけ大きくなる。

　などと春足は考えていたのだが、すべてはあとの祭りで、春足は吹き飛ばされた拍子に壁に後頭部をぶつけてもだえ苦しんでいた。

「な、なんでこんなところでポン菓子作りなんてやってるんだ……」

　迷惑な！　と憤慨する。

　ここまでの間にずいぶん摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景を見せられてきたが、この光景がもっとも意味不明だった。わけの分からない不条理な絵画のようだ。

「ん？　おまえ誰だ？」

　頭をさすっていると一仕事終えた機関士がこちらに気づいて声をかけてきた。

「おまえがこの列車を動かしてるのか？」

　立ち上がり、つかつかと男に詰め寄る。

「ああ、そうだよ」

　男は帽子を取って汗をぬぐった。柔らかそうな茶色い髪、キリッとした目元、背は春はる足たりよりもずいぶん高い。強こわ面もてだがなかなかの美男子だった。

「というか、なんだよ運転室でポン菓子って。うまいけど、ポン菓子確かにうまいけど！」

　春足の剣けん幕まくに押されて男はわずかに体をのけぞらせた。しかし、春足の顔を見てその目を大きく見開いた。

「な、なんだよ」

　男はぼうっとこちらを見ている。春足はなんだか居心地が悪くなって一歩身を引いた。

　男は手にしていた帽子を床に落とし、言った。

「可か憐れんだ……」

「は？」

「オレ、ふうりって言うんだ。おまえ、名前は？」

　そう名乗って春足の手を握ってくる。

　きっかり一秒遅れて春足の全身に鳥肌が立った。軽く空へ羽ばたいていきそうなほどの鳥肌だった。

「やめろ！　離せ！　いきなりなんだよバカッ！」

　あわてて手を振り払い、ふうりと距離をとる。春足は珍しく本気でうろたえた。

「男まさり……いい」

　どうやらふうりはジョロウグモの力に祟たたられた春足の姿を見て、妙な勘違いをしてしまっているらしい。

「なんだこの胸の高鳴りは……！」

「気持ち悪い目で見るんじゃない！　おい、なぜ上着を脱ごうとする!?」

　シッシ！　と手を振って追い払おうとするがふうりには効果がない。

「だ、誰か心に決めた男がいるのか……？　そうなのか……？　すでに誰かの物になってしまっているのか!?」

「ふざけるな！」

　経験したことのない窮地に、相対したことのない相手に、半ば混乱していたのだろう。

　春はる足たりは大きく息を吸い込んでからこう叫んだ。




「ぼくはまだヴァージンだ！」




　カタカタと列車の揺れる音だけがあたりに寂しく響く。

「……ぼくはなにを言ってるんだろう……」

　春足は目に涙をためて後悔した。なにかをひとつ失ったような気持ちになった。

「そ……それは……ああ……それは……」

　ふうりはというと、衝撃を受けたような顔でその場に膝ひざをついた。そして天に向かって吠ほえる。

「それは最高だな！」

「なにが最高だ！」

　春足は頭を抱えた。これまでの道のりの中で、一番疲れた瞬間だった。

「そ、そうだ、力を解除すればいいんだ！」

　今頃そのことに気づいて大きく深呼吸をした。力を解除するための儀式のようなものである。




　──我が血に戻れ、絡じよ新ろう婦ぐも。




　腹の底からふうっと息をはき、体の力を抜く。

　すると春足の体から艶あでやかな女がふわりと抜け出し、血となって化ばけ札ふだの中に戻っていった。

　春足の外見もいつものものに戻る。

「うお！　姿が変わった！」

　ふうりは飛び上がっておどろく。

「フハハハ！　残念だったな！　ご覧の通りぼくは男だ！」

　胸を張ってそう言ったあとで春足は、なんでこんな説明をしなきゃならないんだと、ちょっぴり切なくなった。

「だ、だましやがったな！」

　ふうりは勝手にだまされて憤慨している。

「ぼくは月つき岡おか春足。探偵だ」

「月岡春足……？　それじゃおまえがあの冥めい探たん偵ていか！」

　その正体を知ると今度はふうりが春足と距離をとった。

「こんな切符をよこして誘ってきたのはそっちだろ」

　そう言って草そう戯ぎ駅えきで拾った切符を見せる。

「聞いてた外見と違ったから少しおどろいただけだ」

「聞いてた……？　誰から？」

　ふうりの言葉を鋭く問いただす。しかしふうりはそれには答えず、話を進めた。

「確かにその切符はオレがおまえらに贈った物だよ。どうだ？　列車の旅、楽しんだか？」

「へたな遊園地よりずっと楽しかったよ」

　皮肉を込めてそう返す。

「しかし列車の中で迷わせてやったはずなのに、どうやってここまで？」

「屋根からきた」

「その手があったかっ！」

　悔しがっている。あまり頭はよくないみたいだな、と春はる足たりは思った。

「それはそうと向こうの怪しい機械はなんだ。あんなでっかいのでポン菓子作るなんてどういうつもりだ！」

　本来の目的とはずれているが、気になったので尋ねてみる。

「見れば分かるだろ。ああやってこの列車を走らせてるんだよ」

　当然だろ、とふうりは言う。

「えっ？　この列車、ポン菓子で動いてるの!?」

　自分の乗車している列車は、そんなふざけた動力で動いていたのかと、春足はショックを受けた。

「それって……ポン菓子を作るときの圧力を利用してるってこと？」

「違う。あれを見ろ」

　ふうりの指したさきでは、機関助士達たちができたてのポン菓子を網から出し、袋詰めしている。

「見たけど、あれがいったい」

「あれがエネルギー源だ」

　なおさら分からない。妖よう怪かい達の理屈は人間には理解しがたい。

「……あれ？　おまえ、その手……」

　そこで春足はふうりの手に注目した。ふうりは両手に手袋をしている。

　水色の毛糸の手袋だ。

「その手袋、おまえの物か？」

「これか？　何十年か前に列車の中で拾ったんだよ。しばらく落とし物箱の中に入れといたんだが、落とし主が見つからなかったんでオレが貰もらった」

　ふうりは自慢げに手を握ったり開いたりして手袋を見せびらかしてくる。

　しかしそれは彼の手にはかなり小さく、明らかにむりをしてつけているように見えた。

「冬になると愛用してるんだ」

「その刺し繍しゆう……」

　春はる足たりは手袋の甲の部分に施された刺繍を指差した。そこには多少不格好ながら『タロウ』と文字が刺繍されている。

「かなり小さいが、温かいからそれもチャラかな」

「手袋、落とし物、タロウ……」

　春足はあることを思い出していた。

　河かわ鍋なべ商店の多た恵えの語った思い出話である。




「列車に乗ったんだよ。この世の物とも思えないような、不思議な列車に」




　チンピラ達たちが店を去ったあと、多恵はそんな話を聞かせてくれた。

　それから、こんなことも言った。

「あれは雪の降る寒い夜だった。あの列車で、あたしは大切な物を落としちまったのさ……」




　──息子の名前の刺繍を入れた、手編みの手袋を。




　当時まだ幼かった息子の誕生日のために、多恵がひそかに編んでいた手袋。それを今、ふうりがつけている。

「なんだ？　そんな顔してもこの手袋はやらんぞ」

「……フン、そんなのはどうでもいいんだよ。ぼくの仕事はこの化物列車を解体して、バラバラにして、粉砕して、事件を解決することだけだ」

　春足は一歩踏み出す。

「物騒なことを言うガキだな……。やる気か？　拳こぶしで語り合うか？」

　ふうりも一歩踏み出す。

　両者は睨にらみ合あう形となった。

　いつの間にかふたりの周りには無数の妖よう怪かい達が集まってきていた。ジョロウグモの糸からようやく抜け出して追いついてきたのだろう。

　それら聴衆を前に、ふうりは挨あい拶さつ代わりだと言って右の拳を大きく振りかぶり、春足に殴りかかった。

　春足は腰を落とし、目を見開き、その拳をするりとよけて反撃した。

　今度は春足の拳がふうりを襲う。

　拳はふうりの右の頬ほおに見事に命中した。春足渾こん身しんの一撃である。

「……………………なんだそりゃ？」

　しかしふうりはなにごともなかったかのように立っている。

　呆あきれた顔で見降ろしている。

　まるで効いていない。

「今の、本気か？　今どき宅配便の判子でももう少し強く押すぞ？」

「本気だよ。ぼくは探偵であってボクシングの選手じゃない。殴り合いは専門外だ。今のはおまえの流儀にあわせてやっただけさ」

　春はる足たりはそう言いつつ、殴った自分の手にフーフーと息を吹きかけていたわっている。

「はははっ！　拍子抜けだな！　冥めい探たん偵ていが聞いてあきれるぜ！　こんなにひ弱なヤツだったとはな！」

　高らかに笑うふうりだったが、春足はちっとも気にしていない。

「ひ弱でけっこう。けど直接おまえの肌に触れたおかげでおまえの正体に確信が持てたよ」

「……なんだと？」




「おまえ、ムジナだろう？」




　春足はふうりの顔に指を差す。差されたふうりは明らかに動揺している。

「げっ！　お……おまえ、どうしてそれを！」

「図星だな？　さっきから尻尾しつぽが見えてるよ」

「えっ!?」

　春足の指摘に、ふうりは慌てて自分のお尻しりのあたりを確かめた。

　しかし、そこには尻尾など出ていなかった。

　春足はニヤっと笑った。

「やーい引っかかったー。ムジナが罠わなに引っかかったー」

「て……て……て……てめえっ！」

　ふうりの怒りと動揺が頂点に達した瞬間、ポンッと音が鳴って彼のお尻から今度こそ本当に尻尾が現れた。

　茶色く、フカフカとしたけものの尾だ。

　カマかけに見事に引っかかり、ふうりは今度こそ本当に尻尾を出してしまった。

「ここに来るまでに色んな妖よう怪かい、化物に追われたよ。もっとさかのぼれば、神楽かぐら坂ざかで突然空から列車が降ってきて大変な目にもあった。けれど、あれもこれもみんなおまえ達たちムジナがやっていたことだったんだ」

　ムジナとは、タヌキの別名である。

　そしてタヌキは人を化かす動物である。

　春はる足たりは、通常自然界に棲すむ動物のタヌキと区別するために、妖よう怪かいとしてのタヌキをムジナと呼んでいる。

「キツネ七化け、タヌキ八化け。おまえ達たちは得意の変へん化げの能力を使ってぼく達を化かしていたんだ！」

　だあ！　だぁ……！

　自分で自分の言葉にエコーをつけて、春足は周囲を取り囲む妖怪達をぐるりと指差していった。すると指差した端はなから妖怪達の変化がとけていく。

　煙の向こうから姿を現したのは、何十匹ものムジナ達であった。

　春足の推理は端から端まで的中していた。

「ここまでの間になんとなく正体の察しはついてたよ。それに、この切符」

　と、春足はもう一度列車の切符を取り出す。

「この切符は伊い予よの国くに着、となっている。伊予国と言うと現在の四国、愛媛県だ。四国と言えば、数々のタヌキ伝説が残されている化け狸だぬきの国。全国的にはキツネに化かされた話が多いのに対し、四国ではほとんど聞かれない。それはタヌキの勢力がキツネを他県へと追いやったからだとも言われている。おまえ達、放ほうっておいたらこのままぼく達を自分達の本拠地、四国まで連れていってしまうつもりでいたんじゃないのか？」

　すっかり変身のとけたムジナ達は、ポテっとした丸い腹を震わせて所在なさそうにしている。

「腕っ節はからきしでも、推理のほうは得意ってわけか……。ああそうだよ、オレ達はこのまま走り続けて刑ぎよう部ぶ狸だぬき様におまえ達を捧ささげるつもりだ！」

　まだ人間の姿を保っているふうりが代表して答える。

　その名を聞いて春足は目を見開く。

「タヌキの総大将、隠いぬ神がみ刑ぎよう部ぶか。またえらい大物の名前が出てきたもんだ」

「途中下車はなしだぜ、探偵！」

　ふうりが通せんぼをするように両手を大きく広げる。

「おいみんな！　正体を見抜かれたからってビビるな！　数じゃこっちが圧倒的だ。こいつは口八丁で自分がピンチなのをごまかしてるだけだ」

　そして仲間達を鼓こ舞ぶする。そうだそうだ！　と何匹かのムジナもそれに応こたえはじめる。

「ご名答……」

　春足は誰にも聞こえないように小さくつぶやいた。

　実際春足はムジナ達に語りかけながら、ここをどう切り抜けるかをずっと考えていた。

　ふうりの言葉によってムジナ達は士気を上げ、じりじりとこちらを取り囲みはじめた。

　春足は壁に背を預けてムジナ達と睨にらみ合あい、不敵に笑ってみせる。

　しかし多勢に無勢とはこのことだ。

「やっちまえ！」

　お決まりのセリフを合図にムジナ達たちがいっせいにこちらに飛びかかる。

　春はる足たりは転がるようにして横に避け、広い車内を駆けた。

「知ってるぞ！　おまえ、妙な札を使うんだってな！　だがそんな暇は与えねえ！」

　化ばけ札ふだのことも知られている。どうしたものか、と逃げまわる体以上に頭を働かせる。

　いったんこの空間から脱出するべきだろうか。

　そう考えて出口を探す。

　しかし窓はすべてムジナ達に押さえられている。それならと見上げると、壁のかなり上のほうにドアがついているのが見えた。

「なんであんなところに……まあいい」

　前からムジナが迫ってくる。なぜか四匹一組で騎馬を作っている。しかし春足はジャンプしてその騎馬を踏み台にし、ドアへ手を伸ばした。

　ぎりぎり届きそうだ。

　と、思ったとき──。




「わあ！　どいてどいてっ！」




「えっ!?」

　直前でドアが向こう側から開き、そこから何者かが落ちてきて、春足は下に押し戻された。

　絡まるようにして床に落ち、春足は見事に下敷きになった。

　突然のことにムジナ達も追うのを中断して様子をうかがう。

「いたた……」

　春足は地面につっぷした状態で、それでもなんとか顔を上げる。

「どこから登場してるんだよ……うつひ！」

「ごめーん！　急いでドアを開けて飛び込んだら、あんなとこに出ちゃった」

　ドアの向こうから現れたのは、うつひだった。彼女の頭の上にはフー助もいる。

　それぞれの車両の中はムジナの術によって空間が広げられ、またねじ曲げられている。その影響でうつひのいた車両と、この運転室の間の空間が奇妙な繋つながりかたをしてしまっていたのだ。

「春足も無事だったのね。わたしもここまでたどり着くの大変だったのよ。人殺しの濡ぬれ衣ぎぬを着せられかけたり、大きな足に踏みつぶされかけたり……」

　そのあとも、次の車両に移るたびに様々な形で化かされ、ようやくここまでやってきたという。

「無事じゃないよ。このぼくを下敷きにするとはどういうつもりだ！　はやくどいてくれ。重い！」

「お、重い!?」

　うつひの顔が青ざめる。

「うそ……うそよ！　確かにここのところ運動不足だったけど、でもでも重いだなんてそんなはずは……うそよね？　うそだと言ってよおおお！」

「叫びが悲痛すぎるよ！　どれだけ気にしてるんだ！」

　ポタポタと春はる足たりの頭の上にしずくが落ちてくる。

「なにも泣くことないだろう」

「な、泣いてないわよ！　いくらなんでもこれくらいで……！」

　そのわりに目がうるんでいるが、確かに涙は流していない。では頭に落ちてくるこのしずくはなんだろう？　と上を向くと、天井にもドアがあった。

「あれは……」

　そこからポタポタと雨漏りのように水が染み出ている。

「いやな予感がする。うつひ、はやくどいてくれ！」

　ドアはこちら側に向けて反り返っており、ギリギリと音を立てている。明らかに向こう側からなにか強い力が働いている。

「え？　え？」

　うつひは気づいていない。

「だから上に……！」

　もう遅かった。

　ついに耐えかねて、天井のドアが勢いよく開いた。

　ドアの向こうからこぼれ出てきたのは、大量の水だった。

　水はふたりの頭上に滝のようにたっぷりと降り注ぐ。望んでもいないのに問答無用で滝行をさせられている気分だった。

　しかし、降ってきたのはそれだけではなかった。

「あ！　おまえ──」

　春足が言い終える前に、その人物は春足とうつひの上に落下した。ふたりは押しつぶされ、通常は濁点のつかない言葉にたっぷりと濁点をつけてうめいた。

「あ、ふたりとも見つけた……」

　水とともに降ってきたのは弥や人ひとだった。

「弥人、なんであんなところから……重ーい！」

　弥人の下でうつひが悲鳴を上げる。

「ぼくはもっと重い！」

　そのさらに下で春はる足たりが文句を言う。

「泉の中に吸い込まれて、気づいたらここに……」

「弥や人ひとったら、泉の中に吸い込まれて、気づいたらここに出てたんだって」

「聞こえてるよ！　伝言ゲームする前にはやくどいてくれ！」

　そろったとたんに、やいのやいのとかしましい。

「おまえら！　さっきからオレ達たちを放ほうっておいてなにをいちゃいちゃしていやがる！」

　三人の前にふうりが立つ。

　見ると、春足達の周囲をムジナ達がすっかり取り囲んでいた。

　春足達にはそんなつもりはなかったのだが、結果的に無視される形になってムジナ達はいたくご立腹の様子だった。タヌキなのでもともと丸い腹は出ているが。

「おまえらはトリオ漫才師か！」

「フン、違うね」

　しかし春足はそんなムジナ達に臆おくすることなく前に出てこう言った。




「ぼくたちこそが月つき岡おか探偵社だよ」




　春足の左右に弥人とうつひも並び立つ。

　狙ねらっていたわけではないだろうが、ちょうどそこで穀類膨張機がボカンと音を立てて鳴った。

　妖よう怪かい少しよう年ねん探たん偵てい團だん、そろい踏みである。少々なさけない有様ではあったが。

「……いまいち決まらなかったわね……」

　うつひがひとり苦笑する。

「そろい踏みってわけか」

　ふうりは腰を落とし、三人を睨にらむ。

「ムジナがいっぱいいる……」

「そうそう、今ってどういう状況なの？　ま、まずいときに出てきちゃったかしら」

　うつひも弥人も今頃になってようやく周囲の状況に気が向きはじめたようである。

「ムジナ達と楽しい追いかけっこの真っ最中だったよ」

　ふくれっ面を見せる春足だったが、その表情はどこか嬉うれしそうでもあった。

「春足もこいつらの正体を見抜いてたんだね」

　弥人は立ち上がり、春足の肩に手をおく。

「大丈夫、オレはおまえの矛ほこだ。何匹きても関係ない。倒す」

　そして意識を高め、不思議な本の中から妖よう刀とうかぎろひを抜きとって構える。

　春足の反対側の肩にはうつひの手がそえられている。

「はやく解決して事務所に帰ろ」

　彼女の影からイズナ達たちが次々に飛び出し、三人の周囲を守るようにずらりと並んだ。

「弥や人ひと、うつひ……」

　春はる足たりは両肩に仲間の手のぬくもりを感じつつ立ち上がる。そして──。

「フハハハハ！　そういうことならふたりとも、ぼくの手足となって戦ってもらおうか！」

　ふたりのうしろに隠れて偉そうに指示を出しはじめた。

「春足も戦いなさいよ！」

「だって、ぼくはもう三回も化ばけ札ふだを使っちゃったんだ」

　春足はうつひから逃げるように弥人を盾にする。

「え……？　それってもしかして」

「そう、ふたりにがんばってもらうしかない」

　春足は両腕を広げて肩をすくめる。

　そう、化札を使用すれば登録した妖よう怪かいの力を自分の中に一時的に取り込むことができる。

　しかし万能ではない。妖怪の血などという異物を体内に取り込めば、当然体には大きな負担がかかる。霊力や体力も消耗する。好きなだけ使えるというわけではないのだ。

「もー！　無計画に使うからー！」

「フン、ぼくの力をあてにするんじゃない。自分達でなんとかなさい」

　ちっとも悪びれてはいない。

「ハッハッハ！　そりゃいいこと聞いたぜ！　月つき岡おか春足！　つまりおまえはもう能力を使えないってわけだ！　自分からばらすとはマヌケな探偵もいたもんだ！」

　ふうりは腹を抱えて笑った。

「それならおまえを真っ先に狙ねらうことにしよう」

「あ、聞こえてた？」

「相手にばれちゃったじゃないの！　春足のバカー！　おマヌケ探偵！」

「まあ、あれだ、悪かったって」

「悪いのは目つきだけにしてよう！」

　そうして春足がうつひのへなちょこな拳こぶしを避けている間に、ふうりは手下らしきムジナになにやら紙袋を用意させていた。その中に手を入れて叫ぶ。

「ようしみんな！　今なら探たん偵てい團だんを一網打尽にできる、こいつをやるから気合を入れろ！」

　そして袋の中からなにかを掴つかみとって、空中にばらまく。

　それはさっきあの巨大な機械で作っていたポン菓子であった。それを節分の豆まきのように放ほうっていく。

　ムジナ達は大喜びでポン菓子に飛びついた。

「んまい！」

「できたてのポン菓子は最高だぜ！」

「ふうり様、こちらにもひとまき！」

　上じよう棟とう式しきの餅投げか、エサに群がる池の鯉こいか、ムジナ達たちはお祭り騒ぎである。

「ああ、なるほど、ポン菓子が列車のエネルギーになってるって、こういうことか」

　春はる足たりはポンと手を打って納得する。

「どういうこと？」

「たぶんこの列車自体、ムジナ達の術で走ってるんだ。だけど腹が減っちゃ術も続かない」

「それでポン菓子？　なんでポン菓子？」

　うつひにはやっぱりよく分からない。

「人間の食べ物ではこれが一番旨うまいんだ！」

　すると近くにいた小さなムジナがそう教えてくれた。

「ふうり様の考案したムジナ式ポン菓子は格別だよ」

　食べる？　とポン菓子を勧めてさえくれる。

「あ、ありがとー……じゃなくて！　これから戦う相手から貰もらうわけにはいかないわ！」

　条件反射で食べ物に手を伸ばしかけたうつひだったが、我に返ってムジナから距離をとった。しかしうつひの意思に反してイズナ達は床に落ちた菓子を食べている。

「あ、みんなだめよ！　拾い食いなんてしちゃダメです！　めっ！」

「いつになったら戦うの……？」

　弥や人ひとがぽつりともらす。ずっと構えをとったまま待たされている。

「今からだよ！」

　すると弥人の右後方から数匹のムジナがいっせいに飛びかかってきた。

　ムジナ達は腹を満たして俄が然ぜん士気を高揚させていた。

　しかし弥人は氷の上を滑るような足運びで後方を振り返り、すばやくかぎろひを振るった。ボヨンと音がして数匹が後方へはね飛ばされていった。

　それを皮切りに他のムジナ達も、わっと春足達に飛びかかってくる。

　うつひはイズナ達に指示を与えながら自らも動いて攻撃をかわしていく。

「みんな、散り散りにならないようにね！　陣形を保つのよ！　こら！　いつまでポン菓子食べてるの！」

　中にはあまり言うことを聞かないイズナもいるようだ。

「春足を狙ねらえ！　力の使えないそいつが穴だ！　同じ穴のムジナだー！」

　ふうりは春足だけを見据えてよく分からない言葉選びでムジナ達の指揮をとっている。

　春足は自分のコートを脱ぎ、それを使って飛びかかるムジナをいなしていく。

「見て見て、闘牛士みたいだろ」

「うん、かっこいい……」

　嬉うれしそうに報告する春はる足たりと、律儀にそれに応こたえる弥人。

「緊張感！」

　ふたりに欠けている物を叫びながら走るうつひ。

　その様子は、事情を知らない者が見ればたんなるバカ騒ぎ、化け騒ぎである。




「ちっ……思ったよりしぶといな……」

　ふうりは数で春足達たちを抑え込もうと考え、そのように指揮をとったが、春足達はひとりひとりの長所を押し出し、短所を補い合う形をとって動いており、なかなか思ったようにはいかなかった。

　バラバラ、好き勝手に動いているように見えてこの三人は絶妙なバランスを保って戦っている。

「これが月つき岡おか探偵社か」

　思わずつぶやく。

　彼ひ我がの力は拮きつ抗こうしている。

　このままでは埒らちがあかないと感じたふうりは、勝利の一手を打ち出すことにした。

「みんな集まれ！　こうなったら合体だ！」

　ふうりの言葉にムジナ達は「合体だー！」と声をそろえ、彼の元に集まった。

「なんだ？」

　春足達は突然攻撃が止やんだことに首をかしげた。ムジナ達はまるで軍隊のようにきれいに整列している。

「葉っぱ用意！」

　どこに隠していたのか、ふうりの一声に合わせて各々が葉っぱを取り出した。

　青々とした葉、枯れかけの葉、虫食いの葉。それは保存状態も、木の種類も様々だ。

「おつむ載せー！」

　彼らはせーので頭の上に葉っぱを載せ、獣の前足で器用に印を組んだ。ふうり自身も同じ動作で印を組む。

「あーっ！」

　そのときふうりが頭の上に載せた物を見て、思わずうつひは叫んでいた。

「そのハンカチ！」

　ふうりが載せたのは、白地にバラの刺し繍しゆうの入ったハンカチだった。

「香か奈なちゃんの……！」

　しかし、うつひが言い終える前にドロンと地面からいっせいに煙が立ち、ふうりもろともムジナ達の姿を隠してしまった。

「うつひ、もしかしてあいつが化けるのに使ってた物って」

「ええ、間違いないわ。あれは香か奈なちゃんの探してるハンカチよ！」

「手袋といい、あいつはなんでも拾うんだな」

「ハンカチでも化けられるんだね……」

　春はる足たりはあきれ、弥や人ひとは感心する。

「結局目的の物はみんなこの列車にそろってたってことか」

　春足がそう言うと同時に、床が激しく揺れはじめた。それは列車の走行による揺れとはまるで別のものだった。

　煙はどんどん広がり、春足達たちの視界をおおいつくした。

　その煙の向こうでなにか大きな影がぬうっと立ち上がるのが見えた。それはとても大きく、しかもなおも膨れ上がっている。

「ええっと……あいつら、合体って言ってたよね」

「……言ってたわ」

「言ってたね」

　その巨大化は、術によって通常の何倍もの高さになっている運転室の天井に達してもまだ止まらず、とうとう天井さえも突き破やぶってしまった。

　バリバリとおもちゃのように天井が壊れてその向こうに夜空が見えた。

　いつの間にか雪はやんでおり、代わりに大きな満月が浮かんでいる。

　開いた天井の穴から煙が外に漏れ出てゆく。それによってついにその巨大な影の姿があらわになった。




「う、うそだろ……なんて……」

　春足は愕がく然ぜんとする。そして茫ぼう然ぜんとし、唖あ然ぜんとした。

「なんてバカバカしいんだ……」

　目の前に現れたのは、身の丈二十メートルはあろうかという巨大な信楽しがらき焼やきのタヌキだった。

　信楽焼とは日に本ほん六ろつ古こ窯ようにも数えられる、日本の代表的な焼き物のひとつである。その中でもタヌキの置物は居酒屋の店先などによく置かれ、日頃庶民の目にも多くとまっている。

　要するに、ムジナがよってたかってなにに化けるかと思えば、ただの巨大な置物であった。

「身構えて損した」

　春足は冷たい目で信楽焼を見る。

「か……かわいい。貯金箱にしたい……」

　うつひはけっこう気に入ったようだ。

　巨大ムジナは短い足を前に踏み出して床を震わせた。

　見た目は信楽しがらき焼やきでも、ただの置物ではなく、ちゃんと動けるらしい。

「信楽ムジナロボをバカにするな！」

　聞こえてきたのはふうりの声だった。どうやら彼が巨大ムジナを中心となって動かしているらしい。

「へえ、それロボットなの？　ねえ、どんな科学技術で動いてるのか教えてよ。ねえねえ」

　春はる足たりはいっそうバカにした口調で質問する。

「口の減らないヤツだ！　合体したオレ達たちの力を見せてやる！」

　巨大ムジナとなったふうりが体をよじると、少し遅れて大きな尻尾しつぽが春足達を襲った。

　間一髪でそれを避けて三人はそれぞれの方向へ散らばった。

　しかしふうりは手に持った徳利とつくりを振りまわし、休むことなく追撃してくる。

　その動作は見た目よりもずっと俊敏で、大きな徳利が頭の上をかすめるたびに春足は冷や汗をかいた。

「危ないじゃないか！　徳利をそんなふうに使うな！」

「わはは！　それならおまえをとっ捕まえてこの中に入れてやろう。酒で溺おぼれ死ね！」

「いえ、未成年なんでお酒は飲めません」

「真面目まじめに答えんな！」

　やりとりからもうかがえる通り、ふうりは終始春足を目の敵かたきにしていた。執しつ拗ように春足を追いかけてくる。

　うつひはそのことに気づき、なんとか気を散らそうと考えた。

「イズナ突撃隊、陸ろく拾じゆう壱いち号から陸こく拾じゆう伍ご号展開！」

　うつひの呼びかけに応じてその影から五匹のイズナが姿を現す。

　鋭い爪つめと牙きばを持つ者、古傷によって独眼となっている者、キツネとは思えぬ巨体の者。いずれも気性の荒い、戦闘に特化したイズナである。

　うつひ、このでかいタヌキ、食ってもいいのか？

　一匹がうつひにそう語りかけてくる。

　うつひだけは思念によってイズナ達の考えが分かる。

「あちこちかじってやりなさい！」

　うつひは主人らしく標的を指差し、指示を出す。

「妖よう弓きゆう『梓あずさ弓ゆみ』」

　弥や人ひともまた力を出し惜しみしているときではないと判断し、鉄かんな輪わ武ぶ具ぐ録ろくから弓を取り出していた。

「梓弓、おしてはるさめ、けふふりぬ、あすさへふらば、いのちつみてむ」

　言こと霊だまによって番つがえた矢に力を集めてゆく。

　弥人が矢を放はなつと、流星のように光の尾が夜空を裂いた。

　その矢と並走するように歴戦のイズナ達たちが走る。

　キューンというイズナの鳴き声と矢が空を切る音が混ざり合い、不思議な音色となった。

　春はる足たりを追いまわすことに夢中になっていた巨大ムジナの背に、矢とイズナが音を立てて命中した。

　荒れ狂う雷鳴のような咆ほう哮こうを上げて巨大ムジナがよろめく。

「やりやがったなあ……！」

　ふうりの声が響く。

「なんて頑丈なの！」

　うつひと弥や人ひとの能力の同時攻撃。しかし相手はあまりに大きく、それでもムジナを倒しきることはできない。

「イズナ数百体分の力を結集させて作ったムジナロボだぜ！　ちょっとやそっとじゃやられねえよ！」

　その体は生き物と焼き物の中間のような感触で、生半可な攻撃はことごとく吸収してしまう。

　うつひ、こいつまずい。

　思うように牙きばが通らず、イズナ達が文句を言っている。

「こんなのどうすればいいの！」

　嘆くうつひの前に弥人が立つ。

「オレが、やる」

「弥人……」

　その目を見たとき、うつひの背中に悪寒が走った。

　乾いた氷の眼まな差ざしだ。

「梓あずさ弓ゆみでだめなら、アレを出す」

「まさか……だめよ！」

　その考えを察して、うつひは追いすがるように弥人に駆け寄った。

　しかし、弥人は耳を貸さず、じっと目の前の敵を見据えていた。

　普段の彼とは別人のようである。

　そして弥人は唱える──。

「九百九十九頁ページより抜粋……」

「余計なことはするな」

　しかし、それは春足の言葉によって遮られる。

「弥人、ぼくとの約束を忘れたのか？」

　春足はおどろくほど明朗な声でそう言い、不敵に笑った。

　その言葉に弥人はようやく我に返る。

「春……足……」

「ぼくの許しなしにアレを使うことは許さないぞ。そもそも、こんなやつ相手に使うことはない」

　クイっと帽子のつばを持ち上げて見せる春はる足たりを見て、弥や人ひとは開きかけていた鉄かんな輪わ武ぶ具ぐ録ろくをそっと閉じた。

「そうだ、それでいい。この手の相手は力で無む理り矢や理りねじ伏せようとしても疲れるだけさ。まあここはぼくに任せておきなって」

「春足……」

　ふたりは互いに視線を交わし合い、それぞれの意思を確認し合った。そばにいたうつひはそこに奇妙な絆きずなを、普段は表に出さない友情の一端を見たような気がした。

　春足が任せろと言うと、不思議となんとかなるような気がしてくる。

　これまでもそんなことは何度もあったのだ。

　だから、無む茶ちや苦く茶ちやなように思えても、きっと信じていいのだ。

「でも春足、オレと話してる間に捕まっちゃったけど……いいの？」

　今、すでに巨大ムジナの手の中にすっぽり収まってはいるが、きっと春足がなんとかしてくれるのだ。

「あ、しまった……」

「って、ちょっと春足なにやってんのよー！」

　格好をつけて帽子のつばを持ち上げたあたりでするりとふうりの手の中に握られ、春足はすっかり身動きがとれなくなっていた。

「こらー！　普通こういう大事な話してるときには空気を読んで手は出さないものだろ！　どんな悪党だってそのルールは守るもんだ！　暗黙の了解ってものを知らないのか！」

「ハッハッハ！　よそ見して話しこんでるほうが悪い！　間抜けな探偵もいたもんだな！」

「もう春足ったら！　なにが任せておきな、よ！　待ってて！　今助けに……」

「おっと動くなよ。あんまり騒がれると間違えて握りつぶしちまう」

　助けようとするが、春足を人質にされてはうつひも弥人も動くに動けない。

「卑劣だわっ！　春足を離しなさいよ！」

　ふうりは子供が人形遊びをするように春足を振りまわし、それから顔の前に持ってきて春足の顔を楽しそうに覗のぞき込こんだ。

「おまえをあの機械の中に放ほうり込んでポン菓子にしてやろう」

「あ、あんまり美お味いしくないと思うけどね」

「減らず口を」

　ふうりの手に力が込められる。春足は息を詰まらせた。

「冥めい探たん偵てい、一夜限りとはいえ、なかなか楽しかったぜ」

　ふうりは名残り惜しそうにそう言った。

「やれやれ……こう捕まえられちゃ手も足も出ない」

　それに対し春はる足たりは、すべてを受け入れたような顔で言った。

「でもまだ口は動くから、せめて最後にぼくの推理を聞いてくれるか？」

「……推理？」

「おまえ達たちが走らせたこのムジナ列車、これまではずっと噂うわさなんて聞かなかったのに、最近になって頻繁に目撃されている」

　しかし河かわ鍋なべ商店の多た恵えは四十年ほど前にこの列車に乗っている。ということは、その頃は走っていたということだ。

「昔は走っていたけど、ここ数十年はなりを潜めていたはずだ。それで思ったんだが、もしかしておまえ、またこのムジナ列車を走らせるよう誰かにそそのかされたんじゃないのか？　そそのかされたって言いかたが気にくわないなら、頼まれた、でもいい」

　その言葉を聞いたとき、わずかにふうりの手の力が緩んだ。

「またもや図星……みたいだな。ぼくら探たん偵てい團だんのこともその相手から聞かされたのかな？　それでちょっかいをかけてきたり、切符をよこしたりしてきた。ぼくらを誘い出すために」

「……悪くない推理だ」

　ふうりはそう言って春足の推理を暗に認めた。

「そうさ、その昔オレ達はこのムジナ列車を頻繁に走らせてた。人間が大正って呼んでた時代の話だ。けもの道に沿ってあちこち行ったもんさ。だけどあるとき人間に追い立てられて、オレ達はひどい目にあった。あのときはもうこりごりだって思ったよ。だからそれきり列車は走らせてなかった。それでなくてもいつからか人間は近代だ科学だってそればかりで、ちっともオレ達妖よう怪かいを信じようとしなくなってた。不思議を許容しなくなってた……。だからオレ達は山にこもることにしたんだ」

　そこで列車はトンネルに入り、窓の向こうは完全な漆黒に包まれた。車輪の音がトンネル内にこだまする。

「山での暮らしはひっそりとしていて、平和だった。だがそれは同時に刺激のない、退屈な毎日だった。先祖から受け継ぎ、切せつ磋さ琢たく磨まし、研けん鑽さんを積んできた変へん化げの術も宝の持ち腐れ。仲間達は次第に術を忘れ、一匹また一匹とただのタヌキになっていった。そしてしまいには人間に猟銃で撃たれ、罠わなにかけられ、鍋なべにされていった。八化けのタヌキの末まつ裔えいが情けないもんだ。そんなときさ、アイツがオレ達の前に現れたのは……」

　ふうりはなにかを思い出すように虚空を見上げた。

「アイツはタヌキでもないのに色んな術を知っていた。そして術を忘れかけていたオレ達に色んなことを教えてくれたんだ。裏になにかアイツなりの目的があったんだろうが、それでもオレ達はアイツに感謝してる。失われかけたこのムジナ列車を復活させることができたんだからな。これでオレ達たちはもう一度人間達を脅おどかしてやれる！　オレ達の力を見せつけてやれるって、みんなで喜びあったよ」

「それで、かつて自分達を追いやった人間達に仕返しをしていたのか」

　春はる足たりがそう言うと、ふうりは違うね、と首を振った。

「確かにそれもあるが、すべてじゃない。仕返しが一番の目的ならただ列車を走らせるだけじゃなく、もっと直接的なことをしてたさ。違うんだ。そうじゃなくてオレ達は……ただこうして仲間みんなで東京を走り、バカ騒ぎしたかっただけなんだ」

「おまえ──」




　戯たわむれて一ひと夜よの暇潰つぶし──。




　復ふく讐しゆうの心も、悪意もそっちのけ。ただ思う存分化かしの術を使い、遊びたかった。

　ムジナ達は誰にも遠慮せずはしゃぎまわりたかったのだ。

　人間の子供が空き地や原っぱで駆けまわり、遊ぶのを我慢できないのと同じように。

　あとから山と町とで領分を区切り、ビルを建て、鉄道を走らせ、ムジナを追いやっていったのは人間のほうだ。

　彼らの遊び場を取り上げたのは、人間なのだ。

　そして遠からず、人間はムジナ達の逃げ込んだ山すらも取り上げにいくだろう。そのとき、両者の間で争いが起きたとして、ムジナを悪と言えるだろうか。

「しかしおまえ達に術を教えたっていうやつ、いったい何者だ？　話の流れから察するにおまえ達はそいつの指示でぼく達をここにおびき出したんだろうが」

「……さあ、おしゃべりはここまでだ」

　春足の問いにふうりは答えなかった。

「分かってると思うが、ここまでペラペラ話して聞かせたのは、おまえらをここから生かして帰すつもりがないからだ」

「バカ騒ぎしたかっただけって言ったくせに」

「それはそれ、これはこれだ。おまえらはオレ達の遊びを阻止しにきたんだろう？　だったら無事に帰すわけにはいかない。ご乗車ありがとうございましたと見送るわけにはいかないんだよ」

「ああそうかい。それじゃぼくも最後まで抗あらがわないといけないね」

「抗う？　そんな状態で今さらなにができるってんだ。手も足も出ないだろうが。オレがちょいとこの手に力を込めれば、おまえの体はピーナッツみたいに砕けちまうんだぜ」

　ふうりが低い声ですごんでくる。巨大な顔が春足の視界いっぱいに広がる。

「ちょいと力を込めれば、ねえ……それじゃ試しにやってみるといい」

　しかし春はる足たりは涼しい顔をしたままで、むしろふうりを煽あおった。

「春足……なにを言ってるのよ！　こんなときまで強がって！」

　うつひがたまらず声をかける。しかし春足は平気だよ、とウインクをしてみせる。

「お望み通りやってやるよ！」

　その挑発に、ふうりは青筋を立てて春足を握る手に力を込めた。ためらいも容赦もしなかった。

「…………なに……？」

　しかし、いくら力を込めても春足はまったく苦しむそぶりを見せない。確かに力を込めているのに、手が、指の一本一本がぴくりとも動かせないのだ。

「な、なんだこれは……動かねえ……！」

　もう片方の手も添えて握りつぶそうと試みたが、それもできなかった。そちらの腕も動かなかったのだ。

「腕が……いや腕だけじゃねえ……！」

　足も首も体も尻尾しつぽも、全身が動かない。動かせない。

「おまえなにをした……！」

　目玉と舌だけは動かせる。ギョロリと大きな目で春足を見る。

　そこでふうりはようやく気づいた。

「そ、その姿は……！」

　春足はニタリと笑っていた。笑って、その額に化ばけ札ふだを当てていた。

「手も足も出ないけど、糸なら出せる」

　それはジョロウグモの化札であり、春足はすでに変身をとげていた。黒髪は伸び、体は紅べに色いろの着物に包まれている。

「さっきほんの一瞬手の力が弱まったときに、札を用意させてもらったよ。そしてぼくはすでにあちこちに糸を張り巡らせている」




　──おまえの体にもね。




　列車が長いトンネルを抜けた。月光が車内に入り込み、空間を照らし出した。それによってあたりに縦横無尽に張り巡らされたクモの糸がキラキラと輝いて見えた。

　それはすでにふうりの全身に巻きつき、完全に絡めとっている。

　ジョロウグモの糸である。

　動けるはずもなかった。

「力は……もう使えないはずじゃ……」

　ふうりは絞り出すようにそう言った。

　焼き物のような体の表面からダラダラと汗が流れる。

「え？　誰がそんなこと言った？」

「いや、さっきおまえが……」

「ぼくとうつひの会話をもう一度よく思い返してごらん。『力を使えない』なんて、ぼくは一言も言ってないよ」

　春はる足たりは平然とした顔でペロと舌を出した。

「だ……騙だましやがったなあああああ！」

　ふうりの叫びを聞きながら、春足は化かされる気分はどうだい、と楽しそうに笑った。

「タヌキが人に化かされるなんて……」

　出し抜かれたことを知って、ふうりはとうとうその場に膝ひざをついた。といっても短い信楽しがらき焼やきの足ではどこが膝なのか非常に分かりにくかったが。

　ふうりの手から力が抜けていく。

「おまえ達たちの負けだよ」

　その瞬間を春足は逃さなかった。

　追い打ちをかけるようにさらに多くのクモの糸を操り、その巨体に巻きつけた。

「うおおおお……！」

　糸によって絞めあげられ、巨大な信楽焼となったムジナ達の変へん化げもとけていく。

　巨体のあちこちでポンポンと音が鳴り、小さな煙とともにムジナ達が床に落ちていった。

　春足を捕まえていた手も、砂の城が崩れるように消えていった。

「わっ、落ちる」

　解放された春足は中途半端な姿勢のまま床に落下したが、下で待ち受けていた弥や人ひとが上手に受け止めた。

「やったあ！　春足やるじゃない！」

　よっぽど嬉うれしかったらしく、うつひが春足と弥人に飛びついてきた。

　春足を抱えた弥人はその勢いを受け止めきれず、結局三人まとめて派手に倒れた。

「痛いじゃないかうつひ！　体当たりか！　トドメの一撃のつもりか！」

　春足は口をとがらせて文句を言った。

「危うく肋ろつ骨こつの大多数がへし折れるところだった」

「そこまで言うことないじゃない！」

「痛いたいたい！　やめろ！　ぼくの足はそっちには曲がらないよ！」

　そうして思わぬところで激戦が繰くり広げられた。

「やれやれ……この春足様になんたる狼ろう藉ぜき……」

　春足はジョロウグモの力を解き、すでに元の姿に戻っている。

　あたりにはたくさんのムジナがひっくり返っていた。目をバッテンにしてデベソをさらした、完全に無防備な姿だ。

　その中でまだ動く者がいた。

　ふうりだ。

「や、やってくれたな……月つき岡おか春はる足たり」

　かろうじて人間の格好を保っている。

　ふらふらと立ち上がるふうりの姿を見てうつひが悲鳴をあげる。

「きゃあ──！　裸体がっ！　裸体がっ！」

　力を使い果たした影響なのか、ふうりは一糸まとわぬ姿となっていた。

　いや、その両手にだけは例の手袋がはめられたままだが、丸裸に手袋という組み合わせが余計に変態度合いを高める結果になってしまっていた。

「変態よー！　手のつけられない変態だわー！」

　うつひは両手で目を覆って顔をそむける。

「そんなに悲鳴あげることねえだろう！」

　ふうりはしかたなくといった様子で大事なところをバラの刺し繍しゆうの入ったハンカチで隠した。

　春足はそんなふうりに近づき、言った。

「おまえ達たちの悪知恵もなかなか愉快だったぞ。ぼくにはおよばなかったけどな」

　言葉の内容にそぐわない優しい声だった。

　ふうりはその場にへたり込んであぐらをかいた。

　周囲で気を失っていたムジナたちもちらほらと目を覚ましつつある。皆、大事はないようだ。

「おまえの血、もらうぞ」

　春足はそっと口を開き、ふうりの首筋に噛かみついた。

　不思議とふうりは抗あらがうこともせず、その牙きばを受け入れた。

　なぜ血を吸うのか、そのときの彼にはなにも分からなかったが、なぜか抗う気が起きなかったのだ。

　真っ赤な生き血が春足のあごをつたう。

　血を飲み込むたびに白い喉のどが波打つ。

　ムジナの持つ不思議の力の一部は、そうして新たに化ばけ札ふだに登録された。

「これでおまえ達はもうぼくの臣下だ」

　吸血が終わったあと、口元をぬぐいながら春足は言った。

「春足王国の国民として、そして忠実なる僕しもべとして、以後はぼくのために働くがよい！」

「な……なんだそりゃ!?　ふざけんなこの野郎！」

　ふうりはその理不尽な言葉に拳こぶしを振り上げて抗議したが、春足は聞いていない。

「ふうり、おまえは人間を憎み、嫌った。そして人間はおまえ達たちを追い立てた。異質な存在同士、理解し合えないのも無理はない。だがぼくは差別なんてしない。なぜなら、みんな等しくぼくの下僕だからだ！　下僕に優劣はない！」

　ハーッハッハッハ！

　冥めい探たん偵ていの笑い声が木霊する。

　ふうりは一言の反論も思いつかなかった。

　なぜだか、どういうわけだか、目の前の少年の言葉に胸を真まっ直すぐに突かれたような気がした。

　なんて痛快なやつだ、と思った。思ってしまった。

　高らかに笑い、春はる足たりは懐から名刺を取り出す。そこには『月つき岡おか探偵社』とあり、住所も記されていた。住所の下には『清く爛ただれて鬱うつ奇くしく』とある。

「人間達は妖よう怪かいを、不思議を信じなくなったと嘆いていたな。だけど、世の中にはまだまだたくさんの不思議がある。人間達はそんなことも知らず、科学とやらのか細い光で闇やみの一端を照らし出しただけで鬼の首をとったと勘違いしているにすぎない。だから、そんな人間達にこれからも怪異のなんたるかを教えてやるといい。化けに化けて、気高きムジナの力を思い出させてやれ。ただし、面白おかしく、な。そこが重要だ。

　それでもしまた人間との間で問題が起きたらぼくのところにこい。正式な依頼なら相手が妖怪だろうが人間だろうがなんとかしてやるよ。王国の労働力は大切に守ってやらないとな。もちろん報酬はちゃんと貰もらうけど」

　月岡探偵社は、人間の依頼だけでなく、妖怪からの依頼も引き受ける。

「あ、葉っぱで作った偽のお金は認めないよ」

　春足はおどけてふうりの頭をなでた。

「う、うるせー！　王国とかバッカじゃねーの！」

　ふうりは腕を組んでそっぽを向く。

　春足はくくくと小さく笑う。

「さて、あとは列車が止まるのを待って……」

　それで一件落着。

　そう思われたそのとき、突然列車全体が大きく揺れはじめた。それまでにない不穏な揺れかただった。

「ちょっと、今度はなに!?　もう終わったんじゃないの!?」

　うつひはオロオロしている。

「あ、まずい」

　ふうりが言う。

「仲間がたくさん気を失っちまったせいで、術がとける……」

「術って」

「だから、ムジナ列車の術だよ」

「それってつまり……」

「列車全体がバラバラになる」

　ふうりと三人の間になんともいえない空気が流れた。

「に……逃げ」

　と春はる足たりが言いかけたとき、車両の先端部分がバラバラと解ほどけはじめた。千代紙を千切るように、桜の花が散るように、雪が舞うように。

　千切れた列車の切れ端は風に乗って後方へ飛んでゆく。

　そのひとつひとつがムジナの姿をしていた。

　化物列車はムジナ達たちの集合体だったのだ。体を寄せ合い、列車を形作っていたのだ。

　まるで世界が端から崩壊していくみたいに、列車の床が崩れていく。

　それが三人のほうへどんどん迫ってくる。

「おいふうり、すぐに列車を止めろ！　こんな速度で外に放ほうり出されちゃかなわない」

　強い口調でそう言うと、ふうりはギュッと目を閉じたまま、一言こう言った。

「すまん、列車は急には止まれない」

「ごもっとも……」

　弥や人ひとがうなずく。

「ふたりとも走れ！」

　三人はすでに崩れはじめていた壁の穴から後方車両へ駆け出した。

　座席の間の通路を走り抜ける。

「おらおら、もっと急がないとやばいぞ！」

　なぜか全裸のふうりも尻尾しつぽを揺らしながら春足達のあとをついてくる。

「いやー！　全裸の男が追いかけてくるー！」

　うつひは怯おびえた。

「なんでおまえまで一緒に逃げてるんだよ」

「走ってる列車から投げ出されるのはオレだってごめんだよ」

　二号車、三号車、四号車──。

　途中で車両の中を川が流れているのにでくわした。

「ここ、オレが迷い込んだ川だ……」

　さきほどとは反対に川を下っていく形になる。

「なんだかよく分からないけど泳げ！」

　春足は皆に声をかけ、自らも流れに乗って泳いだ。しかし、少し泳ぐとすぐに川は底が抜けたように干上がり、今度は目の前にススキ野が広がった。

「あ！　ここ、わたしが飛ばされた野原だわ！」

「さっきからなんなんだ。せわしないな！」

　手招きをするみたいに風に揺れるススキをかき分け、次の車両を目指す。

　走りながらふうりが言う。

「列車がバラバラになっていく影響で、車内の幻術が暴走しちまってるんだ」

「テレビのチャンネルが勝手にどんどん変わっていくみたいな感じ？」

「おう、嬢ちゃんなかなかいいたとえだな」

「感心している場合じゃないぞ！」

　列車の崩壊はすぐうしろにまで迫っている。

　壁も天井も崩れ去り、周囲の景色がよく見える。

　列車は、渓谷の中を走っており、ちょうど谷に架かかる真っ赤な橋を渡っているところだった。

　一行はドアを蹴け破やぶるような勢いでさらに後ろの車両に飛び込む。

「アイスにコーヒー、チョコレートはいかがですかあ？　霊界新聞もございます」

　するとそこでは、なぜかこの期ごにおよんで客もいないのに車内販売のお姉さんが商品を売り歩いていた。

「あ、チョコレートひとつくださいな」

「春はる足たり！　生きて帰れたら買ってあげるから今はあきらめてよう！」

　思わず足を止めた春足の背中を、半ベソをかいたうつひがぐいぐい押している。

「いや、実際車内販売の品はどれもお勧めだぜ。いい物ばかりを仕入れてるからな」

「そこは術で作った偽物じゃないのね……」

　へんなところにこだわりを見せているふうりにうつひは呆あきれかえる。

「あ、だめだ、追いつかれた」

　そうこうしていると一番後ろを走っていた弥や人ひとが冷静にそのことを告げた。

「ここが終点ってわけか」

　春足は帽子が飛ばされないよう深くかぶり直し、ため息をついた。

　とうとう三人のいる車両までも完全に崩れ去り、車内販売のお姉さんももとのムジナに戻り、「あーれー」と夜空に飛ばされていった。

　そのあとを追うように三人も列車から放ほうり出された。

　放物線を描き、やがて落下していく。谷底を流れる川がはるか下に見える。

　春足のポケットからこぼれ出ていた切符が空に舞い、ポンと音を立てて枯葉に戻った。

　うつひは自分達たちと同じように落ちていくふうりを見た。

「あ！」

　その姿を見てうつひは思わず叫んだ。

「忘れてたああああ！」

　ふうりはその手にハンカチを掴つかんでいる。ふうりお気に入りのハンカチだ。

「そのハンカチちょっと待ったあああ！」

　香か奈なから依頼されていたハンカチを回収することを、今さらながらに思い出したのだった。

　うつひは空中を泳ぐようにしてふうりに近づき、なんとかハンカチを掴むことに成功した。

「あ、なにしやがる！　オレのハンカチ！」

　うつひとふうりは空中でハンカチの取り合いをはじめる。

「それは小さな女の子がお母さんのために一生懸命刺し繍しゆうしたハンカチなの！　依頼されたんだから！　なにがなんでも返してもらいます！」

「お、落とし主が探してるのか……」

　事情を知って、ふうりはちょっと悪いことをしたかなという表情を浮かべた。しかしまだ迷っている。

「だけど変身するときこのハンカチ使うと調子いいんだよな……」

「お願いだから返してよー！　なによう、あなたそんな顔して……そんな顔で……バラの刺繍のハンカチがお気に入りとか絶対へんよー！」

「どさくさに紛まぎれてひでえこと言うな！」

　ふうりはひどく傷ついた。

　そんな彼の背後にいつの間にか春はる足たりがまわり込んでいた。

「そういえばぼくも忘れてた。これは返してもらうよ」

　そう言ってふうりの手からするりと手袋を抜きとる。同時に、うつひによってハンカチも奪われてしまう。

「ああ！　オレの手袋！　変身ハンカチ！」

　これでふうりはとうとう完全なすっ裸ぱだかとなってしまった。

　言い逃れのできない変態スタイルである。

「悪いな。この手袋はある人の四十年来の忘れ物なんだ。おまえはまた別のお気に入りを見つけてくれ」

「……ちっ、勝手にしろ！」

　春足の真まっ直すぐな視線を受けて、ふうりはついに折れた。面白くなさそうにそっぽを向く。

「よかった！　これで香奈ちゃんにハンカチを渡してあげられるわ！」

　喜ぶうつひだったが、そこに水をさすように弥や人ひとが言う。

「ねえ……さっきから演出で不自然に長い間落下してるけど、さすがにそろそろ下に落ちるよ……」

「演出とか言うなあ！」

　しかし実際、谷底の川の水みな面もは間近に迫っていた。

「そうだわ！　春はる足たり、今こそジョロウグモの糸を張ってこの場をなんとか……」

　これ以上ないアイデアだわ！　と落下しながらうつひが提案する。しかし春足は肩をすくめた。

「いや、さっきのが最後。今度こそもう本当に力は使えない。クタクタだよ」

「大事なときに限って！」

「そういううつひこそ、イズナ達たちを気球かなにかに化けさせて空を飛べないの？」

「そっか！　その手があったわね！」

　すっかり忘れていた。うつひは春足の提案にぽんと手を打つ。しかし──。

「ふたりとも、もう遅い……」

　川の水面はあまりに近かった。

「……わあーん！」

　うつひはあきらめの涙を夜空にこぼした。

　三人は高く水しぶきを上げて水の中に沈んでいった。

　満月の昇る渓谷に、ムジナ列車の汽き笛てきが鳴り響く。





　　　　　　　＊






　崩れ去りながら谷を抜けていったムジナ列車は、いよいよ最後尾の車両を残すのみとなっていた。

　その車両の屋根に、男がひとり立っている。

　列車に乗り込んだばかりの春足達を案内した、あの乗務員だ。

　男は深くかぶっていた帽子を取り、屋根から放ほうった。次に乗務員用の制服も脱ぎ捨てる。

　その下は黒ずくめの着物姿だった。

　歌か舞ぶ伎きや人形浄じよう瑠る璃りのうしろに目立たぬように控えている、あの黒くろ子この格好だ。ただし、今はその顔があらわになっている。

　彼は男ではなかった。厳密には少年であった。

　春足達とそれほど歳としは変わらないように思われる。

　人形のようなその顔立ちは、月の光のあたりかたによっては少女のようにも見える。

「月つき岡おか探偵社。思ってたよりやっかいなやつらだったな」

　つぶやき、黒くろ頭ず巾きんを降ろす。

「やっかいなことほど、面白い」

　列車が崩れ去る瞬間、少年は屋根の上から姿を消した。





　　　　　　　＊






「さ、寒い……」

　田舎町の歩道を歩く三人組がいる。薄暗い夜明け前の道路には車は通っておらず、人通りもない。

「散々だったなあ」

　春はる足たりは二の腕をさする。

　列車から投げ出された三人は、谷間を流れる川に落ちた。そのことが幸いして大きな怪け我がをせずにすんだのだった。しぶとい三人である。

　しかし三人ともずぶ濡ぬれだ。

「今回水に濡れっぱなしで風邪引きそう」

　いつも飄ひよう々ひようとしている弥や人ひとも、今はしょんぼりしている。

　川から上がったとき、ふうりの姿はなかった。

「どこか暖をとれるところはないかしら……そもそも、ここはどこのなんて町なの……東京はどこ……？」

　うつひは同じくずぶ濡れになってしまったフー助の尻尾しつぽを絞ってやりながら、あたりをうかがっている。

　ちょうどそのとき、前方から朝日が顔を出した。三人はその方向へ向かって歩いた。

　うつひはまばゆい朝日に取り戻したハンカチをかざす。

　香か奈なが母親のためにと用意したハンカチだ。香奈の母親の誕生日は明日だ。

「これで間に合うわ。ちゃんとお洗濯して香奈ちゃんに渡そう」

　布越しの朝日を顔に受けつつ、うつひは嬉うれしそうに言った。

「ふわあ……」

　春足は込み上げてきた欠伸あくびを噛かみ殺ころすこともしなかった。そういえば一睡もしてない。

「とにかく一刻も早く帰って温まりたい」

　ぐっと伸びをしてそう言う。

「あ、ふたりともあれ見て！」

　隣でうつひが飛び跳ねた。

「ん？　あれは……」

　指差すほうを見ると、その先にずいぶん古びた建物が見えた。そして軒先には暖の簾れんがかかっており、そこに三人がよく知る印マークが描かれていた。

「温泉よ！」

　宿だわー！　と一番に駆け出していったうつひの姿が朝日と重なって、その輪郭が柔らかく輝いた。

「春はる足たり、どうする？」

　弥や人ひとが問いかける。

「ま、たまには温泉もいいか」

　そのまぶしさに春足は目を細めた。





　　　　　　　♨






　神楽かぐら坂ざか七丁目、月つき岡おか探偵社前──。

　うつひ達たちは今朝東京に戻ってきたばかりだった。しかし事務所へ帰る途中で、春足も弥人も所用があると言って他のところへ行ってしまった。

　しかたなくうつひがひとりで事務所の鍵かぎを開けていると、そこへ香か奈なが訪ねてきた。

「お姉ちゃんありがとう！」

　刺し繍しゆう入りのハンカチを渡すと、香奈はお日様のようにキラキラした笑顔をうつひに向け、大きくお辞儀をした。

「ほら、誕生日、今日なんでしょ？　はやくお母さんに持っていってあげて」

　背を押すと、香奈はトトトっと神楽坂を小気味よく駆け出していった。

　少女の背を見送ると、うつひは「そうだ」と手を叩たたいた。事務所の自室に戻り、ジャージに着替えてからふたたび表に出る。

「わたしもジョギングがんばろ」

　手の中には飴あめ玉だまがひとつ。香奈からもらった報酬だ。さすがに幼い少女の貯金を貰もらうわけにはいかない。

　うつひはクスッと笑ってそれを口の中に放ほうり込み、地面を蹴けった。




「ショウケラさん？」

『不ふ可か思し議ぎ庵あん』のカウンターでみさごは首をかしげた。

「そう。みさごさんを物陰から見つめてたやつの正体」

　店を訪ねるなり弥人はそう説明したが、みさごはよく分かっていないようだった。

「つまり、その人に見られてるとうたた寝防止になるの？」

「うん。普通は眠れなくなっちゃうんだけど……」

　みさごは毎日家でも店でも快眠だったという。仕事場で快眠はまずいと思うのだが。

「みさごさんには効果がないみたいだ」

「ふうん。で、そのショウケラさんって、目が大きくて特徴的な肌をした人なのよね？」

「うん。人というか妖よう怪かいだけど」

「それって、あそこにいる人のこと？」

「え？　あ……」

　みさごの指差したほうを見て、弥や人ひとは思わず声を上げた。道端、電信柱に寄りかかるようにして倒れている者がいる。よく見るとそれは確かにショウケラだった。

　近づいてつついてみる。生きてはいるようだ。

「おまえ、列車の中でいつの間にかいなくなったと思ったら、どこへ行ってたんだ」

「ああ、弥人の旦だん那な……。あのあと大変だったんですよう。ムジナ達たちに追いかけられるわ、列車から放ほうり出されて雪山の真ん中におっこちるわで……」

　見るからにげっそりとやつれている。ショウケラはショウケラでずいぶん苦労したようだ。

「それになにより……うぷ……」

　ショウケラは苦しそうに口元を押さえる。

「乗り物酔いがひどくて……オロロ……」

「妖怪も乗り物酔いするんだな」

　それも列車で酔うとは、かなり弱い。

　そんなこんなで、ほうほうの体ていでここまで帰ってきたのだという。

「みさごさんの面影を心の支えに、歩いて戻ってきたんですよ……」

「それは大変だったわね」

「ええ、本当に……え？」

　ショウケラが顔を上げると、そこには当のみさごがいた。

「ひゃっ！　み、み、みさごさん！」

　ショウケラは顔を真っ赤にして両手で顔を隠した。

　みさごはショウケラの前にしゃがみ込んで笑みを浮かべる。

「弥人くんから話は聞いたわ。恥ずかしがり屋さんなのは分かるけど、でも今度からは普通にお店にきてね。それでできればちゃんと本を借りていってね」

　優しい言葉の中にもきっちり商売を絡めている。

「は、はい！」

　しかしショウケラはみさごの言葉と笑顔に、顔がとけてしまうのではないかというほど舞い上がっている。

「それでみさごさん、報酬なんだけど」

　弥人はそわそわしながらそのことを切り出した。今回の依頼の報酬、芥川龍之介全集のことだ。

　実はそれが楽しみで一番にここを訪ねたのだった。

「ああ、あの本ね。それが、夕べアパートに妹が遊びにきて、読みたいからってむりやり持って行っちゃったのよ。あの子昔から本を読むのが遅いから、返ってくるのはしばらく先になりそう……」

「えー！」

　これには弥や人ひともショックを隠せない。

「だ、旦だん那な……大丈夫ですか？」

　しょんぼりしているとショウケラになぐさめられた。

「ごめんねえ。代わりに夕飯ごちそうするから。今夜家うちくる？」

　のんびりした調子で衝撃的な誘いをするみさごであった。健全な男子ならその一言で恋に落ち、ふらふらと招かれていたことだろう。

「なな……！」

　隣で話を聞いていたショウケラも思わず嫉しつ妬との炎を燃やす。が、報酬が見送りになったショックで弥人はそれどころではなかった。

「今日は……いい……事務所に戻って心の整理をする……」

　ショウケラでなくともうらやましすぎる誘いをするりとかわし、弥人は店を後にした。

「またねー。ありがとうねー」

　みさごの声を背に受けて歩きながら弥人はふと思う。そういえばさっき、ショウケラはずっと姿を消していた。現に道行く人々は誰もショウケラに気づいてはいなかった。

　しかしみさごには視みえていた。

　言葉もかわした。

　化物列車も視えていたようだし、彼女は妖よう怪かいや化物と波長の合いやすい人なのかもしれない。




「はっほっほ」と拍子を取り足を踏み出す。

　うつひはひたすら走る。昨日温泉に一泊したときに食事と温泉まんじゅうを食べすぎたので、その分運動をしなければ！　と意気込んでいる。

　隣をフー助が並走している。

「ごめんフー助……もうちょっとゆっくり走ろ……」

　しかしもう疲れている。

　ジョギングの途中、顔見知りの駄菓子屋が見えたので少し立ち寄ることにした。ガラス戸を少し開けて店内を覗のぞくと、先客がいた。

　いや、それは客ではなく、店の女主人、多た恵えの息子夫婦だった。

「お袋が手編みで手袋ねえ……なんだか照れくさいな。でも、これはオレの手にはもう入らないな」

　小さな手袋を囲んでなにやら和やかに話をしている。

　うつひは「あ」と小さく声をもらした。うつひはその手袋に見覚えがあった。春はる足たりがふうりから返してもらっていた物だ。

　多た恵えの息子はその子供用の小さな手袋をまだ年端もいかない自分の息子に手渡す。

「これはおまえが使うといい」

「うん」

「お袋……ばあちゃんがずっと昔に編んでくれたんだよ」

　長い間返らなかった落とし物が、家族のもとに届けられたのだ。

　息子夫婦の向こうで居間に座っている多恵は、相変わらず気難しそうな顔をしていたが、誰にも見られていないと思って気がぬけたのか、ふいに小さな笑顔をこぼした。

　春の訪れを感じさせるような笑顔だった。

　うつひだけはそれを目撃していた。つられてうつひも思わず笑顔になる。

　うつひはなにも言わず、そっと戸を閉め、うしろを振り返った。

「行くところがあるとか言ってたけど、ここのことだったのね」

　そこには春足が立っていた。

「別に、ここには用事のついでに立ち寄っただけさ」

　春足はぷいっと横を向く。うつひにはそれが努めてそっけない態度をとっているように見えた。春足は照れるといつもこういう態度をとるのだ。

「ついでって、他にも用があるの？」

「そっちの用事が本命だったけど、もうすませてきた」

　春足は足元を指す。そこには大きなジュラルミンケースが置かれている。

「現金手渡し待ったなし。階かい奇き電でん鉄てつにおもむいてさっそく報酬を受け取ってきた」

　化物列車解決の報酬だ。

「それじゃこの中に三億円が!?」

　思わず手を伸ばす。

「これで事務所の光熱費と雨漏りとドアのたてつけを直せるわ！　それから毎日の夕飯に一品おかずを増やして……」

　うつひは指折り数える。今度は捕らぬタヌキの皮算用ではない。タヌキはもう捕ったのだ。

「…………あれ？」

　しかしそのケースは三億円が入っているにしてはあまりに軽すぎた。まるで空っぽみたいだった。開けてみると、そこには小さな茶封筒がひとつ入っているきりだった。三億円など影も形もない。

「必要経費だけはなんとかもぎとってきたよ」

「こ、こりゃれいったいどういうこと!?」

　思わず噛かんでしまった。

「先方は今大変で、報酬を用意するどころじゃないみたいだった。今日の夕刊には載るんじゃないかな。階かい奇き電でん鉄てつ重役、藤とう中なか順じゆん三さぶ郎ろう、京きよう開あくグループと裏で繋つながり、賄わい賂ろ疑惑ってね」

「京開グループって……新路線、昭和鉄道計画を進めていたあの企業？」

　その情報は新聞などでうつひも知っていた。一部強引なやりかたで土地を買い上げているという黒い噂うわさも耳に挟んでいる。

「そういえばこのあたりの地区もその地上げの対象になってるんだっけ……」

「そう。この地区一帯の土地は京開グループによって買いあげられようとしていた。新しい路線、昭和鉄道を走らせるためにね。その計画に、階奇電鉄の藤中さんも関かかわっていたんだ。企業スパイってやつだね。なんでも地方鉄道法の免許申請に関して、裏で運輸大臣に金を動かしていたそうだ」

　それがこのたび表おもて沙ざ汰たになり、大問題となった。春はる足たりが会社に行ってみるとすでにマスコミが殺到しており、社内は騒然としていたという。

「当然、計画は中止。立たち退のきの話もなしだ。世の中なにがあるか分からないな」

　それにしてもすごいタイミングだ。

「……春足、確か記者に知り合いがいたわよね？　幽ゆう界かい社しやの花あ鶏とりさん……だっけ。その賄賂の情報、もしかして春足がマスコミに流したんじゃないの……？」

「さてね。藤中さんが勝手に自爆したんだ。おかげで報酬もふいになっていい迷惑だよ。野望実現のための大切な資金だったのに」

　春足はとぼけて見せ、ほとんど空のケースをひょいと持ち上げて歩き出す。

　うつひはクスっと笑ってそのあとを追った。

「でも、もし昭和鉄道計画が進んでたらこの駄菓子屋もなくなってただろうし、それなら計画がおじゃんになって春足としてはよかったんじゃない？」

　春足が河かわ鍋なべ商店によくお菓子を買いにいっていることを、うつひは知っている。

「よくないよ。だって三億円だよ」

　春足は道端の石ころを蹴けって悪態をつく。

「……でもまあ、あの駄菓子屋でチョコレートを買うのがぼくの日課のひとつだし、なくなられると多少は困るかな。王国を作っても、あの駄菓子屋だけは残しておいてやってもいい」

「うふふ、意地っ張り。それじゃチョコレート愛ってことにしておきましょ」

「うるさい。ぼくはね、愛だの人情だのって言葉を聞くと条件反射でヘドが出るんだ。いつもエチケット袋を持ち歩いているほどさ」

「はいはい」

　ふたりは並んでてくてくと歩く。

「ところでうつひ」

「なあに？」

「前から思ってたけどそのジャージ、凶悪にださいよ」

「ほっといて！」

　仮にこのケースに三億の報酬が入っていても、春はる足たりなら立たち退のきを勧告されていた住民達たちにそれをまるまる与えたのではないか。

　うつひはそう考えたが、それは胸の内にしまっておいた。






　終章







　ガタゴトガタゴト。

　西部開拓時代の荒野を蒸気機関車が駆けてゆく。

　荒くれ者達たちが馬を走らせ、汽車を追う。

　化物列車事件解決から数日後、春はる足たりは神楽かぐら坂ざかにある名画座の最前列の席に座って、古い映画を見ていた。

　ロールがカタカタまわり、スクリーンに光を当てる。

　光の筋は空中の埃ほこりをきらめかせる。

　他に客らしい客はいない。

　依頼を解決する前、あるいは解決したあと、春足はよくここにくる。

　いつもこの席だ。

　映画は総合芸術だと昔誰かが言った。映像、音楽、演劇、歴史、様々な物がそこに集約されているのだと。

　けれどそれは作る側の考えであり、矜きよう持じであって、春足はそんな難しいことを考えて映画を見たりはしない。芸術かどうかなど、崇高かどうかなど関係ない。

　楽しければいい。

　興味深ければそれでいい。

　春足にとってはどこまでいっても映画は娯楽なのだから。

『楽しい』ということは大事だ。もちろん同じくらいに『悲しい』ということも大事だ。

　いつか春足王国を作ったら、まっさきに映画館を作ろう。春足はそう心に決めている。

　そこでは春足のお気に入りの映画だけを上映するのだ。

　毎日、毎日。

　スクリーンの中でカウボーイがピストルを撃ち鳴らす。

　お宝を探して墓を掘り返している。

「この映画、音楽がいいな」

　いつの間にか、斜め後ろの席に男が座っていた。

「……映画は黙って見ろ」

　その存在にはさっきから春足も気づいていた。それでいてあえて無視していたのだ。

「そう言うなよ。さっそく山から訪ねてきたんだ。もう少し温かく迎え入れてくれたっていいじゃねえか」

　座っていたのは、ムジナのふうりだった。

　黒い背広に身を包んだその姿は、彼の鋭い目つきもあってとうていカタギの人間には見えない。実際人間ではないのだからそれで問題ないといえば問題ないのだが。

「またムジナ列車できたんじゃないだろうな」

「いや、今日は人間にまじって普通の列車を乗り継いできた。たまにはいいもんだな」

　スクリーンにはエンドロールが流れ、春はる足たりはひとつ伸びをする。

「なあ、この映画、もう終わりだろ？　だったらこれから東京案内してくれよ。浅草連れてってくれ」

　ふうりは前列の背もたれに寄りかかって春足の顔を覗のぞき込こんでくる。

「やだね。どうしてぼくがそんなことを」

　今日は一日クラゲのようにふわふわのんびりすごすと決めているのだ。

「なんだ、道々アイツのことを聞かせてやろうと思ったのによ」

「アイツって……おまえ達たちにあれこれ吹き込んだ黒幕か」

　春足はそこではじめてふうりのほうを振り返った。

　ふうりの握っている情報は確かに興味深い。

「アイツ、まだ他にもなにか企たくらんでるみたいだったぜ。まあアイツがなにをしようがオレ達にゃ関係ないし、恩もあるから邪魔をするつもりもないが、春足、おまえになら教えてやらんこともない」

　場内に明かりが点つくと春足は立ちあがってさっさと出口へ向かおうとした。

「げっ……！」

　そこで気づく。いつの間にか場内が満員になっている。

「てことで東京案内よろしくな。もちろん、仲間達も一緒に」

　老若男女様々な人間に化けたムジナ達が、いっせいに人懐っこい笑顔を向けてきた。

　侍に、その息子に、和尚に、藤ふじ色の着物の娘、キョウもいる。

　どうも、妙なモノ達に好かれてしまったらしい。

「ふざけるな！　こんなにぞろぞろと……！」

「固いこと言うなよ。背丈と同じで心までチビだなあ」

　ふうりは小馬鹿にしたように春足の頭に肘ひじを載せる。

　すると、春足から感じられる気配ががらりと変わったのが分かった。

「今……なんと言った？」

「えっ？」

　ただごとではない気配だった。

　春足の肩が荒野を走る列車さながらに大きく震える。

「あれ……？」

　次の瞬間ふうりとムジナ達は、鬼の形相で化ばけ札ふだを額に当てる春足の姿を見た。




「だーれーがーチービーだー！」




　そのとき劇場の前を通りかかった人々は、大勢の悲鳴と奇妙な爆発音を耳にしたという。

　映画館の場内アナウンスは告げる。




　──ご来場ありがとうございました。






　あとがき






　こんにちは。てにをはです。

　本書のことに触れる前に、この世の中の誰ひとりぼくのことを知らない、という可能性を視野に入れ、まずはきっちりと自己紹介をさせていただきます。

　と、言ったものの、困りました。自分にはまだこれという肩書きがないのです。というのも、ぼくはこれまでメジャーというフィールドでは、音楽アルバムと小説とを完全にリンクさせるような物作りばかりしてきたので、その結果ミュージシャンとも作家とも、胸を張って名乗れない状況におちいってしまったんです。これはおそろしいことですよ。現代社会の歪ひずみですよ。かなしい犠牲者ですよ。

　肩書きなんてオレには必要ない、などとかっこいいことを言って許される年齢でもありません。しかしそれでもあえて名乗るなら、『作家』という肩書きの真ん中に『曲』を放ほうり込んで『作さつ曲きよく家か』とでもしておきましょうか。

　この場で、過去こういう作品を出したんですよーと並べ立てるのは場違いなのでやめておきますが、興味のある方は他の小説作品、音楽ＣＤなどチェックしてみてください。本当にただチェックしただけで買ってもらえなかったらかなしいですが、そのときはそれも人生と受け入れましょう。




　ようやく本作品について触れますが、『妖よう怪かい少しよう年ねん探たん偵てい團だん』は音楽と小説の両方から作品世界を広げていこう、という考えのもとではじめたシリーズ作品です。

　本書はその小説第一弾というわけです。音楽のほうは現在ニコニコ動画等、ネット上で動画とともに視聴できますので、知らないという方はそちらもぜひどうぞ。

　音楽と小説をシリーズとして作り続けるとなると、当然一いつ時ときのノリや一発ネタで作るわけにはいかず、アイデアを固めるまでに苦労もしましたが、結局『妖怪と探偵』といういかにも自分らしいテーマに落ちつきました。

　さて次は舞台を決めねば、と考えていたときに思いついたのは東京都新宿区の神楽かぐら坂ざかでした。あそこは雰囲気のある場所です。

　建物は古いし路ろ地じは狭いし、神楽坂は不思議なところだなあ。こんなところでいきなり物陰から妖怪が出てきたりしたら、おどろきのあまり失禁を禁じえないに違いない。

　実際に自分で神楽坂を歩きながらそんなことを思ったものです。

　ちなみに物語の中で月つき岡おか探偵社は神楽坂の七丁目にあることになっていますが、実際の神楽坂は六丁目までしかありません。探しに行っても七丁目なんてどこにも存在しないのでご注意を。




　摩ま訶か不ふ思し議ぎな時代を、探偵を名乗る少年少女達たちが、知恵と力をもって妖怪と闘う。それが『妖怪少年探偵團シリーズ』です。

　妖怪浪ろ漫まん、探偵浪漫、活劇浪漫。

　浪漫にあふれた作品です。




　罰当たりな面白さ！

　冥めい途どの土産に妖怪探偵！




　このくらい盛り上げておけば次刊も頑張るしかなくなるでしょう。未来の自分のケツを叩たたいたところで、そろそろ締めさせていただきます。




　最後に、ぼくのわがままな企画を受け入れ、かつ貴重なアイデアを提供してくださった担当の横山氏と、美しいイラストを描いてくれたロウさんに心から感謝を申し上げます。









　著者

　てにをは

　　作家であり、作曲家。

　　２０１３年アルバム『女学生探偵ロック』でメジャーデビュー。作家としては『妖怪少年探偵團』『女学生探偵シリーズ』を刊行中。『妖怪少年探偵團』シリーズは音楽アルバムの他にコミカライズが展開中。




　イラスト

　ロウ

　　昭和、妖怪、少年少女。好きなものを好きなだけ描かせて頂きました。
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